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最終審査委員  （五十音順、敬称略）

主催：ヤンマーアグリ株式会社　後援：農林水産省　一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構　公益社団法人 大日本農会

お問い
合わせ

フリーダイヤル
0120-376-530
（月～金10:00～17:00）

e-mail

ronbun@yanmar.com

パソコンから
https://www.yanmar.com/jp/agri/agrilife/prize/
ご参考として第30回～第32回の入賞作品集を掲載しております。

〝農業〟を〝食農産業〟に発展させる

携帯から
QRコードにアクセスしてください ＞ ＞ ＞

食農産業は、農業の6次産業化を始め、
経済、商業、資源環境、健康福祉、栄養科学などにも通じるテーマです。

あなたの想いを論文・作文にして実現しませんか？

論文・作文募集
第33回

ヤンマー学生懸賞

◉論文の部［大賞］100万円   ◉作文の部［金賞］30万円

［応募期間］ 2022年6月1日（水）～10月20日（木）
［入選発表会］2023年2月10日(金)

岩田 三代（いわた みよ）
（一財）女性労働協会会長
元 （株）日本経済新聞社編集委員・論説委員 ［ 食・くらし ］

大杉 立（おおすぎ りゅう）
八ヶ岳中央農業実践大学校 校長
東京農業大学 客員教授 ［ 農学 ］

近藤 直（こんどう なおし）

京都大学大学院 農学研究科教授 ［ 農業工学 ］

佐藤 年緒（さとう としお）

環境・科学ジャーナリスト ［ 環境・科学技術 ］

生源寺 眞一（しょうげんじ しんいち）
福島大学 食農学類長
東京大学 名誉教授 ［ 農業経済学 ］

第33回募集告知ポスター
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〔論文の部〕

〔作文の部〕

2023年2月10日オンラインにて入選発表会を開催



─ 1─

総
　
　
目
　
　
次

ご
あ
い
さ
つ
　�

　
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
増
　
田
　
長
　
盛
　
2

ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
事
業
を
後
援
し
て

�

　
農
林
水
産
省
　
大
臣
官
房
審
議
官
（
兼
経
営
局
）　
松
　
尾
　
浩
　
則
　
6

�

　
一
般
財
団
法
人
　
都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構
　
理
事
長
　
安
　
田
　
善
　
憲
　
8

�

　
公
益
社
団
法
人
　
大
日
本
農
会
　
会
長
　
吉
　
田
　
岳
　
志
　
10

［
論
文
の
部
］
大
賞
（
全
文
掲
載
） �

　
17

　
　
　
　
　
　
特
別
優
秀
賞
（
全
文
掲
載
二
編
） �

　
43

　
　
　
　
　
　
優
秀
賞
（
要
旨
掲
載
十
編
） �

　
78

［
作
文
の
部
］
金
賞
（
全
文
掲
載
） �

　
93

　
　
　
　
　
　
銀
賞
（
全
文
掲
載
二
編
） �

　
95

　
　
　
　
　
　
銅
賞
（
要
旨
掲
載
十
編
） �

　
100

審
査
委
員
講
評
　�

　
107

審
査
委
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　�

　
121

第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
入
賞
者
一
覧
〔
論
文
の
部
〕　�

　
122

第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
入
賞
者
一
覧
〔
作
文
の
部
〕　�

　
123

第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
要
領
　�

　
125

第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
社
内
運
営
体
制
　�

　
128

編
集
あ
と
が
き
　�

　
131



─ 2 ─

ご
あ
い
さ
つ

お
蔭
さ
ま
で
、「
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
事
業
」
も
今
年
で
三
十
三
回
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
優
秀
作
品
を
集
め
た
『
第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学

生
懸
賞
論
文
・
作
文
入
賞
作
品
集
』
と
し
て
皆
様
方
に
お
届
け
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

当
事
業
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
省
、
一
般
財
団
法
人　

都
市
農
山
漁
村

交
流
活
性
化
機
構
、
公
益
社
団
法
人　

大
日
本
農
会
の
皆
様
方
に
ご
後
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
応
募
に
際
し
て
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
事
業
は
、
特
に
次
の
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
、
農
業
と
農
村
の
未
来
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
大
い
に
議
論
し
て
い
た
だ
き
き
た
い
と
考
え
、
開
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
三
十

年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
再
び
大
き
な
転
換
期
に
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
等
の
気
候
変
動
に
よ
る
農
業
生
産
へ
の
影
響

が
顕
在
化
し
て
い
る
と
共
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
情
不

安
等
に
よ
り
輸
送
費
高
騰
や
物
流
停
滞
が
続
き
、
食
料
供
給
シ
ス
テ
ム
全
般
に
変
調
を
き
た

し
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
生
産
物
の
多
く
を
輸
入
に
依
存
す
る
体
系

か
ら
脱
却
で
き
ず
、
安
定
し
た
食
料
供
給
実
現
に
向
け
て
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
取
り
組
み
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が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
今
年
は
約
二
十
年
ぶ
り
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が
改

正
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「“
農
業
”
を
“
食
農
産
業
”
に
発
展
さ
せ
る
」
を
テ
ー
マ
に
応
募
い
た
だ
い
た
論
文
・
作

文
を
拝
見
し
ま
す
と
、
農
林
水
産
業
や
畜
産
業
、
農
業
経
済
を
は
じ
め
、
福
祉
や
環
境
な
ど

に
関
す
る
作
品
も
多
く
、
応
募
作
品
の
裾
野
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
近
年
で
は
、

環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
が
テ
ー
マ
と
し
て
多
く
あ
が
っ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
の
皆
様
が

課
題
認
識
と
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
ヤ
ン

マ
ー
グ
ル
ー
プ
も
、「
Y
anm
ar 

Green 

Challenge」
と
称
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
や
資
源
循
環
型
の
環
境
負
荷
フ
リ
ー
な
企
業
活
動
を
展
開
す
る
と
共
に
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
企
業
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
関
係
各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
も
多
く
の
学
生
の
皆
様
か
ら
多
数
の
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

終
審
査
委
員
の
五
名
の
先
生
方
に
は
年
末
年
始
の
お
忙
し
い
中
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
に
対

し
て
ご
審
査
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
見
事
入
賞
さ
れ
た
学
生
の
皆
様
、
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
本
当
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
ど
ん
な
作
品
が
応
募
さ
れ
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
中
で
調
査
、
研
究
は
ご
苦

労
も
多
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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最
後
に
、
学
生
の
皆
様
の
提
言
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
日
本
の
農
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
実
現
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
ヤ
ン
マ
ー
も
応
援
い
た
し
ま
す
。

皆
様
が
ま
す
ま
す
大
き
く
成
長
、
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

二
〇
二
三
年
三
月

�

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会
社　
　

�

代
表
取
締
役
社
長　

増
田　

長
盛
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ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
事
業
を
後
援
し
て

『
第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
入
賞
作
品
集
』
の
発
行
に
当
た
り
、
ひ

と
言
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
論
文
・
作
文
に
応
募
さ
れ
、
入
選
さ
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
事
業
を
こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
ヤ
ン
マ
ー

ア
グ
リ
株
式
会
社
様
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

「“
農
業
”
を
“
食
農
産
業
”
に
発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
本
年
も
、
将

来
の
夢
や
自
由
な
発
想
に
基
づ
く
多
数
の
論
文
・
作
文
の
応
募
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
次
の
世
代
を
担
う
若
い
方
々
が
、
我
が
国
の
農
業
、
食
品
産
業
に
お
け
る
課
題
と

そ
の
解
決
策
を
自
ら
考
え
、
将
来
に
つ
い
て
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、

大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
学
生
の
皆
様
が
学
ん
で
い
る
農
業
は
、
食
料
の
安
定
供
給
の
役
割
を
担
う
と
と

も
に
、
国
土
の
保
全
な
ど
の
機
能
を
発
揮
し
て
お
り
、
食
品
産
業
と
と
も
に
我
々
の
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
産
業
で
す
。
し
か
し
、
日
本
の
農
業
は
、
国
内
市
場
の
縮
小

や
生
産
者
の
減
少
・
高
齢
化
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
今
ま
さ
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
そ
の
役
割
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
て
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い
ま
す
。

農
林
水
産
省
と
し
ま
し
て
は
、
世
界
の
食
市
場
を
獲
得
す
る
た
め
の
輸
出
の
促
進
や
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
踏
ま
え
た
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
、
こ
れ
ら
の
土

台
と
な
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
等
を
通
じ
て
、
皆
様
の
よ
う
な
若
い
方
々
が
活
躍
で
き

る
農
業
及
び
食
品
産
業
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
回
、
入
選
さ
れ
た
論
文
は
、
し
っ
か
り
と
裏
付
け
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
よ
く
分

析
が
行
わ
れ
、
柔
軟
な
発
想
か
ら
食
農
産
業
の
発
展
に
向
け
た
提
言
が
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

入
選
さ
れ
た
作
文
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
農
業
に
夢
中
に
な
る

き
っ
か
け
や
、
将
来
実
現
し
た
い
自
ら
の
農
業
へ
の
熱
い
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
に
は
、
今
回
の
論
文
や
作
文
で
描
い
た
課
題
や
意
見
を
も

と
に
、「“
農
業
”
を
“
食
農
産
業
”
に
発
展
さ
せ
る
」
こ
と
を
実
現
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

本
事
業
が
一
層
発
展
し
、
農
業
を
目
指
す
人
材
の
育
成
、
発
掘
に
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

二
〇
二
三
年
三
月

農
林
水
産
省  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
臣
官
房
審
議
官
（
兼
経
営
局
）　

松
尾　

浩
則
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ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
事
業
を
後
援
し
て

「
第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
入
賞
作
品
集
」
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
事
業
を
長
き
に
わ

た
り
継
続
し
て
お
ら
れ
る
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会
社
並
び
に
審
査
委
員
の
先
生
方
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
対
し
、
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

私
ど
も
「
ま
ち
む
ら
交
流
き
こ
う
」
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
制
定
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
法
に
基
づ
く
農
林
漁
業
体
験
民
宿
の
登
録
を
行
っ
て
き
て
お
り
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
ス
ク
ー
ル
も
、
中
央
の
ほ
か
地
方
で

も
開
講
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
年
前
か
ら
、
都
会
の
子
供
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
た

め
に
農
村
で
四
泊
五
日
く
ら
い
滞
在
す
る
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

受
け
入
れ
地
域
団
体
を
「
ふ
る
さ
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
教
育
旅
行
民
泊
）」
と
し
て
登
録
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
全
国
農
林
水
産
物
直
売
サ
ミ
ッ
ト
」
を
主
催
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年

の
十
一
月
に
三
年
ぶ
り
に
第
十
九
回
の
大
会
を
広
島
県
の
尾
道
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
と
し
て
「
全
国
廃
校
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
主
催

し
て
お
り
、
こ
れ
も
七
月
に
福
井
県
坂
井
市
で
三
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
以
上
、

ま
ち
む
ら
交
流
き
こ
う
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
里
の
物
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語
」
と
い
う
商
標
登
録
も
と
り
、
日
本
全
国
の
農
山
漁
村
の
旬
の
魅
力
を
伝
え
る
総
合
情

報
サ
イ
ト
を
運
営
し
、発
信
し
て
い
ま
す
。「
田
園
回
帰
」
と
い
う
言
葉
も
珍
し
く
な
く
な
り
、

ま
た
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
や
働
き
方
改
革
の
な
か
で
テ
レ
ワ
ー
ク
も
普
及
し
、
地
方
移
住
へ

の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
者
や
子
育
て
世
代
の
地
方
移
住
も
見
ら
れ
、

人
生
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

今
回
、
入
選
さ
れ
た
方
々
の
中
に
は
、
農
業
を
職
業
と
し
て
選
び
、
プ
ロ
の
経
営
者
を

目
指
す
方
、
食
の
関
連
産
業
に
従
事
さ
れ
る
方
な
ど
、
様
々
な
進
路
を
こ
れ
か
ら
進
ま
れ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
に
お
い
て
の
入

選
は
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て
大
い
な
る
自
信
に
な
る
と
確
信
し
ま
す
。

今
後
、
皆
様
は
、
自
分
な
り
の
座
標
軸
を
し
っ
か
り
打
ち
立
て
、
農
業
界
の
み
な
ら
ず
、

地
域
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祈
り
し
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
こ
の
事
業
が
さ
ら
に
発
展
し
、
日
本
の
農
業
・
農
村
の
新
た
な
飛
躍

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
す
こ
と
を
併
せ
て
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
三
月

一
般
財
団
法
人　

都
市
農
山
漁
村
交
流
活
性
化
機
構

理
事
長　

安
田　

善
憲　
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ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
事
業
を
後
援
し
て

『
第
三
十
三
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
入
賞
作
品
集
』
の
発
行
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
に
応
募
さ
れ
、
見
事
に
入
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
指
導
に
当
た
ら
れ
た
先
生
方
に
も
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

審
査
委
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
末
年
始
の
お
休
み
を
返
上
し
て
の
審
査
作
業

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ご
尽
力
に
対
し
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
、
長
年
に
わ
た
り
本
事
業
を
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会
社
の

ご
努
力
に
も
、
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
ど
も
「
公
益
社
団
法
人
　
大
日
本
農
会
」
と
い
う
名
を
初
め
て
耳
に
さ
れ
る
学
生
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
会
は
明
治
十
四
年
に
設

立
さ
れ
た
我
が
国
で
一
番
古
い
農
業
団
体
で
す
。
設
立
以
来
宮
家
を
総
裁
に
い
た
だ
い
て

お
り
、
現
在
の
総
裁
は
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
で
す
。
総
裁
の
名
で
農
事
功
績
者
の
表
彰
を
行

う
と
と
も
に
、
そ
の
農
家
の
経
営
や
技
術
等
を
啓
蒙
す
る
他
、
研
究
会
や
講
演
会
を
主
催
し
、

さ
ら
に
は
全
国
指
導
農
業
士
連
絡
協
議
会
や
全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
事
務

局
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
に
応
募
さ
れ
た
学
生
の
皆
様
が
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い
ず
れ
農
業
に
参
画
さ
れ
た
ら
、
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
で
関
わ
り
を
持
つ
機
会
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
日
本
農
会
と
い
う
名
前
を
頭
の
片
隅
に
お
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

今
回
入
選
さ
れ
た
論
文
・
作
文
そ
れ
ぞ
れ
十
三
点
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

論
文
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
現
在
の
我
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
の
課
題
に
即
し

た
も
の
で
あ
り
、
着
眼
点
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
り
、
も
う
少
し
中
身
を
確
認
し
た
く
な
っ

た
り
と
、
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。
ま
た
、
作
文
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
を
踏

ま
え
た
農
業
や
林
業
へ
の
夢
が
語
ら
れ
て
お
り
、
大
変
頼
も
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
学
習
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
次

第
で
す
。

今
、
日
本
の
農
業
は
、
内
に
は
担
い
手
の
高
齢
化
・
減
少
の
問
題
、
外
に
は
気
候
変
動

な
ど
地
球
規
模
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
、
そ
れ
ぞ
れ
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

技
術
革
新
と
併
せ
て
大
き
な
構
造
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
皆
様
の
出
番
で

す
。
今
後
の
大
い
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
二
〇
二
三
年
三
月

公
益
社
団
法
人
　
大
日
本
農
会

会
長
　
吉
田
　
岳
志
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論
文
の
部
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［
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文
の
部
］	
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目
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、
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萌
　
華�

17

二
、
特
別
優
秀
賞

廃
校
を
活
用
し
た
新
規
就
農
者
拡
大
・
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
の
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

	

堀
　
田
　
醍
　
吾�

43

三
、
特
別
優
秀
賞

潜
在
的
な
担
い
手
を
農
業
参
入
法
人
の
社
員
に

～
企
業
へ
の
就
職
で
安
心
し
て
就
農
で
き
る
未
来
～�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　	

	

倉
　
田
　
真
　
衣�

55

四
、
優
秀
賞
（
十
編
、
要
旨
の
み
掲
載
）　	

�

78

	

（
同
賞
内
は
受
付
順
）



─ 17 ─

（
大
賞
）

「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
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食
と
農
の
本
来
の
魅
力
の
伝
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実
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え
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奈
良
県
立
大
学　

地
域
創
造
学
部　

地
域
創
造
学
科　

�

三
年
）

青あ
お

木き

　

千ゆ
き

実み

淺あ
さ

田だ

　

千ち

尋ひ
ろ

甲か

斐い

　

　

桜さ
く
ら

小こ

園ぞ
の

　

智ち

帆ほ

（�

同
四
年
）
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一
．
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
の
取
り
組
み

筆
者
ら
は
所
属
し
て
い
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

お
い
て
、
本
学
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

奈
良
県
御み

杖つ
え

村む
ら

の
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、

実
践
を
通
じ
な
が
ら
学
び
を
深
め
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

筆
者
ら
は
、
御
杖
村
で
採
れ
る
農
作
物
を

は
じ
め
と
し
た
食
資
源
に
着
目
し
、
御
杖
村

の
食
と
農
の
魅
力
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、
食
と
農
の
魅
力
を
発
信
す
る

場
づ
く
り
の
た
め
に
、
奈
良
市
内
に
期
間
限

定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
産
地
消
を
目
指

す
た
め
に
村
で
採
れ
た
食
材
を
使
用
し
た
料

理
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
農
業
を
は
じ
め
と

す
る
農
村
振
興
の
実
践
的
な
活
動
を
行
お
う

と
考
え
た
。

御
杖
村
は
三
重
県
と
の
県
境
と
な
る
奈
良

県
東
部
に
位
置
し
て
お
り
、
奈
良
市
内
か
ら

車
で
約
一
時
間
半
、
最
寄
り
駅
の
近
鉄
大
阪

線
・
榛
原
駅
か
ら
も
車
で
約
三
十
分
を
要
す

る
。
総
面
積
の
う
ち
約
九
〇
％
は
森
林
が
占

め
て
い
る
中
山
間
地
域
で
あ
り
、
夏
で
も
涼

し
い
気
候
を
活
か
し
た
農
作
物
の
生
産
が
行

わ
れ
て
い
る
。

二
．
問
題
意
識
の
芽
生
え

食
と
農
の
魅
力
発
信
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
を
目
的
と
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
に
取
り

組
む
中
で
、
当
初
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

問
題
意
識
を
抱
く
こ
と
に
な
り
、
本
稿
執
筆

に
至
っ
た
。
抱
い
た
問
題
意
識
は
二
点
あ
る
。

一
点
目
は
、
食
と
農
に
お
い
て
味
と
い
う

の
は
魅
力
の
一
部
分
に
し
か
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
当
初
は
、
御
杖
村
の
食
と

農
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
、
村
で
生
産
さ

れ
た
食
材
を
使
用
し
て
お
い
し
い
料
理
を
提

供
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
、
お
い
し
い
料
理
を
提
供
す
る
だ
け

で
は
、
食
材
の
産
地
の
魅
力
は
伝
わ
ら
ず
、

ど
こ
の
産
地
で
あ
っ
て
も
同
じ
味
に
な
る
こ

と
が
多
い
。
人
が
食
べ
物
を
お
い
し
い
と
感

じ
る
と
き
は
、
味
に
魅
力
を
感
じ
た
と
い
う

理
由
以
外
に
も
、
何
か
別
の
付
加
価
値
が
影

響
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

産
地
ご
と
に
有
名
な
も
の
や
優
位
性
・
独
自

性
の
あ
る
食
材
は
異
な
る
た
め
、
食
と
農
の
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め
に

　
　

㈠　

情
報
の
整
理
と
テ
ー
マ
・
使
用
食
材
の
決
定

　
　

㈡　

料
理
の
デ
ッ
サ
ン
と
メ
ニ
ュ
ー
案
の
決
定

　
　

㈢　

メ
ニ
ュ
ー
案
の
試
作

　
　

㈣　
「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
運
営

Ⅴ
．
考
察

　
　

㈠　

食
材
の
魅
力
と
な
る
「
情
報
」
の
検
証

　
　

㈡　
「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
運
営
か
ら
の
考
察

Ⅵ
．
お
わ
り
に

Ⅰ
．
実
践
を
通
じ
て
抱
い
た
問
題
意
識

魅
力
は
味
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
食

と
農
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
食
材
の
味
と

産
地
を
伝
え
る
こ
と
に
加
え
て
別
の
付
加
価

値
を
発
見
し
、
料
理
に
盛
り
込
む
必
要
が
あ

る
と
考
え
た
。

二
点
目
は
、
消
費
者
の
満
足
ば
か
り
が
重

視
さ
れ
、
食
材
の
本
来
の
価
値
が
共
有
さ
れ

な
い
地
産
地
消
で
は
、
農
業
が
持
続
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
。
地
産
地
消
に
よ
り
、
産
地

の
分
か
る
安
心
・
安
全
な
食
材
が
新
鮮
な
う

ち
に
安
価
で
消
費
者
の
手
に
渡
る
わ
け
だ
が
、

本
来
、
安
心
・
安
全
・
新
鮮
と
い
う
の
は
食

材
の
価
値
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
価
値
は
消
費
者
に
十
分
に
伝
わ
っ

て
お
ら
ず
、
伝
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
食
材

は
安
価
に
購
入
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
の
収
益
性
は
向
上

せ
ず
、
そ
れ
が
農
業
の
衰
退
の
原
因
に
な
っ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
消
費
者
の
満
足
ば

か
り
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
者
の

負
担
が
大
き
く
な
る
よ
う
な
地
産
地
消
は
、

持
続
可
能
な
農
業
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考

え
る
。
生
産
者
の
食
材
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

や
取
り
組
み
と
い
っ
た
、
食
材
の
持
つ
本
来

の
価
値
を
消
費
者
と
共
有
し
、
理
解
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
．
地
産
地
消
と
食
材
の
魅
力
発
信
に
必
要
な
付
加
価
値

一
．
地
産
地
消
の
意
義

地
産
地
消
と
は
「
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
」
を
意
味

す
る
。
こ
の
言
葉
は
、
農
林
水
産
省
が
昭
和 
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五
十
六
年
度
か
ら
四
か
年
計
画
で
進
め
た

「
地
域
内
食
生
活
向
上
対
策
事
業
」
か
ら
生

じ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
地
産
地
消
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
た
一
九
八
〇
年
代
以
来
、
全
国

各
地
で
そ
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て

き
た
（
山
下　

二
〇
〇
九
）。

地
産
地
消
が
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
利

点
に
つ
い
て
、
東
海
農
政
局
は
四
つ
挙
げ
て

い
る
。

一
つ
目
の
消
費
者
の
利
点
は
「
身
近
な
場

所
か
ら
、
新
鮮
で
よ
り
安
価
な
農
産
物
を
得

ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
生
産
者
の
利
点
は
、「
流
通
経
費
の
節
減

に
よ
り
生
産
者
の
手
取
り
の
増
加
が
図
ら
れ
、

収
益
性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
」
な
ど
の 

四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
元
で
生
産
さ

れ
た
食
材
を
地
元
で
調
理
・
加
工
し
、
地
元

で
消
費
す
る
。
こ
の
一
連
の
取
り
組
み
は
、

食
品
の
輸
送
距
離
を
縮
め
て
環
境
に
優
し
い

農
業
を
促
進
し
、
さ
ら
に
地
域
経
済
の
循
環

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
産
地
消
の
利
点
は
、
産

地
が
分
か
り
安
心
で
き
る
食
材
、
環
境
に
配

慮
し
た
農
業
の
実
現
、
規
格
外
の
食
材
の
販

売
、
食
文
化
の
理
解
の
浸
透
、
消
費
者
と
生

産
者
と
の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
、
農
作
物
が

安
価
で
あ
る
こ
と
は
消
費
者
か
ら
大
き
な
利

点
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
直
売
所
や
産

直
の
一
般
的
な
利
点
は
、
流
通
経
費
の
節
減

に
よ
る
低
価
格
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
小
野

寺
・
細
谷　

二
〇
〇
六
）。
ま
た
、
直
売
所
を

利
用
す
る
消
費
者
の
多
く
は
、
鮮
度
と
味
が

良
く
、
安
全
・
安
心
の
レ
ベ
ル
が
高
い
農
作

物
・
農
産
加
工
品
を
安
価
に
購
入
で
き
る

チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
直
売
所
に
魅
力
を
感
じ
て

い
る
（
折
笠　

二
〇
一
三
）。
地
産
地
消
の
実

践
に
よ
り
、
地
域
で
採
れ
た
食
材
が
地
域
内

で
流
通
し
、
食
材
の
輸
送
費
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
で
、
消
費
者
は
質
の
良
い
食
材
を
安
価

に
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
地
場
産

野
菜
の
食
生
活
へ
の
利
用
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
が
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
重

要
で
あ
り
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
（
流
通
経

費
）
の
発
想
が
地
場
産
農
作
物
に
「
安
価
」
と

い
う
新
た
な
価
値
を
加
え
る
こ
と
に
な
る
と

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
大
塚　

二
〇
〇
三
）。

地
産
地
消
に
よ
る
利
点
の
中
で
も
、
特
に

食
材
が
安
価
で
あ
る
こ
と
が
消
費
者
の
利
点

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
地
産
地
消
に

よ
り
輸
送
コ
ス
ト
は
下
が
る
の
で
、
生
産
者

は
そ
の
分
を
消
費
者
に
還
元
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
方
、
食
材
の
鮮
度
や
安
心
感
は
高

ま
る
た
め
、
食
材
の
価
値
は
上
が
る
は
ず
だ

が
、
そ
の
分
に
つ
い
て
生
産
者
は
消
費
者
か

ら
還
元
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い
。
地
産
地
消

が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
生
産
者
と
消
費
者
が

価
値
を
共
有
し
、
価
値
の
あ
る
食
材
が
相
応

の
価
格
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
双
方

に
利
点
の
あ
る
地
産
地
消
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

二
．
食
と
農
に
加
わ
る
別
の
付
加
価
値

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
は
、
御
杖
村
の
食
と
農

の
魅
力
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
取
り

組
み
に
す
る
た
め
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た

地
産
地
消
の
実
践
に
よ
り
、
食
材
の
魅
力
や

料
理
の
お
い
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、
食
と

農
の
魅
力
を
伝
え
、
地
域
に
興
味
を
抱
い
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で

一
つ
疑
問
が
生
じ
た
。
消
費
者
に
料
理
の
味

だ
け
で
食
と
農
の
魅
力
を
最
大
限
に
伝
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
筆
者
ら
は
、
食
と
農
の
魅

力
を
伝
え
る
に
は
何
か
別
の
付
加
価
値
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
議
論
と
調

査
を
行
っ
た
。

三
．
食
材
に
お
け
る
情
報
の
重
要
性

例
え
ば
、
目
の
前
に
奈
良
県
産
の
ト
マ
ト

と
他
県
産
の
ト
マ
ト
が
用
意
さ
れ
た
と
す
る
。

何
の
説
明
も
な
し
に
そ
れ
ら
を
食
べ
比
べ
た

と
し
て
も
、
味
の
み
で
両
者
の
違
い
や
異
な

る
魅
力
を
感
じ
取
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
食
べ
物
の
選
択
を
ど
の
よ
う
な
基

準
で
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
ら
で
食
料
廃
棄
に
つ
い
て
議
論
し
た

際
に
、
親
が
作
っ
た
お
に
ぎ
り
と
、
製
造
工

場
で
作
っ
た
市
販
の
お
に
ぎ
り
を
比
較
す
る

と
、
前
者
の
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
い
と
思
う

人
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

が
出
た
。
前
者
の
お
に
ぎ
り
の
持
つ
特
徴
は
、
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生
産
者
が
明
確
で
あ
る
こ
と
や
生
産
背
景
が

想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特

徴
を
情
報
と
し
て
判
断
し
、
消
費
者
は
食
べ

物
を
選
択
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
つ

ま
り
、
与
え
ら
れ
た
情
報
が
ど
れ
だ
け
自
分

に
と
っ
て
魅
力
的
な
の
か
が
、
食
べ
物
を
選

択
す
る
際
の
基
準
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
た
め
の
勉
強
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
三
店
舗
調
査
し
た
際
に

も
、
食
材
に
お
け
る
情
報
の
重
要
性
を
実
感

し
た
（
表
1
）。
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
②
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
テ
ー
ブ
ル
に
置
か

れ
た
ア
ク
リ
ル
板
の
影
響
で
、
食
材
や
調
理

法
に
つ
い
て
の
説
明
が
聞
こ
え
た
学
生
と
聞

表1：フランス料理店の訪問レポート
フランス料理店①

アミューズ 前菜 スープ 魚料理 リゾット

肉料理 デザート

フランス料理店②

前菜 スープ 魚料理 デザート

フランス料理店③

アミューズ 前菜 スープ 魚料理 肉料理

デザート

【考察】
日本の寿司をイメージしたというアミューズは、説明を受けることで理解できた。魚料理では、タイの産地について
説明を受けたが、食材に対して特に魅力は感じなかった。料理に込めたイメージや、その食材を使う意味について、丁寧に
説明があった料理は、食材も料理も魅力的に感じた。情報量により、食のおいしさが変わる可能性があると考えられる。

【考察】
コロナ対策のマスクやアクリル板の影響で、説明の声が聞こえた学生とよく聞こえなかった学生がいた。
説明がよく聞こえなかった学生は、視覚的な情報しか得ることができず、それぞれの料理が何をモチーフにしているのかが
わからなかった。そのため、盛り付け自体には魅力を感じたが、それ以上に料理に対して強く惹かれるものはなかった。
また、豊富な種類の野菜を使用していたが、野菜の種類やイメージに関する情報がなかったため、食べることに飽き、
完食するまでに時間がかかった。これにより、野菜の青臭さが気になり始め、途中からおいしく食べることができなかった。
情報量の差により、食のおいしさに違いがみられる可能性がある。

【考察】
フレンチのコース料理だが、すべての料理を箸で食べることが新鮮だった。フランス料理店②の調査と同様、料理の説明は
少ししかなく、メニュー表にも具体的なメニュー名の記載がなかったため、何を食べているのかわからないことが多かった。
そのため、食べていても不安さが残り、おいしく食べることができなかった。使用している食器はすべて信楽焼だという
説明を受けたが、どのようなこだわりを持って信楽焼を使っているのかがわからなかった。料理や食材に対するこだわりが
わからないと、魅力に感じない可能性がある。
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有
機
農
業
に
よ
っ
て
栽
培
さ
れ
た
農
作
物
は
、

色
や
形
が
一
般
的
な
農
作
物
よ
り
良
く
な
い

場
合
が
あ
る
が
、
食
品
知
識
と
環
境
志
向
は

有
機
野
菜
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
、

そ
れ
が
有
機
野
菜
の
購
買
行
動
に
プ
ラ
ス
の

影
響
を
与
え
る
と
い
う
検
証
が
さ
れ
て
い
る

（
髙
田　

二
〇
一
八
）。
ま
た
、
米
を
対
象
に

し
た
研
究
で
は
、
有
機
米
と
慣
行
米
の
官
能

評
価
と
再
食
意
思
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、

栽
培
情
報
を
開
示
す
る
と
、
慣
行
米
に
対
し

有
機
米
の
食
味
あ
る
い
は
再
食
意
思
が
向
上

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
関
谷
・
辻
・
中
島　

二
〇
二
一
）。こ
の
よ
う
に
、消
費
者
に
と
っ
て

は
見
た
目
や
味
よ
り
も
ど
の
よ
う
に
生
産
さ

れ
た
か
と
い
う
情
報
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
、

農
作
物
も
情
報
量
の
差
に
よ
っ
て
購
買
意
欲

や
再
食
意
思
が
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
外
部
に
伝
わ
り
に
く
い
価
値
の
あ
る
情

報
御
杖
村
の
特
産
品
で
あ
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

は
、
一
般
的
に
は
冬
季
の
野
菜
で
あ
る
が
、

御
杖
村
で
は
夏
で
も
比
較
的
冷
涼
な
気
候
を

活
か
し
、
一
年
中
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
日
中
と
夜
間

の
寒
暖
差
が
大
き
い
と
い
う
地
理
・
気
候
条

件
に
よ
っ
て
、
他
地
域
と
比
較
し
て
甘
味
が

強
く
、
え
ぐ
み
が
少
な
い
も
の
を
生
産
で
き

る
と
い
う
優
位
性
が
あ
る
（
図
1
）。

農
家
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
際
に
は
、

環
境
や
人
体
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
農
業
を

こ
え
な
か
っ
た
学
生
が
い
た
。
説
明
が
十
分

に
聞
こ
え
た
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
で

何
の
食
材
が
使
わ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
表
現
し
て
い
る
の
か
を
理
解
で
き
た

た
め
、
お
い
し
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
、
説
明
が
十
分
に
聞
こ
え
な
か
っ
た

学
生
は
、
料
理
に
対
す
る
理
解
が
ほ
と
ん
ど

で
き
な
か
っ
た
た
め
、
お
い
し
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
情
報
量
の

差
に
よ
り
食
の
お
い
し
さ
が
変
わ
っ
た
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

説
明
が
十
分
に
聞
こ
え
た
学
生
も
、
食
材
の

品
目
と
産
地
だ
け
の
説
明
か
ら
は
食
材
の
魅

力
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
感
想
を
抱
い

た
。
つ
ま
り
、
料
理
を
お
い
し
い
と
感
じ
る

基
準
は
、
味
よ
り
も
料
理
に
関
す
る
情
報
が

ど
れ
だ
け
伝
わ
っ
た
か
で
判
断
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
が
料
理

の
付
加
価
値
と
し
て
高
い
重
要
性
を
持
つ
と

考
え
た
。
ま
た
、
食
材
に
つ
い
て
品
目
や
産

地
の
み
の
情
報
か
ら
は
、
食
材
や
産
地
の
魅

力
は
あ
ま
り
伝
わ
ら
な
い
と
実
感
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
と
調
査
か
ら
、
食
材
の

選
択
基
準
や
料
理
を
お
い
し
い
と
感
じ
る
基

準
と
し
て
、
味
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
情
報

が
も
た
ら
す
付
加
価
値
が
大
き
い
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事

業
で
は
食
べ
た
だ
け
で
感
動
を
与
え
る
上
質

な
味
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
食
材
や
料

理
に
情
報
と
い
う
付
加
価
値
を
加
え
、
よ
り

食
と
農
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

御
杖
村
産
の
食
材
と
奈
良
市
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
購
入
し
た
食
材
を
そ
れ

ぞ
れ
同
様
に
調
理
し
て
、
産
地
の
情
報
を
伏

せ
た
う
え
で
両
方
を
食
べ
て
も
、
食
材
を
区

別
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
ど

ち
ら
の
食
材
に
対
し
て
何
ら
か
の
魅
力
を
感

じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
地
元
食
材
を
使
用

し
た
料
理
を
提
供
し
た
だ
け
で
は
、
伝
え
ら

れ
る
食
と
農
の
魅
力
は
わ
ず
か
で
あ
る
と
考

え
る
。
つ
ま
り
、
味
や
産
地
、
食
の
イ
メ
ー

ジ
な
ど
を
伝
え
る
程
度
の
食
と
農
の
魅
力
発

信
で
は
、
食
材
が
本
来
持
っ
て
い
る
魅
力
や

価
値
を
消
費
者
に
は
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
食
と
農
の
魅
力

を
最
大
限
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
上

の
情
報
を
料
理
に
込
め
、
食
べ
る
人
に
魅
力

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ⅲ
．
情
報
が
共
有
さ
れ
る
場
の
創
出

一
．
農
作
物
の
魅
力
も
情
報
に
左
右
さ
れ
る

私
た
ち
は
、
小
売
店
で
購
入
す
る
農
作
物

を
選
択
す
る
と
き
も
情
報
を
意
識
し
て
い
る
。

産
地
や
視
覚
か
ら
判
断
さ
れ
る
鮮
度
の
良
し

悪
し
と
い
う
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、

農
作
物
を
選
ん
で
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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実
施
し
た
り
、
バ
ラ
や
プ
リ
ム
ラ
な
ど
珍
し

い
食
用
花
を
栽
培
し
た
り
す
る
独
自
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
優
位
性
の
あ
る
食
材
の
情

報
や
生
産
へ
の
取
り
組
み
や
こ
だ
わ
り
は
、

農
業
協
同
組
合
（
以
下
、「
農
協
」
と
す
る
）

や
直
売
所
な
ど
を
通
じ
て
市
場
に
出
荷
さ
れ

た
あ
と
は
、
消
費
者
に
十
分
に
伝
え
る
こ
と

は
で
き
て
い
な
い
。

三
．
生
産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

消
費
者
の
食
材
の
購
買
行
動
は
情
報
量
に

影
響
を
受
け
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
情
報

や
食
材
の
魅
力
は
、
消
費
者
に
は
十
分
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
独
自
の
取
り

図１：御杖村のホウレンソウ

組
み
や
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
農
作
物
を
栽
培

し
て
い
る
生
産
者
と
、
産
地
や
生
産
過
程
に

つ
い
て
の
情
報
を
得
た
う
え
で
農
作
物
を
購

入
し
た
い
と
考
え
る
消
費
者
の
ど
ち
ら
に

と
っ
て
も
、
情
報
を
共
有
で
き
る
場
が
必
要

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
農
作
物
の
こ
だ
わ
り
や

優
位
性
の
あ
る
情
報
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
よ

り
食
と
農
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
情
報
に
つ

い
て
議
論
し
た
結
果
、
そ
の
食
材
の
産
地
に

根
付
く
食
文
化
や
歴
史
、
風
俗
な
ど
の
地
域

の
優
位
性
・
独
自
性
の
あ
る
情
報
も
魅
力
と

し
て
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

Ⅳ
．「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
実
施

一
．「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
」

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
を
取
り
組
む
な
か
で
抱

い
た
、
現
状
の
食
と
農
の
魅
力
発
信
に
対
す

る
問
題
意
識
か
ら
、
筆
者
ら
は
食
と
農
の
魅

力
を
よ
り
伝
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
は
、

食
材
の
生
育
条
件
や
こ
だ
わ
り
な
ど
の
食
材

の
持
つ
本
来
の
価
値
に
加
え
て
、
食
材
の
産

地
に
根
付
く
食
文
化
や
歴
史
、
風
俗
な
ど
の

地
域
の
優
位
性
・
独
自
性
の
あ
る
情
報
で
あ

る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
味
が
す
べ
て
で
は

な
い
、
食
と
農
の
魅
力
を
情
報
で
伝
え
る

「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
期

間
限
定
で
実
施
し
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
。

筆
者
ら
は
社
会
科
学
分
野
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
る
学
生
で
あ
り
、
調
理
や
栄
養
な
ど

料
理
に
関
す
る
専
門
的
な
学
習
は
行
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
地
域
で
収
集
し
た
情
報
を

全
て
の
料
理
に
込
め
、
付
加
価
値
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
お
い
し
い
料
理
が
で
き

る
と
考
え
た
。

食
と
農
の
魅
力
を
伝
え
る
に
あ
た
り
、
御

杖
村
で
採
れ
た
食
材
の
み
を
使
用
し
た
。
こ

の
地
元
食
材
率
一
〇
〇
％
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
非
常
に
新
規
性
の
高
い
取
り
組
み
だ
っ

た
と
考
え
て
い
る
。
温
泉
宿
で
の
会
席
料
理

の
地
元
食
材
使
用
率
は
、
あ
る
温
泉
街
の
旅

館
で
は
平
均
で
二
〇
％
程
度
（
国
土
交
通
省

ほ
か　

二
〇
〇
六
）、
別
の
調
査
に
よ
る
温

泉
宿
で
は
高
い
と
こ
ろ
で
六
三
％
程
度
で

あ
っ
た
（
矢
内　

二
〇
一
二
）。
御
杖
村
の
食

材
の
み
を
使
う
こ
と
で
、
食
と
農
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
地
産
地
消
の
新
た
な
形
を
提
案

す
る
た
め
に
挑
戦
し
た
。

提
供
す
る
料
理
の
形
式
は
、
フ
レ
ン
チ
の

コ
ー
ス
料
理
に
し
た
。
初
め
は
野
菜
の
天
ぷ

ら
や
煮
物
を
定
食
形
式
で
提
供
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
御
杖
村
の
食

材
と
地
域
の
魅
力
を
時
間
を
か
け
て
伝
え
ら

れ
な
い
と
考
え
た
。
数
あ
る
食
と
地
域
の
魅

力
を
、
よ
り
多
く
魅
力
あ
る
形
で
丁
寧
に
伝

え
た
か
っ
た
た
め
、
一
品
一
品
時
間
を
か
け

て
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
フ
レ
ン
チ
の

コ
ー
ス
料
理
で
、
御
杖
村
の
食
と
地
域
の
魅

力
を
料
理
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
提
供
し
た
。
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二
．
村
民
か
ら
情
報
を
収
集
す
る

筆
者
ら
が
実
施
し
た
「
情
報
が
食
べ
ら
れ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
で
は
、
食
材
の
調
理
方
法

直売所
食材出荷リスト

農業協同組合
食材出荷リスト

漁業協同組合
食材出荷リスト

その他
個人農家の食材リスト
みつえ高原牧場の家畜 
リスト
ジビエでとれる動物
御杖村で採れる山菜

目的・コンセプトに合致したメニューの開発

御杖村の食資源の調査

御杖村の食と農、地域の魅力が最大限に伝わるメニューを開発する。

御杖村の食材と地域の魅力が伝わる情報の収集

他地域と比較して
優位性・独自性のある

食材の情報

生産者の
独自の取り組みやこだわり

地域に根付く
食文化・歴史・風俗など

図２：調査からメニュー開発までの流れ

や
盛
り
付
け
、
メ
ニ
ュ
ー
構
成
の
す
べ
て
に

意
味
を
持
た
せ
、
御
杖
村
の
食
と
地
域
の
魅

力
が
多
く
伝
わ
る
料
理
を
提
供
し
た
。
そ
の

た
め
、
御
杖
村
で
の
情
報
収
集
は
最
も
重
要

で
あ
っ
た
。

御
杖
村
の
食
と
農
及
び
地
域
の
魅
力
が
伝

わ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
た
め
に
、
は
じ

め
に
御
杖
村
で
ど
の
よ
う
な
食
材
が
生
産
さ

れ
て
い
る
か
を
直
売
所
や
農
協
な
ど
の
リ
ス

ト
か
ら
抽
出
し
た
。
次
に
、
生
産
者
と
村
民

へ
、
食
材
の
優
位
性
・
独
自
性
の
あ
る
情
報
、

生
産
背
景
や
取
り
組
み
と
御
杖
村
の
地
域
の

魅
力
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
（
図

２
）。御

杖
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
食
材
を
抽
出

す
る
た
め
に
行
っ
た
食
資
源
の
調
査
で
は
、

村
内
に
あ
る
直
売
所
と
農
協
の
出
荷
リ
ス
ト

か
ら
食
材
を
抽
出
し
た
あ
と
、
ど
ち
ら
に
も

出
荷
し
て
い
な
い
個
人
農
家
へ
も
生
産
し
て

い
る
食
材
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
の
実
施
期
間

内
に
は
九
十
五
品
目
の
食
材
が
使
用
で
き
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
２
）。

次
に
、
他
地
域
と
比
較
し
て
優
位
性
・
独

自
性
の
あ
る
食
材
の
情
報
や
、
生
産
者
の
独

自
の
取
り
組
み
や
こ
だ
わ
り
を
見
つ
け
る
た

め
に
、
生
産
者
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

農
協
で
は
御
杖
村
で
採
れ
る
農
作
物
の
う
ち
、

特
に
優
位
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
葉
物
野
菜
が

他
地
域
と
比
べ
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る

の
か
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
（
図
３
）。
ま

た
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
個
人
農
家
の
中

に
は
、
有
機
栽
培
や
村
で
は
珍
し
い
果
物
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
た
り
、
収
穫
し
た
米

を
米
粉
に
加
工
し
て
商
品
開
発
を
し
て
い
る

人
も
い
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
独
自
の
取
り

組
み
や
こ
だ
わ
り
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
が
で
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き
た
（
図
４
）。

そ
の
後
、
御
杖
村
に
根
付
い
て
い
る
食
文

化
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
村
民
に
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
村
内
に
は
約
三
十
年
前
に
作

ら
れ
た
、
郷
土
料
理
と
年
中
行
事
や
節
句
ご

と
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
食
事
を
ま
と
め
た
資

料
や
、
村
に
ま
つ
わ
る
風
俗
・
伝
説
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
た
村
史
が
存
在
し
た
。
そ
れ
ら

の
資
料
を
読
み
込
み
、
他
地
域
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
な
食
文
化
・
郷
土
料
理
と
は
異
な
る

村
の
独
自
性
が
あ
る
も
の
を
厳
選
し
、
そ
れ

ら
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
現
在

の
御
杖
村
は
一
八
八
九
年
の
町
村
制
の
施
行

に
よ
り
統
合
さ
れ
た
四
つ
の
地
域
か
ら
成
り

立
っ
て
い
る
（
御
杖
村　

一
九
七
六
）。
そ
の

た
め
、
地
域
ご
と
に
食
文
化
に
差
が
現
れ
る

可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
四
つ
す
べ

て
の
地
域
で
村
民
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
活
か
せ
そ
う
な
御
杖
村
の

情
報
を
収
集
し
た
（
図
５
，
６
）。

一
連
の
情
報
収
集
を
通
じ
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
事
業
で
重
要
と
な
る
、
食
材
の
付
加
価
値

を
高
め
る
情
報
の
素
材
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
こ
と
に
加
え
、
一
連
の
情
報
収

集
は
村
民
が
村
で
行
わ
れ
て
い
る
農
業
や
食

の
魅
力
に
つ
い
て
再
確
認
し
、
誇
り
を
持
つ

き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
効
果
も
あ
る
と
い

え
る
。
情
報
収
集
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
訪

れ
た
筆
者
ら
の
よ
う
な
外
部
の
人
と
の
接
点

が
創
出
さ
れ
た
結
果
、
食
材
や
村
に
つ
い
て

評
価
さ
れ
る
こ
と
で
村
民
に
誇
り
が
生
ま
れ

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
普
段
、
生
産
と
出

果菜類 根菜類 土物類 豆科野菜 キノコ類及び山菜類 野菜の加工品類

アシタバ ナバナ カボチャ カブ コンニャクイモ アズキ オオイチョウダケ コンニャク

キャベツ ニラ カラーピーマン ゴボウ サツマイモ ササギマメ キクラゲ 漬物（カブラ）

クレソン ネギ キュウリ ダイコン サトイモ サヤインゲン コウタケ 漬物（キュウリ）

ケール ハクサイ ゴーヤ ニンジン ジネンジョ シイタケ 漬物（ハヤトウリ）

コマツナ パセリ ソウメンカボチャ ヒノナ ジャガイモ ナメコ 漬物（赤ダイコン）

サニーレタス フリルレタス トマト ヤーコン タマネギ ナメタケ 漬物（切漬ヒノナ）

サラダミズナ ブロッコリー ナス 根ショウガ ムカゴ ハタケシメジ 漬物（ダイコン）

サラダレタス ホウレンソウ ハヤトウリ 葉ダイコン ヒラタケ 漬物（鉄砲漬け）

シロナ ミズナ ピーマン 生シイタケ（原木） 漬物（ヒノナ）

シュンギク レタス ミニトマト 漬物（粕漬け）

ズイキ ワサビナ

チンゲンサイ

果物 魚 卵 米 飲み物 加工品 食用花 その他

スイカ アマゴ 卵 あきたこまち（精米） コーヒー 味噌 バラ トウガラシ

ブドウ コシヒカリ（精米） コーヒー豆 餅類 プリムラ ハチミツ

メロン もち米（精米） 茶 ラベンダー ピーナッツ

ユズ 米 その他の茶 ローズマリー

ブルーベリー 米粉

総数：95

葉茎類

表２：レストラン事業で使用できる食材のリスト
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食
材
を
出
荷
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

自
ら
が
生
産
し
た
食
材
が
料
理
と
な
っ
て
特

定
の
場
所
で
提
供
さ
れ
る
機
会
は
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
筆
者
ら
が
御
杖
村
の
生
産
者

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
際
に
、「
こ
の
村

に
こ
れ
と
い
っ
た
特
徴
は
な
い
」
と
い
う
意

見
を
よ
く
聞
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
長
く

同
じ
地
域
で
生
活
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
既

存
の
地
域
資
源
に
価
値
や
魅
力
を
感
じ
づ
ら

く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
で
は
、
外
部
の
人
間
で
あ

る
筆
者
ら
と
村
民
が
内
部
資
源
と
向
き
合
い
、

食
と
農
及
び
地
域
の
魅
力
を
食
材
と
情
報
で

表
現
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
農
業
や
食
の
価

値
を
提
供
で
き
る
活
動
を
し
た
い
と
考
え
た
。

三
．
情
報
を
料
理
に
す
る
た
め
に

㈠�　

情
報
の
整
理
と
テ
ー
マ
・
使
用
食
材
の

決
定

収
集
し
た
情
報
を
最
大
限
に
活
用
し
、
食

と
農
及
び
地
域
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事

業
の
実
施
期
間
内
に
使
用
で
き
る
食
材
と
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
メ
ニ
ュ
ー
に
活
用
で

き
る
情
報
の
抽
出
を
行
っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
開
発
は
店
舗
の
業
種
や
特
色
に

合
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
と
レ
シ
ピ
を
決
定
し
、
そ

の
次
に
使
用
す
る
食
材
を
選
定
す
る
の
が
一

般
的
だ
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
で
は
、
先
に

伝
え
た
い
情
報
と
食
材
か
ら
決
め
、
そ
の
次

に
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
し
た
。
そ
の
よ
う
に
す

る
こ
と
で
地
元
食
材
の
使
用
率
を
上
げ
、
食

と
農
及
び
地
域
の
魅
力
が
よ
り
伝
わ
る
メ

荷
を
繰
り
返
し
て
い
る
生
産
者
に
と
っ
て
、

直
売
所
や
個
人
で
卸
し
て
い
る
市
場
以
外
に

図４：生産者のこだわりについて聞く

図５：桃俣地域の歴史や食文化を聞く

図３：�農協にて御杖村の葉物野菜の優位性に�
ついて聞く

図６：�村民から郷土料理「さぶらきご飯」に
ついて教わる
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と
に
、
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
使
用
す
る
食
材

を
決
定
し
、
そ
れ
ら
と
集
め
た
情
報
を
組
み

合
わ
せ
、
料
理
で
表
現
し
た
（
図
７
）。

の
特
色
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
料
理
で

は
小
テ
ー
マ
も
設
定
し
た
。
設
定
し
た
小

テ
ー
マ
は
①
御
杖
村
を
構
成
す
る
四
つ
の
地

域
の
紹
介
②
人
柄
③
美
し
い
川
④
広
大
な
山

⑤
甘
味
が
深
い
米
と
野
菜
⑥
四
季
の
美
し
い

変
化
、
で
あ
る
。
各
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
あ

ニ
ュ
ー
開
発
を
行
お
う
と
考
え
た
。

は
じ
め
に
収
集
し
た
情
報
を
「
伝
統
行

事
」
や
「
郷
土
料
理
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド

ご
と
に
グ
ル
ー
プ
化
し
、
次
に
コ
ー
ス
料
理

全
体
の
テ
ー
マ
を
「
御
杖
村
の
特
色
を
表
す

メ
ニ
ュ
ー
」
と
設
定
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
村

図７：食材リストと収集した情報から開発したメニュー（例：魚料理）
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（
図
９
）。

㈢　

メ
ニ
ュ
ー
案
の
試
作

開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー
案
を
料
理
と
し
て
提

供
す
る
た
め
に
、
材
料
・
分
量
や
調
理
工
程

を
記
載
し
た
レ
シ
ピ
案
を
作
成
し
た
。
こ
れ

は
、
開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
近
い
料
理
を
文

献
か
ら
探
し
て
参
考
に
し
た
。
作
成
し
た
レ

シ
ピ
案
を
も
と
に
、
何
度
も
調
理
練
習
と
レ

シ
ピ
案
を
改
善
す
る
作
業
を
行
っ
た
。
調
理

練
習
の
際
に
生
じ
た
素
人
で
は
解
決
で
き
な

い
部
分
は
、
村
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
料

理
長
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
調
理
技

術
も
向
上
さ
せ
た
（
図
10
，
11
）。

㈡�　

料
理
の
デ
ッ
サ
ン
と
メ
ニ
ュ
ー
案
の
決

定決
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、
メ

ニ
ュ
ー
案
の
デ
ッ
サ
ン
を
行
っ
た
。
メ
ン

バ
ー
全
員
が
全
品
の
メ
ニ
ュ
ー
案
の
デ
ッ
サ

ン
を
考
え
た
う
え
で
持
ち
寄
り
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
議
論
を
行
っ
た
（
図
８
）。

複
数
の
提
案
を
も
と
に
決
定
し
た
ほ
う
が
、

食
と
農
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う
趣
旨
に
沿

う
と
判
断
し
た
。
多
様
な
案
が
出
さ
れ
、
組

み
合
わ
せ
た
り
形
を
変
え
た
り
す
る
こ
と
で

各
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
案
を
作
成
し
た
。
し
か

し
、
筆
者
ら
は
村
民
で
は
な
い
た
め
、
集
め

た
情
報
に
解
釈
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
な
い
か
、

表
現
し
た
い
魅
力
が
料
理
を
通
じ
て
伝
わ
る

か
と
い
っ
た
点
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
村
役
場
の
職
員
へ
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
受
け
た
指
摘
を
も
と

に
修
正
を
重
ね
、
メ
ニ
ュ
ー
案
を
決
定
し
た

図８：メニュー案のプレゼンテーション

図９：�料理のエッセンスの一つである�
「祇園祭り」

図10：試作品（デザート）

図11：試作品を盛り付ける様子
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成
し
た
ほ
か
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
も
デ
ザ

イ
ン
し
た
（
図
12
，
13
，
14
）。

そ
れ
に
加
え
て
、
地
域
の
魅
力
を
情
報
と

し
て
よ
り
多
く
伝
え
る
た
め
、
食
器
類
な
ど

も
御
杖
村
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
で
揃
え
た

い
と
思
い
、
村
内
の
陶
芸
家
に
指
導
を
仰
ぎ
、

筆
者
ら
で
色
や
形
に
意
味
を
込
め
た
皿
を
作

食材を提供してくださった生産者

●農作物のヒアリングを行った生産者・食文化や郷土料理のヒアリングを行った村民

楕円形の外のイラストは、料理に取り入れた御杖村の情報やエッセンスを表す。

◎御杖村の観光地

図14：御杖村の情報を込めたランチョンマット

図12：料理を提供する際に使用する皿の作成 図13：完成した皿
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る
お
客
様
か
ら
の
感
想
を
伝
え
る
た
め
、
御

杖
村
で
報
告
会
を
実
施
し
た
。
事
業
の
収
益

金
は
御
杖
村
へ
寄
付
し
た
（
図
17
）。

新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
数
多
く
取
り
上
げ

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
前
菜
か
ら
デ
ザ
ー
ト
ま

で
の
六
品
を
提
供
し
、
料
理
を
出
す
際
に
お

客
様
に
料
理
に
込
め
た
情
報
に
つ
い
て
説
明

し
た
（
表
３
，
４
，
５
，
６
，
７
，
８
）。
さ

ら
に
、
料
理
を
提
供
す
る
前
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン
を
開
業
す
る
ま
で
の
過
程
を
動
画
に
し
て

見
て
い
た
だ
い
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
全
日
程
は
無
事
に
終
了
し
、

最
終
日
ま
で
満
席
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

（
図
16
）。
調
達
し
た
資
金
も
売
上
か
ら
返
済

し
、
運
営
日
の
第
三
週
目
に
は
す
べ
て
返
済

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
日
程
が
終
了
し
た
あ
と
に
、
御
杖
村
の

食
材
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
生
産
者
や
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
村
民
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
と
、
料
理
に
使
わ
れ
た
食
材
や
村
に
対
す

㈣�　
「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」

の
運
営

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
二
〇
二
一
年
十
一
月 

五
日
か
ら
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
五
日
ま
で

の
一
か
月
間
に
、
毎
週
金
・
土
・
日
の
夜
間

に
営
業
し
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
業
す
る
店

舗
は
、
奈
良
市
内
の
「
な
ら
ま
ち
」
と
い
う

伝
統
的
な
木
造
家
屋
が
残
る
エ
リ
ア
で
、
既

存
の
飲
食
店
の
営
業
終
了
後
の
時
間
を
間
借

り
し
た
。

店
舗
と
契
約
す
る
に
あ
た
っ
て
、
内
見
調

査
や
保
険
の
確
認
、
経
営
に
つ
い
て
勉
強
し

て
支
払
い
能
力
が
あ
る
か
事
業
計
画
を
立
て

た
。
家
賃
を
支
払
え
る
見
通
し
が
つ
い
た
ら
、

店
舗
を
間
借
り
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
経
由
し

て
契
約
し
た
。
資
金
は
事
業
収
支
計
画
表
を

作
成
し
て
、
返
済
計
画
を
立
て
て
か
ら
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
教
員
か
ら
調
達
し
た
。

店
舗
と
契
約
で
き
た
後
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン

運
営
に
向
け
て
調
理
と
接
客
の
練
習
を
行
っ

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
調
理
・
接
客
は
す
べ

て
学
生
が
行
っ
た
た
め
、
食
品
衛
生
責
任
者

の
資
格
を
取
得
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
予
約
フ
ォ
ー
ム
は
学
生
が

作
成
し
、
完
全
予
約
制
と
し
た
。
一
日
に
使

う
食
材
の
量
を
把
握
し
、
食
材
の
廃
棄
量
を

減
ら
す
こ
と
に
努
め
た
。
料
金
は
五
千
九
百

円
（
税
込
）
と
し
、
本
学
の
卒
業
生
が
杜
氏

を
務
め
る
酒
蔵
の
日
本
酒
の
ペ
ア
リ
ン
グ
も

設
定
し
た
（
図
15
）。
報
道
関
係
者
の
ほ
か
、

御
杖
村
長
、
本
学
学
長
な
ど
も
招
い
て
プ
レ

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
テ
レ
ビ
や

図15：ぺアリング検討に使用した日本酒

図16：レストランで接客している様子 図17：�御杖村長を訪問して収益金を寄付する様子
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小テーマ 御杖村を構成する4つの地域の紹介

桃俣（もものまた）
「黄金の卵～味噌と
コンニャクを和えて
～」　（左下）

御杖村史より、オグラ山に石棺があり、
金の鶏が納められていたという伝説を
表現する。また、秋祭りでは三角の
コンニャクを串刺しにして食べていたことを
表す。
食材：卵・コンニャク・味噌・ハチミツ・
ユズ

土屋原（つちやはら）
「田園サラダ」
（左上）

田んぼの稲や稲穂、藁で作られるかかしを
表現する。また、田植えの時期には、
クロマメの入った「さぶらきご飯」を
食べるため、クロマメを加えて表現する。
食材：ゴボウ・ソウメンカボチャ・ミズナ・
クロマメ

菅野（すがの）
「接獅子のセルクル
仕立て」
（右下）

美しく装った青年の肩に、同じく着飾った
子どもが立って舞う接獅子（継獅子）を表現
する。また、祭りで供えられていた郷土料理
の「いもむし」の食材を活用し、歴史的要素
を加える。出汁はシイタケからとっており、
出汁を取り終えたシイタケはスープに
使用している。
食材：ホウレンソウ・ミニトマト・
プリムラ・サトイモ・アズキ・タマネギ・
ハチミツ・シイタケ

神末（こうずえ）
「茅の輪くぐりと
御祈祷のマリネ」
（右上）

御杖神社の本殿へのお参り前に行う
茅の輪くぐりを表す。また、無病息災を
祈願し、神主が熱湯を笹の葉に浸し、合図と
ともに笹の葉を一振りして水しぶきを人々に
浴びせる御祈禱を表現する。
食材：カラーピーマン・タマネギ・
フリルレタス・ハチミツ

使用している皿

筆者らが作成した皿を使用する。御杖村は
横長の地形をしているため、皿を楕円形に
して御杖村の地形を表現する。また、各料理
の位置と御杖村を構成する4つの地域の
土地の位置は同じにしている。

前菜

表３：レストランで提供したメニュー（前菜）
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メニュー名 シイタケといとこねりのほっこりポタージュ

小テーマ 人柄

カボチャとシイタケの
ポタージュ

山の土地の境界線を示す止め山が無く、
おいしい食材をみんなで分け合う御杖村の
村民の寛大な心や、心温かな人柄を表現
する。また、脳卒中による後遺症を指す
「中風」にかからないために食べられる
御杖村特有の郷土料理である「いとこねり」
の食材を使用する。出汁はフードロスを防ぐ
ために、野菜の皮から取っている。前菜の
「接獅子のセルクル仕立て」で使用した出汁
を取り終わったシイタケを盛り付けしてい
る。
食材：シイタケ・カボチャ・アズキ

使用している皿
丸い形には「温かみ」という意味があり、
御杖村の村民の温かい人柄を表すために丸い
皿を使用している。

スープ

表４：レストランで提供したメニュー（スープ）
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メニュー名 美しい川で育ったアマゴのムニエル

小テーマ 美しい川

アマゴのムニエル
サヤインゲン

海のない奈良県において、希少である魚を
使用する。また、「雨魚」と表記される
アマゴの由来から雨を表現する。アマゴは
頭から尻尾まですべて食べられるように
調理している。
食材：アマゴ・米粉・サヤインゲン

バイヤルディ
（アマゴの下）

魚の腹が割れないようにしていた昔の焼き方
である、「まるかど」を表現する。
食材：ニンジン・ジャガイモ・ローズマリー

カブのソース
（下部）

御杖村の美しい川を表現する。
食材：カブ・ユズ・シイタケ

ユズ
（全面）

美しい川に生息する蛍を、ユズの皮を使い
表現する。
食材：ユズ

使用している皿

筆者らが作成した皿を使用する。川を
想起させる「落ち着き」「安らぎ」などを
表す正方形を皿の形にしている。黒色の皿に
することで、蛍が飛び交う夜の空の様子を
表現する。

魚料理

表５:レストランで提供したメニュー（魚料理）
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メニュー名
御杖で生まれた大和牛のステーキ
～広大な山での暮らし～

小テーマ 広大な山

大和牛のステーキ
（中央）

夏でも涼しい環境の中で飼育されている、
御杖村で生まれた牛を使用する。
食材：大和牛

フリルレタス
（左上）

みつえ高原牧場の豊かな草原を表現する。
食材：フリルレタス

シイタケのソテー
（大和牛のステーキの
下）

御杖村の山で採れる食材を使用し、
山の恵みを表現する。
食材：シイタケ

フリット
（左上）

山仕事に行く際に持って出かけた
「めんぱ弁当」には、塩分の高い食材が
入っていたことから、塩漬けされた保存食
である「鉄砲漬け」の食材を使用する。
食材：ゴボウ・ニンジン・米粉

味噌ソース
（右上）

上記と同様に、山仕事に行く際に持って
出かけた「めんぱ弁当」には、塩分の高い
食材が入っていたことから、塩漬けされた
保存食である「鉄砲漬け」の食材を使用す
る。
食材：味噌・タマネギ・ハチミツ・
トウガラシ

ソース
（下部）

「山の神まつり」という行事において、
一升瓶に小判型の餅を7つ入れて詣り、
山の神に供えていたことを、ソースの数で
表現する。
食材：卵

使用している皿
御杖村のヤマザクラの倒木を加工した皿を
使用している。

肉料理

表６：レストランで提供したメニュー（肉料理）
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メニュー名
甘みが深いお米のサラダ
～彩り豊かな食材12種のパピヨット風～

小テーマ 甘みが深い米と野菜

お米サラダ

甘みが強い米は、水源が近いために水が
きれいであることや、日中と夜の温度差が
激しいことなどの御杖村特有の気象条件が
関係していることを伝える。また、
「さぶらきご飯」は、田開きのときに12個 
重箱に入れて水戸口に供えられることから、
12種類の食材を使用する。そして、
ビニールを使用し、フキでお米を包んでいる
様子を表現する。
食材：米・ホウレンソウ・カラーピーマン
（赤）・カラーピーマン（黄）・ニンジン・
カボチャ・サラダミズナ・フリルレタス・
コンニャク・シイタケ・漬物（ダイコン）・
クレソン・ユズ

使用している皿
他の地域とは異なる特徴の気候や水源が
近い環境から、「独立感」を表す丸い形の
皿を使用している。

米料理 左上：ビニールで包んでいる様子
左下：ビニールを開いた様子
右上：御杖村の郷土料理である「さぶらきご飯」

表７：レストランで提供したメニュー（米料理）
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メニュー名
らっぱいちょう風スイートポテト
～四季の美しい変化を感じて～

小テーマ 四季の美しい変化

スイートポテト
（中央）

お焼きや蒸かしとして食べられていた昔の
お菓子を表現する。また、秋に土屋原の
春日神社で見られるらっぱいちょうを
ペーストで表現する。
食材：サツマイモ・ハチミツ・卵

ユズシャーベット
（右下）

日本三百名山にもあげられる三峰山の
霧氷祭りで見られる幻想的な霧氷や雪を
表現する。
食材：ユズ・ハチミツ・卵

ブルーベリーソース
（左下・右上）

春を彩る、樹齢100年を超える丸山公園の
ヤマザクラを表現する。ヤマザクラは
御杖村の村の花である。
食材：ブルーベリー・ハチミツ・ユズ

ローズマリー
（左上・右上）

奈良県の景観資産である岡田の谷の半夏生園
に群生している半夏生を表現する。半夏生は
葉の半分が白いことが特徴であるため、
ローズマリーの半分に粉砂糖を振りかけて
表現している。ローズマリーは食べられる
ように調理している。
食材：ローズマリー

使用している皿

筆者らが作成した皿を使用する。角が無く、
横への広がりのある楕円形の皿を
使用している。お客様がレストラン退店後も
御杖村とつながり、末永くかかわりを
広げられることを願い、楕円形の皿を
使用している。

デザート

表８：レストランで提供したメニュー（デザート）
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い
て
は
、
五
十
七
人
、
二
十
二
人
、
一
人
で

あ
っ
た
。
御
杖
村
へ
の
興
味
に
つ
い
て
は
、

四
十
五
人
、
三
十
人
、
五
人
で
あ
っ
た
。

味
に
つ
い
て
の
満
足
度
も
高
か
っ
た
が
、

そ
れ
以
上
に
情
報
の
満
足
度
の
方
が
高
い
結

果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
情
報
が
料

理
の
付
加
価
値
を
高
め
、
さ
ら
に
御
杖
村
へ

の
興
味
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
（
図
18
，
19
，
20
）。

満
足
度
、
御
杖
村
へ
の
興
味
の
三
点
で
、
そ

れ
ぞ
れ
四
段
階
で
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
中
に
来
店
し
て
い
た
だ

い
た
百
二
十
六
人
中
、
八
十
人
か
ら
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
情
報
に
つ
い
て
の
回

答
で
は
、「
大
変
満
足
し
た
」
が
六
十
四
人
、

「
満
足
し
た
」
が
十
五
人
、「
あ
ま
り
満
足
し

て
い
な
い
」
が
一
人
で
あ
っ
た
。
料
理
に
つ

㈠　

食
材
の
魅
力
と
な
る
「
情
報
」
の
検
証

レ
ス
ト
ラ
ン
で
提
供
し
た
料
理
に
つ
い
て
、

お
客
様
に
情
報
が
食
と
農
の
魅
力
と
し
て
本

当
に
伝
わ
っ
た
か
、
御
杖
村
へ
の
興
味
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
か
を
確
認
す
る
た

め
、
全
て
の
料
理
を
提
供
し
た
後
に
お
客
様

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

質
問
内
容
は
、
情
報
の
満
足
度
、
料
理
の

Ⅴ
．
考
察

64

15

1

料理と一緒にお出しした情報について、どのくらい満足できましたか？

●大変満足した

満足した

あまり満足していない

満足していない

図18：情報に対する満足度（n=80）

57

22

1

料理について、どのくらい満足できましたか？

大変満足した

満足した

あまり満足していない

満足していない

図19：料理に対する満足度（n=80）

4530

5

御杖村に対してどのくらい興味を持ちましたか？

大変興味を持った

興味を持った

少し興味を持った

興味を持てなかった

図20：御杖村に対する興味（n=80）
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運
営
を
行
っ
た
。
食
と
農
及
び
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る
た
め
に
は
、
狭
い
範
囲
で
地
元
に

留
ま
る
必
要
は
な
い
と
考
え
た
。

さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
期
間
中
に
は

「
な
ら
ま
ち
」
の
地
域
の
方
が
御
杖
村
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
り
、
応
援
の
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
他

地
域
で
間
借
り
営
業
で
の
魅
力
発
信
を
行
う

こ
と
で
、
食
と
農
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
る
だ

け
で
な
く
、
交
流
を
通
じ
て
互
い
の
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

四
点
目
は
、
消
費
者
は
食
材
や
料
理
の
過

程
や
苦
労
を
知
り
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
料
理
を
提
供
す
る
前
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を

開
業
す
る
ま
で
の
過
程
や
苦
労
な
ど
を
動
画

に
し
て
、
お
客
様
に
観
て
い
た
だ
い
て
い
た
。

お
客
様
に
と
っ
て
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
業

す
る
ま
で
の
苦
労
が
興
味
深
い
も
の
に
見
え

た
ら
し
く
、
動
画
に
つ
い
て
も
好
意
的
な
意

見
や
反
応
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
お

客
様
は
努
力
の
過
程
や
苦
労
な
ど
、
通
常
は

表
に
出
さ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
も
知
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
が
伝

え
ら
れ
る
新
た
な
魅
力
に
も
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
生
産
・
調
理
・
接
客

の
中
で
生
ま
れ
る
食
と
農
の
魅
力
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
消
費
者
に
余
す
こ
と
な
く
伝
え
る
こ

と
で
、
食
材
の
付
加
価
値
は
よ
り
向
上
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

二
点
目
は
、
食
と
農
の
魅
力
を
伝
え
る
に

あ
た
り
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
新
た

な
付
加
価
値
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で

あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
は
完
全
予
約
制
で
、
一

日
に
使
用
す
る
食
材
を
把
握
す
る
こ
と
で
食

材
の
廃
棄
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

た
。
野
菜
の
皮
か
ら
出
汁
を
取
っ
た
り
、
出

汁
を
取
り
終
え
た
食
材
を
料
理
の
盛
り
付
け

に
使
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、
食
材
を
無
駄
な

く
使
い
切
れ
る
調
理
を
し
て
い
た
。
お
客
様

に
も
そ
の
取
り
組
み
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
好

意
的
な
意
見
や
反
応
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
フ
ー
ド
ロ
ス
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
行
い
、
お
客
様
に
情
報
と
し

て
伝
え
る
こ
と
は
、
食
と
農
の
魅
力
を
高
め

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

三
点
目
は
、
食
と
農
の
魅
力
を
伝
え
る
こ

と
に
よ
る
、
間
借
り
営
業
と
地
域
活
性
化
の

相
乗
効
果
の
可
能
性
で
あ
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン

は
、
御
杖
村
の
食
と
農
の
魅
力
発
信
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
を
目
的
に
運
営
し
た
が
、
村

で
生
産
さ
れ
た
食
材
を
村
内
消
費
と
い
う
形

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
奈
良
市
内
で

消
費
す
る
こ
と
で
よ
り
多
く
の
人
に
食
と
農

の
魅
力
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン

は
「
な
ら
ま
ち
」
の
飲
食
店
を
間
借
り
し
て

㈡�　
「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」

運
営
か
ら
の
考
察

レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
し
て
い
た
時
の
筆
者

ら
の
経
験
や
、
お
客
様
の
反
応
か
ら
、
食
と

農
及
び
地
域
の
魅
力
向
上
の
た
め
に
新
た
な

価
値
や
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
点
目
は
、
食
材
の
最
終
提
供
者
が
食
材

の
生
産
現
場
か
ら
料
理
の
調
理
・
接
客
ま
で

の
一
連
の
中
で
生
ま
れ
る
食
と
農
の
魅
力
を

理
解
す
る
こ
と
で
、
フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
が
創
出
す
る
付
加
価
値
が
向
上
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
ら
は

御
杖
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
食
材
の
調
査
か

ら
は
じ
ま
り
、
料
理
の
調
理
・
接
客
ま
で
の

全
て
の
工
程
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
調

理
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
食
材
の
魅
力
や
、

接
客
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
料
理
の
魅
力
を

全
員
が
理
解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
客
様
か
ら
の
料
理
や
食
材
、
御
杖
村
に
つ

い
て
の
質
問
に
つ
い
て
答
え
た
り
、
学
生
が

思
う
魅
力
に
つ
い
て
余
す
こ
と
な
く
話
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
お
客
様
に
食
と
農
の
魅
力

を
よ
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
飲
食
店
で
は
、
生
産
性

を
高
め
る
た
め
に
各
工
程
を
分
担
す
る
こ
と

が
多
い
が
、
そ
れ
に
よ
り
料
理
や
食
材
に
本

来
込
め
ら
れ
て
い
る
情
報
の
魅
力
が
、
消
費

者
に
届
く
ま
で
の
過
程
で
徐
々
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
材
の
最

終
提
供
者
が
生
産
か
ら
調
理
・
接
客
ま
で
の

す
べ
て
を
行
う
こ
と
が
不
可
能
だ
と
し
て
も
、

一
度
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
体
験
し
た
り
目
に
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学
研
究
紀
要 �

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
を
通
じ
て
、
食
と
農
の

魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
味
だ
け
で
は
な
く
食

材
が
本
来
持
つ
価
値
や
地
域
の
優
位
性
・
独

自
性
の
あ
る
情
報
な
ど
を
付
加
価
値
と
し
て

加
え
、
消
費
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
で
の
経
験
か

ら
、
食
材
や
地
域
の
魅
力
以
外
に
も
フ
ー
ド

ロ
ス
防
止
の
取
り
組
み
や
、
食
材
や
料
理
の

過
程
や
苦
労
な
ど
の
付
加
価
値
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
た
。

筆
者
ら
は
「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト

ラ
ン
」
を
通
じ
て
、
食
と
農
の
魅
力
発
信
と

地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
新
た
な
挑
戦
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

食
と
農
の
魅
力
を
最
大
限
に
伝
え
る
の
は
上

質
な
味
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
食
材
の

持
つ
本
来
の
価
値
や
地
域
に
根
付
く
食
文
化

や
歴
史
な
ど
の
多
面
的
な
情
報
で
あ
る
と
考

え
る
。
お
い
し
い
味
と
産
地
の
情
報
だ
け
で

は
食
材
の
価
値
は
消
費
者
に
は
伝
わ
り
に
く

い
。「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
は

「
お
い
し
い
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
地
元
食

材
を
提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
な
く
、
生

産
者
と
消
費
者
を
つ
な
ぐ
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
栄
え
、
食
農
産
業
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ⅵ
．
お
わ
り
に
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【参考資料】レストラン事業の活動記録

日付 曜日 活動内容

火 活動のスタート

木 プロジェクトの概要を確認する。

火 御杖村についての知識がほとんどないため、御杖村の特産物や特徴について調べる。

木 御杖村について調べたことの情報共有をメンバー同士で行う。

火
プロジェクトの方向性を決めるために、最終目標の検討・スケジュール作成のために
オープン日の仮決定を行う。

木 メニュー作成のために、メニューのジャンルの検討と使える食材を調査する。

金 今後の活動の進め方を決めるためにスケジュールを作成する。

火 最終目標を検討する。

木
御杖村の方の想いをレストランに反映させるために、御杖村役場の方にレストラン事業
で求めることや御杖村が現在抱えている問題について伺う。

火 プロジェクトの方向性を決めるために、活動の目的を検討する。

火 28日の御杖村訪問で聞きたい質問をリストアップする。

水 活動の目的を検討する。

木 共通認識を持つためにレストランのコンセプトを検討する。

金 御杖村のことを知るために、御杖村を訪問する。

月 御杖村訪問で聞き出した調査結果を、メンバー同士で共有する。

火
ゼミナール教員（以下、「教員」とする）とレストラン事業の進捗確認を行う。
レストランのコンセプトの検討を行う。

木 目標の検討と、目標を決めるための7W3Hについて検討する。

日
全体のスケジュール作成を行うために、経理・広報・店舗・メニューのスケジュールを
作成する。

月 必要業務を明確にするために、全体のスケジュールを作成する。

2021/6/8～18 火～金
メンバー全員がプロジェクト方向性について共通認識を持てるようにするために、
事業計画書の作成を行う。

～
水～木 事業計画書を作成する。

金 御杖村訪問の活動申請のために、食資源の調査目的を検討する。

2021/7/3～4 土、日 スケジュール作成のために業務抽出をする。

月 事業計画書の作成と業務抽出を行う。食資源の調査目的を検討する。

火 レストラン事業に必要な業務抽出を行う。

水 食資源の調査目的を決定させる。

木
プロジェクト発表会のために資料作成を行う。レストラン事業の業務抽出を行う。
事業計画書を作成する。

金 食資源の調査で、農家の方に質問したいことをリストアップする。

土
目的とコンセプトに合ったメニューを開発するために必要である、御杖村産の食材の
優位性について調べることを目的に、御杖村で食資源の調査を行う。

日 業務抽出を基にスケジュールを作成する。

火 「御杖の四季と食事」からメニューに使えそうな郷土料理を抽出する。

水
御杖村の方に郷土料理について、質問したいことのリストア ップを行う。
プロジェクト発表会の資料を修正する。

木
プロジェクト発表にて、レストラン事業についての発表を行う。食資源の調査で訪れる
訪問先を検討する。

金
みつえ高原牧場で生まれた牛の流通ルートを確認するために、みつえ高原牧場に電話取
材をする。

土 御杖村役場の方と食資源調査のための打ち合わせをする。

～
日、月

御杖村産の食材の優位性や郷土料理などの歴史性について調べることを目的に、御杖村
で食資源の調査を行う。

～
火、水

メニュー開発の参考にするために、調査で得られたことをヒアリングシートにまとめ
る。

木 御杖村道の駅の食材販売リストを参考に、メニューで使える食材を抽出する。

金 メニュー開発を始めるにあたって、メニューのジャンルを決定させる。
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火 メニュー開発をどのように進めていくかを決定させる。

水 メニュー開発の協力者を募集するか検討する。

2021/8/2～3
金、月、
火

フレンチレストランのコース料理やサービスを参考にするために、フレンチレストラン
で食事をする。

水
フレンチレストランの訪問調査の結果をメンバー同士で共有するために、フレンチレス
トラン訪問についての報告レポートを作成する。

木 店舗契約のために、候補店舗の内見をする。

金 情報共有のために、候補店舗の内見についての報告レポートを作成する。

土 教員とこれからの業務の進め方について相談する。

日 本格的にメニュー開発が始まるのを前に、進捗状況の確認をする。

火
メニューに様々なメッセージを込めるため、各自でコース料理を通して伝えたいことは
何か考える。

水 保健所に電話して、営業許可申請に必要な書類の確認をする。

木 コース料理を通して伝えたいことをメンバー各自で考え、それらについて共有する。

～
金～火 論理的思考力を養うために、基礎力研鑽を行う。

水 以前作成したスケジュールにズレが発生したため、スケジュールの変更をする。

木
メンバーが料理を通して伝えたい想いを基に、コース料理１皿１皿のテーマ決めをす
る。

金 決定したテーマを基にメニューのデッサンをする。

土
メニューデッサンを共有する。全員の案を参考にしながら、テーマを表現できるメ
ニューを開発する。

～
日、月 メニュー開発を行う。

火
現時点で確定したメニューのデッサンを御杖村役場の方と教員に共有し、指摘や改善点
などをいただく。

木 いただいた指摘を基に前菜、肉料理、魚料理のテーマを再検討する。

金 肉料理と魚料理のテーマを決める。

土
レストランの売り上げを把握しておくために、収支計画を作成する。前菜のテーマ決め
のために、御杖村にて祭りについての情報収集をする。

日 前菜のテーマを決める。

月 先に作成していた計画書と変更があったため、事業計画書の作成をする。

火 テーマが変更したメニューのデッサンを行う。

水 間借りする店舗とどのように契約するか検討する。事業計画書と収支計画を修正する。

木
再度決まったメニュー案を教員と御杖村役場の方に共有し、指摘や改善点などを
いただく。

金 事業計画書、収支計画を修正する。

土 確定したメニューを試作するために、メニューのレシピ案を作成する。

日
料理を通して伝えたいことがきちんと表せているかを確認するために、メニューの試作
（前菜、スープ）をする。

月
有事の際に対応できるように、間借り店舗のマッチングサービス（以下、「マッチング
サービス」とする）の保険を確認する。メニューの試作をするために、男女共同参画セ 
ンターへ団体登録をする。

火
皿にもメニューに込めた想いと情報を反映させるために、御杖村で村内の陶芸家指導の
もと、自分たちが希望する皿の作成をする。

木 事業計画書のステークホルダーを修正する。

金 スケジュール調整のためにオープン日を決める。

～
土、日

これからの活動を円滑に、同じミスなく進めていくために、プロジェクトマネジメント
を学習する。

火
明確なルールが今まで存在しなかったので、情報共有のルールを決定させる。レストラ
ンの売り上げを黒字にするために、損益分岐点を出し、最低限必要な客数を把握する。

水 マッチングサービスの保険の対象を再度調べる。プレオープンの目的を検討する。

日付 曜日 活動内容
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日付 曜日 活動内容

木
前回の試作を受けて、レシピ案を修正する。共通認識を持ち、一致 団結するためにキッ
クオフミーティングを開催する。

金 レシピ案を修正する。

土
前回の試作を受けて、修正したレシピ案と伝えたいことが表現できているかを確認する
ために、メニューの試作（前菜、肉料理、魚料理、デザート、スープ）をする。

日 メニューの試作（前菜、スープ、魚料理、肉料理、米料理、デザート）

月
不明点があるため、教員にプレオープンの目的、プレスリリースの詳細、ホームページ
の課金について相談する。

火
メニュー案の試作（前菜、スープ、魚料理）を行う。プレスリリース、契約に関して
決まったため教員に報告する。

水
週末の訪問で、御杖村の道の駅に併設されているレストランの料理長に教えていただき
たいことをリストアップする。マッチングサービスを通して店舗と契約する。

木
肉料理の使用食材について急な変更が生じたため、メニューを一部変更する。個人農家
の方から食材を仕入れるために、仕入れ額や仕入れ数について検討する。

金
個人農家の方からの仕入れについて検討する。肉料理のデッサンとレシピ案、個 人農家
の方からの仕入れについて決まったため、教員へ報告する。

土
試作（前菜、スープ、肉料理、デザート）を行う。提供するドリンクにも情報を入れる
ため、何を表現するか決める。

日
実際に御杖村産の食材を使用して調理したいため、御杖村で試作（全ての料理）を行
う。御杖村の道の駅に併設されているレストランの料理長を訪問し、伝えたいことが表
現できない料理についてと、上手な仕込み方法について相談する。

月 プレスリリースを行うために、チラシとホームページを作成する。

火
プレスリリースのための報道資料を作成する。どのようなドリンクを提供するか検討す
る。

土 契約店舗でオーナーと打ち合わせを行う。

水 レストランで提供するアマゴの下処理を行う。

～
金～木

レストラン営業時に使用する備品の搬入作業を行う。調理と接客に慣れるために、契約
店舗で調理練習をする。

火 本学学長、御杖村村長を招待し、プレオープンを行う。

木 3日分の料理の仕込みを行う。

2021/11/5～7
金・土・
日

レストラン営業日。営業終了後は、清掃作業と営業中の反省点や改善点、気づいたこと
についてメンバー同士で共有する。

木 3日分の料理の仕込みを行う。

～ 金・土・
日

レストラン営業日。営業終了後は、清掃作業と営業中の反省点や改善点、気づいたこと
についてメンバー同士で共有する。

木 3日分の料理の仕込みを行う。

～ 金・土・
日

レストラン営業日。営業終了後は、清掃作業と営業中の反省点や改善点、気づいたこと
についてメンバー同士で共有する。

木 3日分の料理の仕込みを行う。

～ 金・土・
日

レストラン営業日。営業終了後は、清掃作業と営業中の反省点や改善点、気づいたこと
についてメンバー同士で共有する。

木 3日分の料理の仕込みを行う。

2021/12/3～4 金・土
レストラン営業日。営業終了後は、清掃作業と営業中の反省点や改善点、気づいたこと
についてメンバー同士で共有する。

日
レストラン営業最終日。レストラン営業終了後に、搬入していた備品の搬出作業、清掃
作業を行う。

金

レストラン開業までに関わった御杖村の方々に感謝の気持ちを伝え、レストランでの成
果を発表するための感謝会の準備を御杖村にて行う。実際にレストランで提供した料理
（前菜・魚料理）を提供するため、各料理の仕込みと、招待した方へ行うプレゼンテー
ションの練習を行う。

日
食材を提供してくださった生産者と、食資源調査に協力していただいた村民を招待し、
御杖村にて感謝会を開く。

日
本学にて行われた地域経済研究ユニットフォーラムにて、レストラン事業の特徴や、
地産地消における「情報」の重要性などについてプレゼンテーションを行う。
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日
本
の
農
業
の
課
題
と
し
て
、
就
農
者
の

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

国
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
、
次
世
代
を
担
う

農
業
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
総
合
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
、
新
規

就
農
者
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
農
林
水
産
省
の
新
規
就
農
者
調
査
に

よ
る
と
、
新
規
就
農
者
は
、
二
〇
一
四
年
の

六
万
五
千
三
十
人
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少

し
て
い
き
、
二
〇
二
〇
年
は
、
五
万
六
千
四

百
八
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
減
少
傾
向

を
改
善
す
る
た
め
に
、
新
規
就
農
者
が
就
農

の
際
に
求
め
る
も
の
を
正
確
に
把
握
し
、
そ

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
こ
と
や
、

農
業
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
を
増
や
す

よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援

サ
ー
ビ
ス
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
と
、
こ

れ
ら
の
生
産
現
場
の
課
題
を
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ

Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
で
解
決
す
る
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と

し
て
い
る
。
一
方
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
が
高

額
で
あ
る
こ
と
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
の
育
成

に
時
間
を
要
す
る
な
ど
の
課
題
を
指
摘
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
本
論
で
は
、
地
方
圏
に

お
い
て
、
新
規
就
農
者
の
増
加
や
ス
マ
ー
ト

農
業
を
進
め
る
た
め
の
事
業
を
、
青
森
県
鶴

田
町
を
事
例
と
し
て
考
え
る
。
筆
者
を
含
む

弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
部
社
会
調
査
実
習

履
修
者
に
対
し
て
、
鶴
田
町
か
ら
廃
校
と

な
っ
た
小
学
校
を
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め

に
利
活
用
す
る
提
案
が
求
め
ら
れ
た
。
本
論

で
は
、
そ
の
際
に
提
案
し
た
内
容
を
ベ
ー
ス

と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
町
役
場
か
ら
の
反

応
も
加
味
し
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

㈠
　
新
規
就
農
者
を
め
ぐ
る
課
題

全
国
農
業
会
議
所
全
国
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
が
一
九
九
六
年
以
降
、
三
～
五
年
お

き
に
新
規
就
農
者
（
就
農
後
概
ね
十
年
）
を

対
象
に
し
た
新
規
就
農
者
の
就
農
実
態
に
関

す
る
調
査
の
、
二
〇
二
一
年
の
結
果
を
も
と

に
、
新
規
就
農
者
が
求
め
る
支
援
を
考
え
る
。

就
農
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
就
農
時
年
齢

層
別
に
み
る
と
、
四
十
歳
代
以
下
で
は
、「
自

ら
経
営
の
采
配
を
振
れ
る
か
ら
」「
農
業
は
や

り
方
次
第
で
も
う
か
る
か
ら
」「
以
前
の
仕
事

の
技
術
を
生
か
し
た
い
か
ら
」
と
い
う
「
経

営
」
に
関
す
る
項
目
と
、「
会
社
勤
め
に
向
い

て
い
な
か
っ
た
か
ら
」「
都
会
の
生
活
が
向
い

て
い
な
か
っ
た
か
ら
」
と
い
う
「
消
極
的
」

な
項
目
の
割
合
が
五
十
歳
以
上
よ
り
も
高
い

傾
向
が
あ
る
。
六
十
歳
以
上
は
、
前
回
と
比

較
す
る
と
、「
経
営
」
に
関
す
る
項
目
や
「
消

極
的
」
な
理
由
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。「
農

業
が
好
き
だ
か
ら
」「
自
然
や
動
物
が
好
き
だ

か
ら
」「
農
村
の
暮
ら
し
（
田
舎
暮
ら
し
）
が

好
き
だ
か
ら
」
と
い
う
「
自
然
・
環
境
」
に

関
す
る
項
目
は
、
依
然
高
い
割
合
で
あ
る
も

の
の
、
多
く
の
項
目
で
前
回
よ
り
減
っ
て
い

る
。就

農
理
由
が
、
四
十
歳
以
下
は
「
経
営
」

に
関
す
る
項
目
の
割
合
が
増
加
傾
向
で
あ
る

た
め
、
経
営
に
関
す
る
研
修
内
容
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
人
の
新
規
就
農

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
ら
れ
る
。

就
農
地
選
択
の
理
由
に
つ
い
て
み
て
み
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
と
同
様
に
、「
取

得
・
賃
借
で
き
る
農
地
が
あ
っ
た
」（
五
〇
・

八
%
）
が
最
も
多
く
回
答
さ
れ
て
い
る
。
依

然
と
し
て
、
農
地
取
得
の
可
否
が
就
農
地
の

選
択
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
第
二
位
は
「
行
政
等
の
受
け

入
れ
・
支
援
対
策
が
整
っ
て
い
た
」（
二
八
・

七
%
）
で
あ
り
、
前
回
、
前
々
回
の
三
位
よ

り
順
位
を
上
げ
て
い
る
。
第
三
位
の
「
就
業

先
・
研
修
先
が
あ
っ
た
」（
二
八
・
三
%
）
と

合
わ
せ
、
研
修
や
就
農
支
援
体
制
が
重
要
視

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ほ
か
の

選
択
理
由
の
順
位
は
、
前
回
と
比
較
し
て
大

き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

新
規
就
農
者
を
受
け
入
れ
る
側
は
、
新
規

就
農
者
が
農
地
を
す
ぐ
に
利
用
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
整
え
る
こ
と
や
、
そ
の
地
域
に
研

修
の
拠
点
や
新
規
就
農
者
の
就
業
先
を
確
保

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

一
．
は
じ
め
に
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農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
規

模
は
、
三
百
十
五
億
円
と
推
測
さ
れ
、
二
〇

一
九
年
度
の
二
百
六
十
億
円
か
ら
二
一
・
一

%
増
加
し
て
い
る
。
二
〇
二
一
年
度
に
は
前

年
度
比
二
六
・
三
％
増
の
三
百
九
十
八
億
円

に
拡
大
し
、
二
〇
二
五
年
度
に
は
九
百
四
十

億
円
（
二
〇
二
〇
年
度
の
二
・
九
八
倍
）
に

達
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農

業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
市
場
規
模
は
現
在
、

着
実
に
拡
大
し
て
い
る
。

る
。新

規
就
農
者
が
農
業
法
人
等
で
の
就
業
経

験
で
有
益
だ
と
思
っ
た
内
容
に
つ
い
て
み
て

み
る
と
、
第
三
位
ま
で
の
回
答
割
合
を
合
計

し
た
も
の
で
は
、「
栽
培
・
飼
養
・
加
工
技

術
の
習
得
」（
八
一
・
三
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
農
業
に
つ
い
て
の
考
え
方
・
理

念
」（
四
三
・
七
％
）、「
経
営
の
管
理
技
術
の

習
得
」（
三
七
・
四
％
）、「
農
産
物
の
販
売
方

法
の
習
得
」（
三
〇
・
三
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
内
容
と
し
て
栽
培
や
農
業
に
つ
い
て

の
考
え
方
だ
け
で
な
く
、
経
営
の
管
理
技
術

や
販
売
方
法
に
つ
い
て
も
需
要
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

㈡
　�

青
森
県
の
農
業
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
と
課
題

青
森
県
に
は
、
農
業
従
事
者
や
新
規
就
農

者
に
対
す
る
研
修
と
し
て
、
青
森
県
営
農
大

学
校
が
行
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
主
に
二

つ
あ
り
、
農
作
業
事
故
防
止
や
低
コ
ス
ト
農

業
推
進
の
た
め
の
「
農
業
機
械
利
用
技
能
者

育
成
研
修
」
と
、
農
業
の
実
践
に
必
要
な
基

礎
知
識
・
技
術
を
習
得
さ
せ
る
体
系
的
な

「
あ
お
も
り
農
力
向
上
シ
ャ
ト
ル
研
修
」
が

行
わ
れ
て
い
る
。

「
農
業
機
械
利
用
技
能
者
育
成
研
修
」
は
、

農
業
機
械
の
取
り
扱
い
操
作
と
農
作
業
安
全

に
関
す
る
知
識
・
技
能
の
習
得
と
と
も
に
、

大
型
特
殊
免
許
、
ま
た
は
け
ん
引
免
許
（
い

ず
れ
も
農
耕
作
業
用
自
動
車
限
定
）
の
取
得

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
。「
あ
お
も
り
農

力
向
上
シ
ャ
ト
ル
研
修
」
は
、
実
践
研
修
と

し
て
農
家
等
で
の
研
修
が
行
え
、
就
農
希
望

地
域
で
、
取
り
組
み
希
望
作
目
を
経
営
に
取

り
入
れ
て
い
る
先
進
農
家
・
農
業
法
人
に
お

け
る
実
地
研
修
が
で
き
、
基
礎
研
修
と
し
て

営
農
大
学
校
で
研
修
を
行
い
、
営
農
大
学
校

に
お
け
る
聴
講
等
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
や
農
業

関
係
の
免
許
・
資
格
取
得
研
修
、
県
外
調
査

派
遣
研
修
に
参
加
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
修
内
容
は
、
ス

マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
知
識
や
農
家
と
し
て

の
経
営
に
関
す
る
知
識
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
。

そ
の
た
め
、
後
述
す
る
よ
う
に
、Inaho

株
式
会
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、

ス
マ
ー
ト
農
業
や
経
営
に
関
す
る
知
識
を
学

び
た
い
新
規
就
農
者
や
、
す
で
に
農
家
で
あ

る
人
も
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
す
る
知
識
を
得

ら
れ
る
よ
う
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。

㈢
　�
ス
マ
ー
ト
農
業
普
及
を
め
ぐ
る
課
題

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
人
口
減
少
や
担
い
手

不
足
が
深
刻
な
農
業
を
め
ぐ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
の
解
消
の
切
り
札
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
実
際
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
代

名
詞
と
し
て
知
ら
れ
る
ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
イ
ン
プ
レ
ス
総
合
研
究
所
が
作
成
し
た

「
ド
ロ
ー
ン
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
報
告
書
二
〇
二

一
」（
図
１
）
に
よ
る
と
、
二
〇
二
〇
年
度
の
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し
か
し
な
が
ら
、
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
自

動
走
行
・
自
動
化
、
セ
ン
サ
リ
ン
グ
、
と
り

わ
け
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
、
さ
ら
に
は
営
農
支

援
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
ま
た
、
コ
メ
、
果
樹
、
野
菜
、
肉
、
乳

製
品
な
ど
生
産
物
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
は
、

生
産
規
模
に
よ
っ
て
異
な
る
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
多
様
な
技
術
を
い
か

に
効
率
的
に
普
及
さ
せ
る
か
が
ス
マ
ー
ト
農

業
普
及
の
鍵
を
握
る
と
さ
れ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
国
も
こ
う
し

た
問
題
点
を
把
握
し
て
い
る
。
農
林
水
産
省

の
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
関
連
の
施
策
と
し
て
、

た
ん
に
技
術
導
入
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

生
産
条
件
に
合
わ
せ
た
機
械
の
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
や
、
必
要
と
さ
れ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
き
る
よ
う
な
専
門
人
材

の
育
成
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
鶴
田

町
で
後
継
者
不
足
や
兼
業
農
家
の
減
少
、
就

農
者
の
高
齢
化
と
い
う
課
題
へ
の
対
策
と
し

て
、
ド
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ス
マ
ー
ト

農
業
を
、
特
に
新
規
就
農
者
向
け
に
普
及
さ

せ
て
い
く
こ
と
は
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
コ
メ
や
果
樹
、
野
菜
な
ど
の
生
産

物
、
ま
た
そ
の
生
産
規
模
の
違
い
な
ど
に
応

じ
た
細
や
か
な
技
術
導
入
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

㈣
　
対
象
地
・
鶴
田
町
の
概
要

鶴
田
町
は
、
青
森
県
津
軽
平
野
に
あ
る
町

図1　農業におけるドローンビジネス市場規模の予測（出典：インプレス総合研究所）
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で
、
人
口
は
一
万
二
千
百
二
十
七
人
（
令
和

四
年
四
月
末
時
点
）
で
あ
る
。
農
業
地
域
と

し
て
は
平
地
農
業
地
域
で
あ
り
、
表
1
に
あ

る
よ
う
に
、
水
稲
と
果
樹
を
主
た
る
作
目
と

す
る
農
村
で
あ
る
。（
写
真
１
）

鶴
田
町
で
は
一
九
九
五
年
か
ら
続
く
人
口

減
少
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
に
町
内
の
小
学

校
を
一
校
に
統
合
し
た
。
こ
の
た
め
本
論
で

と
り
あ
げ
る
水
元
中
央
小
学
校
は
じ
め
、
廃

校
の
利
活
用
策
の
立
案
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。　�

　
鶴
田
町
の
農
業
を
め
ぐ
る
課
題

鶴
田
町
の
農
業
に
関
す
る
問
題
点
と
し
て
、

後
継
ぎ
が
い
な
い
こ
と
、
兼
業
農
家
が
減
少

1

し
て
い
る
こ
と
、
就
農
者
の
高
齢
化
が
挙
げ

ら
れ
る
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
（
表
２
）
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
、
同
居
農
業
後
継
者
が
い

る
農
家
の
割
合
が
五
八
・
八
%
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
五
年
に
は
三
二
・
一
%
と
な
っ
て
お

り
、
十
五
年
間
で
二
六
・
七
%
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
農
林
業
経
営
体
調
査
に

よ
る
と
、
全
国
と
鶴
田
町
に
お
い
て
、
主
副

業
別
経
営
体
数
の
割
合
の
変
動
は
、
同
じ
よ

表１　�鶴田町での農業生産の概要�
（農林水産省 わがマチ・わがムラ）

産出額(千万円) 経営体数

米 175 461
麦類 0 1
雑穀 0 -
豆類 5 25
いも類 0 1
野菜 22 54
果実 562 838
花き 1 15
工芸農作物 0 -
種苗・苗木類・その他 8 -
合計 773 976 

う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
二
〇
二
〇
年
で
は
、

主
業
の
割
合
が
、
全
国
は
、
二
二
・
三
%
で

あ
る
の
に
対
し
、
鶴
田
町
は
、
五
一
・
四
%

で
あ
り
、
副
業
の
割
合
が
、
全
国
は
、
六

四
・
〇
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
鶴
田
町
は
三

八
・
八
％
で
あ
る
（
図
２
）。

よ
っ
て
、
鶴
田
町
で
は
、
比
較
的
副
業
で

農
業
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
主
業
と

し
て
農
業
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
農
家
と

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

写真１　�Google earthにより作成，境界線は農業集落境界を示す
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図２　全国と鶴田町の主副業別経営体数の割合（農林業センサス）

表２　全国と鶴田町の農業後継者の有無別農家数	 （農林業センサス）
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農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
全
国
の
傾

向
と
同
じ
く
、
鶴
田
町
の
就
農
者
の
平
均
年

齢
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か

け
て
八
歳
ほ
ど
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

が
わ
か
る
（
表
３
）。

鶴
田
町
果
樹
産
地
協
議
会
が
策
定
し
た
第

四
期
鶴
田
町
果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
に
よ

る
と
、
産
地
の
維
持
の
た
め
に
は
、
新
規
就

農
者
の
育
成
・
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
経
営
力
を
高
め
る
支
援

や
省
力
樹
形
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
新
規
就

農
者
の
確
実
な
定
着
を
目
標
と
し
て
い
る
。

協
議
会
で
は
、
果
樹
生
産
者
の
減
少
や
高

齢
化
の
急
速
な
進
行
、
担
い
手
や
補
助
労
働

力
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

労
働
生
産
性
向
上
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
省
力
樹
形
栽
培
（
高
密
植
低

樹
高
栽
培
、
超
高
密
植
栽
培
等
）
な
ど
新
技

術
を
取
り
入
れ
た
改
植
や
、
リ
モ
コ
ン
・
自

動
式
の
除
草
機
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
薬

剤
散
布
等
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
向
け
て
検

討
し
て
お
り
、
今
後
導
入
す
べ
き
新
技
術
と

し
て
、
機
械
作
業
体
系
・
省
力
樹
形
を
導
入

し
た
モ
デ
ル
産
地
の
育
成
や
、
軽
量
化
が
図

ら
れ
る
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
・
自
動
収
穫
機
の

導
入
な
ど
を
挙
げ
、
鶴
田
町
が
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
普
及
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
も
主
力
作
物
で
あ
っ
た

コ
メ
と
り
ん
ご
と
の
複
合
経
営
可
能
な
振
興

作
物
に
対
す
る
助
成
を
町
独
自
に
行
っ
て
い

る
。
特
に
令
和
三
年
度
以
降
は
、
振
興
作
物

に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
三
つ
を
指
定
し
て
、
初
期
投
資
額

の
最
大
四
分
の
三
、
拡
大
投
資
額
の
最
大
二

分
の
一
（
双
方
と
も
上
限
額
あ
り
）
を
助
成

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　�

鶴
田
町
で
廃
校
と
な
っ
て
い
る
鶴
田

町
立
旧
水
元
中
央
小
学
校

水
元
中
央
小
学
校
は
、
妙
堂
崎
・
水
元

（
本
校
・
田
の
尻
分
校
）
が
統
合
し
、
二
〇
〇

六
年
に
開
校
し
た
学
校
で
あ
る
。
鶴
田
町
内

で
は
最
も
新
し
い
学
校
だ
っ
た
が
、
児
童
数

減
少
に
よ
る
小
学
校
の
統
合
と
再
編
で
、
二

〇
一
九
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
し
た
。

水
元
中
央
小
学
校
は
、
広
大
な
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
施
設
内
は
、

建
築
年
が
二
〇
〇
二
年
で
あ
り
、
校
舎
屋
上

の
劣
化
や
外
壁
の
部
分
的
な
劣
化
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
概
ね
良
好

な
状
態
を
保
っ
て
い
る
。

鶴
田
町
の
農
業
の
課
題
を
改
善
し
て
い
く

た
め
に
、
現
在
廃
校
と
な
っ
て
い
る
水
元
中

央
小
学
校
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推

進
し
て
、
機
械
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
農
業

の
負
担
を
減
ら
し
、
兼
業
農
家
を
増
や
し
つ

つ
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
学
び
場
と
し
て
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
規
就
農
者
を

呼
び
込
む
と
い
う
事
業
を
考
え
、
以
下
の
提

案
を
作
成
し
た
。

2

表３　全国と鶴田町の就農者の平均年齢（農林業センサス）

2000 全国 54.4 61.1 62.2 60.3

鶴田町 52.7 56.9 57.6 56.6

2005 全国 56.7 63.2 64.2

鶴田町 55.6 59.2 59.6 59.3

2010 全国
鶴田町 56.9 61.7 62.4 61.3

2015 全国 60.0 66.4 67.0 64.6

鶴田町 58.7 62.5 63.5 63.2 39.6

2020 全国 62.3 67.8 65.5

鶴田町 61.1 64.9 64.1

同居後継者年 農業従事者 農業就業人口 基幹的農業従事者
自営農業従事日数
が150日以上の人
（農業専従者）
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鶴
田
町
の
持
つ
課
題
や
強
み
を
考
え
、
水

元
中
央
小
学
校
を
鶴
田
町
で
の
新
規
就
農
者

創
出
の
拠
点
に
す
る
こ
と
と
、
水
元
中
央
小

学
校
を
ス
マ
ー
ト
農
業
の
学
び
場
に
す
る
と

い
う
二
つ
の
事
業
を
提
案
す
る
。

㈠
　
提
案
の
モ
デ
ル

事
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
か
な
さ
笑
楽
校

（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）
と
チ
バ
ニ
ア
ン
兼

業
農
学
校
（
千
葉
県
長
生
郡
睦
沢
町
）
を
参

考
に
し
た
。

金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設
「
か
な
さ

笑
楽
校
」
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
閉
校
し

た
旧
金
砂
小
学
校
を
改
修
し
、
豊
か
な
自
然

体
験
や
生
活
体
験
が
で
き
る
宿
泊
可
能
な
体

験
交
流
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
農
作
業
体

験
・
自
然
探
索
の
ほ
か
、
そ
ば
打
ち
・
青
大

豆
豆
腐
作
り
・
ピ
ザ
石
窯
焼
体
験
な
ど
の
で

き
る
施
設
で
あ
る
。
宿
泊
室
が
十
三
室
あ
り
、

八
十
四
人
ま
で
の
宿
泊
が
可
能
で
、
大
人
は

素
泊
ま
り
一
泊
二
千
百
円
か
ら
楽
し
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

チ
バ
ニ
ア
ン
兼
業
農
学
校
は
、
兼
業
で
農

家
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
実
践
的
な
民

間
ス
ク
ー
ル
で
あ
り
、
就
農
に
お
け
る
最
大

の
ハ
ー
ド
ル
で
あ
る
農
地
取
得
、
営
農
計
画

策
定
、
新
規
就
農
者
認
定
、
融
資
書
類
作
成

な
ど
を
実
際
の
農
政
担
当
者
や
融
資
担
当
者

が
伴
走
し
な
が
ら
指
導
し
、
短
期
間
で
農
業

者
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
兼
業
で
あ
り
な
が
ら
、
収
益
を
省
力
で

上
げ
る
た
め
の
六
次
産
業
化
と
し
て
、
ネ
ッ

ト
通
販
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
農
泊
、

体
験
農
業
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
簡
易
栽
培

な
ど
の
講
義
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

㈡
　�

ス
マ
ー
ト
農
業
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

町
役
場
が
主
体
と
な
っ
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
っ
て
い
く
と
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
設

備
や
研
修
の
講
師
を
集
め
る
と
な
る
と
経
費

の
問
題
が
あ
る
た
め
、
今
回
は
外
部
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

経
費
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
た
。

　
　
外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
に
よ
る
準
備

コ
ス
ト
の
抑
制

水
元
中
央
小
学
校
を
就
農
に
関
す
る
知
識

の
学
び
場
の
拠
点
と
す
る
事
業
と
し
て
、

Inaho

株
式
会
社
が
提
供
し
て
い
る
実
践
的

就
農
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「inaho

の
穂
」
を
活

用
す
る
。

「inaho

の
穂
」
と
は
、
新
規
就
農
を
考
え

て
い
る
人
が
、
全
国
の
篤
農
家
か
ら
直
接
、

就
農
時
に
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
、
作
業
の

コ
ツ
、
経
営
数
字
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
実

1

践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は

宿
泊
を
伴
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
で
あ
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
鑑
み
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ビ

デ
オ
通
話
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
し
て

い
る
。

前
記
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用

し
、
新
規
就
農
者
や
鶴
田
町
の
就
農
者
を
対

象
に
水
元
中
央
小
学
校
の
教
室
で
「inaho

の
穂
」
を
体
験
で
き
る
事
業
を
考
え
た
。
水

元
中
央
小
学
校
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
設
置

し
、
水
元
中
央
小
学
校
とInaho

株
式
会
社

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
授
業
を
受
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
水
元
中

央
小
学
校
を
就
農
に
関
す
る
知
識
の
学
び
場

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
規
就
農
者
は
、

就
農
地
選
択
の
時
に
研
修
先
が
あ
っ
た
か
を

重
視
し
て
い
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
、
研
修
先
に
関
す
る
問
題
は
取
り
除
く
こ

と
が
で
き
、
す
で
に
就
農
を
行
っ
て
い
た
人

た
ち
に
と
っ
て
も
、
鶴
田
町
に
い
な
が
ら
、

農
業
に
関
す
る
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
、
新
規
就
農
者
と
鶴
田
町

の
就
農
者
の
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
事
業
で
あ
る
。

　
　�

ス
マ
ー
ト
農
業
の
多
様
性
に
対
応
す

る
た
め
の
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の

活
用

ス
マ
ー
ト
農
業
を
進
め
る
う
え
で
課
題
と

し
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
が
高
額
で
あ
る
こ
と

や
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
の
育
成
に
時
間
を
要
す

2

二
．
事
業
提
案
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る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
鶴

田
町
で
参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、Inaho

株
式
会
社
が
提
供
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
・
機

械
の
サ
ブ
ス
ク
化
、RaaS

（Robotas
a 

service

）
化
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
無
償
で
レ
ン

タ
ル
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
収
穫
し
た
量
に
応
じ

た
利
用
料
が
発
生
す
る
も
の
で
、
利
用
料
は

野
菜
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
スRaaS

は
、
自

動
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
へ

導
入
し
、
収
穫
作
業
の
自
動
化
や
省
力
化
を

通
じ
て
労
働
力
不
足
の
解
消
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
特
徴
と
し
て
は
、

収
穫
適
期
の
作
物
を
画
像
認
識
で
判
断
し
て
、

自
動
収
穫
で
き
る
こ
と
や
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
間
に
白
い
線
を
設
置
す
る
だ
け
で
自
動
走

行
で
き
る
こ
と
、
夜
間
で
も
走
行
可
能
で
あ

る
こ
と
、
充
電
式
で
連
続
稼
働
、
夜
間
収
穫

が
可
能
な
た
め
、
収
穫
作
業
の
負
担
が
大
き

く
減
少
す
る
と
い
っ
た
点
が
あ
る
。

鶴
田
町
が
、
農
業
生
産
力
の
向
上
と
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
補
助
金
を
交
付
し

支
援
を
行
っ
て
い
る
鶴
田
町
振
興
作
物
の
一

つ
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
あ
る
。
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
の
作
付
け
を
行
う
農
業
者
に
対
し
、

Inaho

株
式
会
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
農
家
で
あ
る
人
は
作
業
時
間
の
短
縮

化
や
作
業
の
負
担
軽
減
が
で
き
る
。
ま
た
、

新
規
就
農
者
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
農
家
を
目
指

技
術
を
得
ら
れ
る
こ
と
や
様
々
な
作
物
に
関

す
る
知
識
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
知
識
や
技
術
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待

で
き
る
。

ま
た
、
政
府
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

に
よ
り
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
方
を
活
性
化
し
、
持
続
可
能
な
経
済
社
会

を
目
指
す
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
を
設
け

た
。
こ
の
交
付
金
の
対
象
事
業
例
と
し
て
、

人
手
不
足
に
対
応
す
る
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ

ト
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

提
案
し
た
二
つ
の
事
業
は
、
対
象
事
業
例

に
適
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
町
役
場
と
し
て

は
、
国
か
ら
事
業
の
立
ち
上
げ
に
必
要
な

ハ
ー
ド
/
ソ
フ
ト
経
費
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
更

な
る
経
費
の
削
減
が
期
待
さ
れ
る
。

す
人
は
、
短
時
間
で
作
業
が
で
き
る
た
め
兼

業
農
家
と
し
て
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

前
記
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収
穫
ロ
ボ
ッ
ト
の

研
修
を
水
元
中
央
小
学
校
で
実
施
す
る
。
教

室
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
機
械
操
作
方

法
な
ど
を
座
学
で
学
び
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
収

穫
ロ
ボ
ッ
ト
を
実
際
に
操
作
す
る
研
修
は
、

校
庭
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
学
校

の
校
庭
で
行
う
。
こ
の
こ
と
で
、
水
元
中
央

小
学
校
を
ス
マ
ー
ト
農
業
の
学
び
場
の
拠
点

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

㈢
　
二
つ
の
事
業
の
ま
と
め

提
案
し
た
二
つ
の
事
業
は
、
鶴
田
町
内
の

既
存
の
農
家
に
と
っ
て
は
ス
マ
ー
ト
農
業
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
得
ら
れ
る
こ
と
や
後

継
ぎ
問
題
の
解
消
に
つ
な
が
る
こ
と
、
新
規

就
農
者
に
と
っ
て
は
経
験
豊
富
な
農
家
か
ら

三
．
受
講
者
・
新
規
就
農
者
の
獲
得
に
む
け
た
工
夫

㈠
　
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る

地
域
の
新
規
就
農
者
の
増
加
に
は
、
ま
ず

地
域
の
農
業
や
農
作
物
に
関
心
を
持
っ
て
く

れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
事
業
を
考
え
た
い
。

水
元
中
央
小
学
校
で
の
体
験
事
業
の
例
と

し
て
、
松
山
空
港
（
愛
媛
県
松
山
市
）
が
、
二

〇
一
七
年
七
月
二
十
日
、
一
階
到
着
ロ
ビ
ー

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「O

range BA
R

」
内
に
、

蛇
口
か
ら
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
が
出
る
「
み

か
ん
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
」
を
設
置
し
た
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
を
、
水
元
中
央
小
学
校
の
蛇
口

で
、
り
ん
ご
や
ぶ
ど
う
、
お
う
と
う
、
も
も

と
い
っ
た
鶴
田
町
の
果
樹
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
作
物
で
行
う
。

実
現
す
れ
ば
、
こ
れ
を
観
光
の
資
源
と
し
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て
活
用
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
鶴
田
町
の
農

業
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
人
を
増
や
す
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

さ
ら
に
、
果
樹
ご
と
に
様
々
な
品
種
を
そ

れ
ぞ
れ
の
蛇
口
で
味
わ
え
る
も
の
に
し
、
消

費
者
の
味
に
対
す
る
評
価
を
聞
け
る
よ
う
な

仕
組
み
を
整
え
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
は
、

た
だ
原
料
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
も
行
え
る
。
そ
の
た
め
、

農
家
が
、
第
四
期
鶴
田
町
果
樹
産
地
構
造
改

革
計
画
で
生
産
目
標
と
さ
れ
て
い
る
優
良
品

種
へ
の
更
新
や
新
品
種
の
導
入
・
拡
大
を

行
っ
て
い
く
際
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

㈡
　
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
周
知

地
域
に
新
規
就
農
者
を
呼
び
込
む
た
め
に

活
用
で
き
る
も
の
と
し
て
、
農m

ers
が
あ

る
。
農m

ers

と
は
、
マ
イ
ナ
ビ
農
業
が
リ

リ
ー
ス
し
た
ア
プ
リ
で
あ
り
、
農
業
を
や
り

た
い
人
と
農
場
を
つ
な
ぐ
ア
プ
リ
と
な
っ
て

い
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
案
件
の
作
成
や
オ

フ
ァ
ー
の
受
信
な
ど
農
家
と
農
作
業
を
手
伝

い
た
い
人
を
つ
な
ぐ
機
能
が
無
料
で
利
用
可

能
で
あ
る
こ
と
、
農
作
業
を
す
る
人
と
農
家

が
マ
ッ
チ
し
た
後
は
、
チ
ャ
ッ
ト
で
会
話
で

き
、
連
絡
が
取
り
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。農m

ers

を
活
用
し
た
事
例
と
し
て
、
農

m
ers Cafe

（
東
京
都
中
央
区
人
形
町
）
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
農
家
と
消
費
者
を
リ
ア
ル

な
場
で
繋
ぎ
、
農
業
関
係
人
口
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
作
ら
れ
た
。
通
常
は
全
国
各
地

の
農
業
情
報
を
得
ら
れ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
。
そ
の
他
の
活

用
方
法
と
し
て
は
、
利
用
者
の
要
望
に
応
じ

て
、
ス
ペ
ー
ス
を
貸
し
切
り
、
農
家
が
農
作

物
の
販
売
や
農
業
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、

自
治
体
に
よ
る
地
域
振
興
を
目
的
と
し
た
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
や
移
住
・
就
農
相
談
会
を
開
催

し
た
り
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
人
材
交
流
の

場
と
し
て
の
活
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

鶴
田
町
で
も
水
元
中
央
小
学
校
の
教
室
を

活
用
し
て
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
と
し
、

そ
こ
で
、
事
例
の
よ
う
に
農
家
が
農
作
物
を

販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
振
興
を
目
的
と

し
た
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
、
移
住
・
就
農
の
相
談

会
を
行
う
こ
と
で
、
農
家
と
消
費
者
、
農
家

と
他
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
が
就
農
を
考
え

て
い
る
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

鶴
田
町
の
道
の
駅
で
農
家
の
方
は
農
作
物

を
販
売
し
て
い
る
が
、
消
費
者
と
直
接
関
わ

る
機
会
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ア
ル
な

場
で
消
費
者
と
繋
が
り
、
農
作
物
の
感
想
を

直
接
も
ら
え
る
こ
と
は
、
農
家
に
と
っ
て
今

後
の
農
作
物
栽
培
の
改
善
に
役
立
つ
も
の
に

な
る
だ
ろ
う
。

四
．
町
役
場
か
ら
の
反
応
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今
後
の
展
望

町
役
場
に
対
し
、
前
記
の
提
案
を
行
っ
た

と
こ
ろ
副
町
長
か
ら
は
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
頂
く

こ
と
が
で
き
た
。
事
業
の
提
案
内
容
が
、
町

役
場
や
鶴
田
町
の
住
民
の
方
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
町
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
外
部
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
を
活
用

し
、
経
費
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
点
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
反
応
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
要
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

鶴
田
町
に
限
ら
ず
、
地
域
に
と
っ
て
ス

マ
ー
ト
農
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
ど
の

地
域
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
地
域
の
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
は
、

新
規
就
農
者
が
地
域
に
暮
ら
し
、
就
農
を
続

け
て
く
れ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
際
に
、
重
要
な
の
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
新
規
就
農

者
が
入
っ
て
い
き
や
す
く
、
受
け
入
れ
る
側

も
新
規
就
農
者
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
あ

る
。鶴

田
町
に
は
「
緑
の
会
」
と
い
う
二
十
～

四
十
代
の
比
較
的
若
い
農
家
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
あ
る
。
十
月
十
三
日
に
弘
前
大
学
人

文
社
会
科
学
部
社
会
調
査
実
習
で
緑
の
会
と

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、

会
長
に
対
し
、
新
規
就
農
者
に
対
し
て
の
考

え
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
会
長
は
、
新
規

就
農
者
の
中
に
は
、
緑
の
会
の
よ
う
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
入
ら
ず
、
地
域
の
人
と
の
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交
流
を
し
な
い
で
農
業
を
始
め
よ
う
と
す
る

人
が
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
か
ら
い
き
な

り
農
業
を
学
び
た
い
と
い
わ
れ
て
も
信
頼
関

係
が
作
ら
れ
て
お
ら
ず
、
す
ぐ
に
受
け
入
れ

よ
う
と
は
思
え
な
い
た
め
、
人
と
の
つ
な
が

り
を
作
ろ
う
と
し
な
い
人
た
ち
は
利
用
で
き

る
機
会
を
自
ら
放
棄
し
て
い
て
も
っ
た
い
な

い
と
い
う
旨
を
述
べ
て
い
た
。

今
後
も
社
会
調
査
実
習
を
通
し
て
、
緑
の

会
と
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
て
い
く
予

定
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
会
長
が
指
摘
す
る

よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
を
整
え
て
い
け
ば
良
い
の
か
考

え
て
い
き
た
い
。
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別
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秀
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潜
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し
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で
き
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㈠
　
研
究
の
背
景

一
）
本
研
究
に
至
っ
た
経
緯

私
た
ち
東
京
農
業
大
学
経
営
戦
略
研
究
室

渋
谷
ゼ
ミ
は
、
渋
谷
教
授
が
企
業
参
入
を
研

究
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
文
献
講
読
や

現
場
見
学
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
環
境
に
触
発
さ
れ
て
、
私
た
ち
は
企
業
、

特
に
大
手
企
業
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
興
味

を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
年
ゼ
ミ
生

十
四
名
が
全
員
で
手
分
け
を
し
て
各
地
の
農

業
参
入
事
例
に
つ
い
て
、
単
独
で
調
査
研
究

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

既
往
研
究
に
お
い
て
企
業
が
農
業
参
入
す

る
理
由
や
参
入
後
に
農
業
が
本
体
企
業
に
与

え
る
効
用
は
一
部
の
事
例
を
通
じ
て
は
解
明

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
事
例
数
に
つ
い

て
は
限
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
企
業
の
農

業
参
入
が
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
と
推
察
し

た
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
を
よ
り
深
く
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
金
融
業
、

建
設
業
、
小
売
業
、
食
品
製
造
業
、
鉄
道
業

の
五
つ
の
業
種
か
ら
各
自
一
社
、
合
計
十
四

社
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。

研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
、
わ
が
国
農
業

の
諸
問
題
の
中
で
も
特
に
後
継
者
不
足
の
解

決
策
と
し
て
企
業
の
農
業
参
入
が
大
き
な
役

割
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
農
業

参
入
法
人
へ
の
就
農
に
焦
点
を
あ
て
て
研
究

を
進
め
て
き
た
。

二
）
わ
が
国
農
業
の
現
状
認
識

わ
が
国
の
食
料
自
給
率
は
長
期
的
に
低
減

傾
向
に
あ
る
。
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
、

大
豆
等
は
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
昨
今
の

世
界
情
勢
も
あ
り
食
料
の
安
定
供
給
へ
の
不

安
が
高
ま
る
中
で
、
食
料
自
給
率
を
向
上
す

べ
く
、
政
策
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
も
原
因
の
一

つ
と
な
っ
て
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
て
い
る

［
１
］。
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
七
五
年

か
ら
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
増
加
し
続
け
、

面
積
は
約
四
倍
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
問
題

は
因
果
関
係
が
複
雑
に
絡
ん
で
お
り
、
抜
本

的
な
解
決
が
求
め
ら
れ
る
。

三
）
就
農
者
確
保
の
必
要
性

わ
が
国
農
業
の
大
き
な
問
題
で
あ
る
就
農

者
に
着
目
す
る
と
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

減
少
と
と
も
に
、
依
然
と
し
て
六
十
五
歳
以

上
の
農
業
従
事
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
［
２
］。
図
２
を
み
る
と
基
幹
的
農

業
従
事
者
は
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇

年
に
か
け
て
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
六
十

五
歳
以
上
を
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
か
ら
二

〇
二
〇
年
に
か
け
て
大
き
な
変
化
は
な
い
。

一
．
は
じ
め
に

一
方
で
、
図
３
を
み
る
と
新
規
就
農
者
は

一
九
八
〇
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
大

幅
に
減
少
し
て
い
る
［
３
］。
こ
れ
ら
か
ら
、

わ
が
国
農
業
の
就
業
者
数
は
国
内
の
食
料
安

全
保
障
の
観
点
、
農
地
の
維
持
を
通
じ
た
国

土
保
全
に
大
き
く
関
係
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、

十
分
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

図１：耕作放棄地面積の推移

出所：農林水産省「農林業センサス」
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㈢
　
研
究
の
目
的

本
研
究
は
、
大
企
業
の
農
業
参
入
法
人
へ

の
雇
用
就
農
に
よ
る
就
農
者
拡
大
の
可
能
性

を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

㈡
　
研
究
の
問
題
意
識

国
内
の
新
規
雇
用
就
農
者
数
の
増
加
を
踏

ま
え
［
４
］、
職
業
と
し
て
農
業
に
興
味
の
あ

る
若
者
が
い
た
場
合
に
も
、
就
農
時
の
負
担

に
よ
り
自
営
就
農
に
踏
み
切
れ
な
い
場
合
が

み
ら
れ
る
。

齋
藤
（
二
〇
一
二
）
に
よ
る
と
、
農
業
法

人
へ
の
雇
用
就
農
が
増
加
す
る
一
方
で
、
零

細
企
業
で
あ
る
農
業
法
人
へ
の
就
農
に
対
す

る
不
安
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に

つ
い
て
、
大
手
企
業
が
設
立
し
た
農
業
参
入

法
人
に
雇
用
就
農
し
た
場
合
に
、
大
企
業
の

経
営
シ
ス
テ
ム
が
雇
用
就
農
時
の
不
安
を
取

り
除
く
可
能
性
が
あ
る
。

図２：基幹的農業従事者数と65歳以上の農業従事者数の推移

出所：農林水産省「農林業センサス」
注）2020年の65歳以上はデータなし

図３：新規就農者数の推移

出所：農林水産省「農林業センサス」
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が
、
二
〇
二
一
年
に
は
一
万
千
五
百
七
十
人

へ
と
微
増
し
て
い
る
。
新
規
参
入
者
は
毎
年

三
千
五
百
人
前
後
で
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

二
）
自
営
就
農
と
雇
用
就
農
の
違
い

こ
こ
で
、
自
営
就
農
と
雇
用
就
農
の
違
い

に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
新
規
就
農

者
調
査
に
お
い
て
、
新
規
自
営
就
農
者
の
定

義
は
家
族
経
営
体
の
世
帯
員
で
、
調
査
期
日

前
一
年
間
の
生
活
の
主
な
状
態
が
「
学
生
」

か
ら
「
自
営
農
業
へ
の
従
事
が
主
」
に
な
っ

た
も
の
及
び
「
ほ
か
に
雇
わ
れ
て
勤
務
が

主
」
か
ら
「
自
営
農
業
へ
の
従
事
が
主
」
に

な
っ
た
者
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
区
分
は
い

ず
れ
も
自
営
就
農
で
あ
り
、
農
業
生
産
法
人

数
（
現
農
地
所
有
適
格
法
人
）
の
急
拡
大
が

始
ま
る
前
の
一
九
九
〇
年
代
ま
で
は
農
業
へ

の
就
職
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
が

中
心
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
新
規
参
入
者

は
調
査
期
日
一
年
間
に
土
地
や
資
金
を
独
自

に
調
達
（
相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
親
の
農
地

を
譲
り
受
け
た
場
合
を
除
く
）
し
、
新
た
に

農
業
経
営
を
開
始
し
た
経
営
の
責
任
者
及
び

共
同
経
営
者
で
あ
る
。

新
規
雇
用
就
農
者
は
調
査
期
日
前
一
年
間

に
新
た
に
法
人
等
に
常
雇
い
（
年
間
七
か
月

以
上
）
と
し
て
雇
用
さ
れ
、
農
業
に
従
事
し

た
者
（
外
国
人
研
修
生
及
び
外
国
人
技
能
実

習
性
並
び
に
雇
用
さ
れ
る
直
前
の
就
業
状
態

が
農
業
従
事
者
で
あ
っ
た
場
合
を
除
く
）
で

あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
農
業
生
産
法
人
数

が
急
増
し
だ
し
た
二
〇
〇
〇
年
以
降
増
加
し

㈠
　
新
規
就
農
の
現
状

一
）
新
規
就
農
者
の
区
分
別
推
移

農
林
水
産
省
の
新
規
就
農
者
調
査
で
、
新

規
自
営
就
農
者
と
新
規
雇
用
就
農
者
及
び
新

規
参
入
者
の
直
近
十
年
間
の
推
移
（
図
４
）

を
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。

新
規
自
営
農
業
就
農
者
は
毎
年
の
増
減
に
少

し
波
は
あ
る
も
の
の
、
二
〇
一
二
年
に
は
四

万
四
千
九
百
八
十
人
で
あ
っ
た
の
が
二
〇
二

一
年
に
は
三
万
六
千
八
百
九
十
人
ま
で
減
少

し
て
い
る
。
一
方
で
、
新
規
雇
用
就
農
者
が

二
〇
一
二
年
は
八
千
四
百
九
十
人
で
あ
っ
た

二
．
新
規
就
農
及
び
企
業
の
農
業
参
入
に
関
す
る
現
状

図４：新規就農者の区分別推移

出所：農林水産省　新規就農者調査
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た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
研
究
の
対
象
と
し

て
い
る
参
入
法
人
に
雇
用
さ
れ
る
形
で
の
就

農
も
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
に
入
っ
て
い
る
。
新

規
就
農
者
全
体
が
伸
び
悩
む
中
で
、
こ
の
部

分
だ
け
は
微
増
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

㈡
　
企
業
の
農
業
参
入
の
現
状

一
）
農
業
法
人
の
拡
大

現
在
の
農
地
所
有
適
格
法
人
の
推
移
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。
農
業
法
人
の
う
ち
農

地
所
有
が
可
能
な
農
地
所
有
適
格
法
人
（
旧

農
業
生
産
法
人
）
の
数
は
年
々
増
大
し
て
お

り
、
直
近
の
調
査
で
は
二
万
法
人
を
超
え
て

い
る
（
図
５
）。
こ
れ
ら
の
総
経
営
面
積
は
二

〇
二
一
年
三
月
一
日
時
点
で
五
十
九
万
四
千

三
百
七
十
六
ha
と
な
っ
て
お
り
、
法
人
数
あ

た
り
二
十
九
・
七
ha
と
な
る
［
５
］。
こ
れ
は

わ
が
国
の
農
家
の
平
均
耕
作
面
積
三
・
二
ha

（
農
林
水
産
省　

農
地
に
関
す
る
統
計
）
の

十
倍
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
農
業
法
人
は
大
規
模
化
が
進
ん
で
お
り
、

経
営
者
以
外
の
雇
用
就
業
者
が
多
い
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

二
）�

企
業
の
農
業
参
入
に
お
け
る
大
企
業
の

拡
大

企
業
の
農
業
参
入
は
二
〇
〇
三
年
の
い
わ

ゆ
る
「
農
地
リ
ー
ス
特
区
」
か
ら
始
ま
っ
た

（
図
６
）。
そ
の
時
点
で
の
参
入
企
業
は
雇
用

維
持
が
目
的
の
建
設
業
や
、
自
社
生
産
に
よ

る
他
社
と
の
差
別
化
が
目
的
の
食
品
産
業
が

図５：農地所有適格法人数の推移

出所：農林水産省経営局調べ
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多
く
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
中
小
企
業
の
意
思
決
定
の

速
さ
が
理
由
で
あ
る
。
そ
の
後
二
〇
〇
九
年

に
も
農
地
法
改
正
と
い
う
根
本
的
な
法
律
の

改
正
に
よ
り
、
社
会
的
に
も
注
目
、
周
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
中
小
企
業

よ
り
も
大
企
業
の
農
業
参
入
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
渋
谷
［
６
］
は
述
べ

て
い
る
。

 
図６：農地リース法人数の推移

出所：農林水産省経営局調べ
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㈠
　
調
査
方
法

「
一
．
は
じ
め
に
」
の
研
究
背
景
に
あ
る
よ

う
に
、
ゼ
ミ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
大
企
業

各
社
の
農
業
参
入
の
特
徴
、
農
業
参
入
の
理

由
や
参
入
後
に
本
体
企
業
に
与
え
る
効
用
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
二
〇
二
二
年
七
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

行
っ
た
（
写
真
１
、
２
）。
調
査
対
象
企
業
は

金
融
業
、
建
設
業
、
小
売
業
、
食
品
業
、
鉄

道
業
の
五
つ
の
業
種
か
ら
十
四
社
選
択
し
た
。

一
社
を
除
い
て
全
て
の
企
業
が
東
京
証
券
取

引
所
に
上
場
し
て
い
る
大
企
業
で
あ
る
。
こ

の
過
程
で
、
農
業
参
入
企
業
は
一
般
の
農
業

法
人
の
雇
用
就
農
と
は
異
な
る
特
徴
が
あ
る

と
の
仮
説
が
得
ら
れ
た
た
め
、
参
入
企
業
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
社
員
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
前
記
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
の
際
に
現
在
農
業
参
入
法
人
に
在
籍
し

て
い
る
正
社
員
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
実
施
し
た
。
こ
れ
は
正
社
員
に
限
っ

て
行
っ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム

従
業
員
は
正
社
員
と
違
い
、
農
業
を
継
続
し

て
い
く
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め

で
あ
る
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
調
査
の
対
象

に
も
な
っ
て
い
な
い
。

基
本
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
現
地
で
聞

き
取
り
に
よ
り
実
施
し
、
一
部
の
企
業
は
後

日
郵
送
で
回
答
を
回
収
し
た
。
回
収
さ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
数
は
十
三
社
、
そ
の
う
ち
有
効

回
答
数
は
十
社
で
あ
っ
た
。

㈡
　
調
査
項
目

調
査
項
目
は
、
農
業
参
入
法
人
に
在
籍
し

て
い
る
正
社
員
の
属
性
・
経
歴
、
大
企
業
が

農
業
参
入
し
た
際
に
農
業
参
入
法
人
側
が
農

業
経
営
の
強
み
と
感
じ
て
い
る
点
、
人
材
募

集
の
際
に
重
要
視
し
て
い
る
点
に
加
え
、
採

用
す
る
際
の
人
物
の
評
価
要
素
、
な
ど
で
あ

る
。

㈢
　
集
計
対
象
企
業
十
社
の
概
要

以
下
、
今
回
集
計
を
行
っ
た
十
社
の
本
体

企
業
と
農
業
参
入
法
人
の
概
要
を
述
べ
る

（
表
１
）。

鹿
児
島
市
に
本
店
を
お
く
金
融
Ａ
社
は
、

地
元
の
代
表
的
地
方
銀
行
で
あ
り
、
従
業
員

数
は
二
千
百
二
十
六
名
で
あ
る
。
地
方
の
農

業
の
解
決
課
題
と
本
体
企
業
の
経
営
多
角
化

を
目
的
に
、
二
〇
一
六
年
に
農
業
参
入
法
人

ａ
社
を
設
立
し
た
。
現
在
、
一
・
〇
ha
の
農

地
で
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
タ
マ
ネ
ギ
、

オ
リ
ー
ブ
を
栽
培
し
て
い
る
。

千
葉
市
に
本
店
を
お
く
金
融
Ｂ
社
は
、

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
資
本
規
模
を
誇
る
地
方
銀

行
で
あ
る
。
従
業
員
数
は
四
千
七
十
名
で
あ

三
．
調
査
研
究
の
方
法

写真１：インタビュー調査

写真２：圃場現地視察
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る
。
地
方
銀
行
全
体
と
し
て
地
方
人
口
の
減

少
や
ネ
ッ
ト
バ
ン
ク
な
ど
に
よ
る
減
益
傾
向

が
み
ら
れ
る
中
で
、
緩
や
か
な
が
ら
収
益
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

Ｂ
社
は
そ
う
し
た
中
で
、
持
続
可
能
な
農
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
農
家
に
示
す

こ
と
で
、
地
域
農
業
の
発
展
へ
の
寄
与
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
二
〇
一
八

年
に
同
行
と
県
内
企
業
の
共
同
出
資
で
農
業

参
入
企
業
ｂ
社
を
設
立
し
た
。
現
在
、
推
定

十
一
・
六
ha
の
農
地
で
、
米
と
に
ん
に
く
を

生
産
し
て
い
る
。

大
阪
市
に
本
社
を
お
く
建
設
Ｃ
社
は
、
い

わ
ゆ
る
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
で
、
シ
ー
ル
ド
工

法
・
免
震
工
法
な
ど
に
高
い
技
術
力
を
保
有

し
て
い
る
。
従
業
員
数
は
二
千
七
十
二
名
で

あ
る
。
食
料
安
全
保
障
と
地
域
荒
廃
の
課
題

解
決
、
本
体
企
業
の
収
益
の
多
角
化
を
目
的

に
、
二
〇
二
一
年
に
長
野
県
内
の
企
業
と
共

に
農
業
参
入
法
人
ｃ
社
を
設
立
し
た
。
現
在

は
〇
・
一
ha
の
農
地
で
、
夏
秋
い
ち
ご
を
生

産
し
て
い
る
。

山
形
市
に
本
社
を
お
く
小
売
Ｄ
社
は
、
山

形
県
、
宮
城
県
に
食
品
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
展
開
す
る
小
売
業
で
あ
る
。
従
業
員
数

は
八
百
六
十
二
名
で
あ
る
。
農
業
参
入
法
人

ｄ
社
は
、
担
い
手
不
足
・
耕
作
放
棄
地
の
解

消
な
ど
の
県
内
の
農
業
の
課
題
解
決
の
た
め

設
立
さ
れ
た
。
現
在
は
十
三
ha
で
、
主
に
中

玉
ト
マ
ト
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
生
産
を
行
っ

て
い
る
。

富
山
県
射
水
市
に
あ
る
小
売
Ｅ
社
は
、
同

県
を
中
心
と
し
て
五
県
に
六
十
六
店
舗
を
展

開
す
る
食
品
小
売
業
で
あ
る
。
従
業
員
数
は

三
千
二
百
七
十
三
名
で
、「
食
を
通
じ
て
地

域
の
皆
様
の
健
康
で
豊
か
な
生
活
に
貢
献
し

ま
す
」
を
企
業
理
念
に
掲
げ
、
地
元
の
味
や

地
元
の
生
鮮
商
品
を
提
供
し
て
い
る
。
当
時

の
長
野
県
知
事
の
農
福
連
携
の
推
進
に
よ
り
、

子
会
社
と
し
て
存
在
し
て
い
た
企
業
が
社
名

変
更
す
る
形
で
二
〇
一
七
年
に
現
在
の
農
業

参
入
法
人
ｅ
社
と
な
っ
た
。
参
入
目
的
の
一

つ
に
、
障
が
い
者
雇
用
に
よ
る
社
会
貢
献
が

あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
現
在
、

五
・
〇
ha
の
農
地
で
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
タ
マ

ネ
ギ
を
生
産
し
て
い
る
。

滋
賀
県
彦
根
市
に
あ
る
小
売
Ｆ
社
は
、
滋

賀
県
を
中
心
に
二
府
七
県
に
百
五
十
六
店
舗

を
展
開
す
る
、
食
料
品
・
衣
料
品
・
住
居
関

連
品
等
を
扱
う
総
合
小
売
業
で
あ
る
。
従
業

員
は
五
千
五
百
十
一
名
で
あ
る
。
今
年
創
設

か
ら
六
十
五
年
を
迎
え
て
い
る
。
同
社
は
二

〇
二
〇
年
に
本
体
企
業
の
一
部
門
と
し
て
、

地
域
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ア
グ
リ
事
業
部

を
立
ち
上
げ
た
。
同
部
門
の
生
産
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
規
格
外
品
の
ロ
ス
を
活
用
し
、
県

内
の
同
一
作
物
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
農
家

と
共
に
新
し
い
Ｐ
Ｂ
商
品
を
開
発
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
今
後
は
、
滋

賀
県
と
担
い
手
育
成
基
金
、
同
社
の
三
団
体

で
新
規
就
農
者
育
成
講
座
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
現
在
約
一
・
二
ha
の
農
地
で
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
、
小
か
ぶ
、
い
ち
ご
を
生
産
し
て

い
る
。

石
川
県
七
尾
市
に
本
社
を
お
く
食
品
Ｇ
社

は
、
一
六
四
〇
年
創
業
の
、
主
に
水
産
練
製

品
・
加
工
品
製
造
販
売
を
行
う
食
品
製
造
業

で
、
従
業
員
数
は
七
百
五
十
名
で
あ
る
。
農

業
参
入
法
人
ｇ
社
は
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

の
創
造
・
地
産
地
消
な
ど
の
営
利
的
目
的
と
、

地
域
の
農
業
の
課
題
解
決
、
循
環
型
農
業
へ

の
取
り
組
み
な
ど
の
社
会
的
目
的
を
果
た
す

た
め
設
立
さ
れ
た
。
現
在
、
二
十
五
ha
の
農

地
で
キ
ャ
ベ
ツ
を
生
産
し
て
お
り
、
う
ち
七

割
を
本
体
企
業
で
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

か
つ
て
果
樹
園
で
あ
っ
た
農
場
に
お
い
て
、

ぶ
ど
う
と
り
ん
ご
を
栽
培
し
て
い
る
。

東
京
都
渋
谷
区
に
本
社
が
あ
る
鉄
道
H
社

は
、
東
京
と
神
奈
川
と
を
結
ぶ
鉄
道
事
業
者

で
あ
る
。
従
業
員
数
は
三
千
七
百
六
十
名
で

あ
る
。
本
体
企
業
の
収
益
の
多
角
化
、
沿
線

地
域
の
魅
力
活
性
化
に
よ
り
人
口
増
加
を
図

る
た
め
、
二
〇
一
六
年
に
子
会
社
の
バ
ス
会

社
と
共
に
、
農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
業
務

委
託
契
約
を
締
結
し
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
に

参
入
し
た
。
し
か
し
二
〇
二
〇
年
に
撤
退
し

て
い
る
。
当
時
は
約
十
九
a
の
農
地
で
、
高

糖
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
た
。

東
京
都
新
宿
区
に
本
社
を
構
え
る
鉄
道
I

社
は
、
日
本
最
大
手
の
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
。

鉄
道
事
業
以
外
に
、
小
売
業
・
広
告
業
・
不

動
産
業
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
従
業
員
数
は

四
万
八
千
四
十
名
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
に

宮
城
県
内
の
生
産
者
と
加
工
業
者
、
同
社
と

同
社
の
一
〇
〇
％
出
資
企
業
の
共
同
出
資
に

よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
農
業
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参
入
法
人
ｉ
社
を
設
立
し
た
。
現
在
全
四
・

一
五
ha
の
農
地
で
、
米
と
さ
く
ら
ん
ぼ
を
生

産
し
て
い
る
。

福
岡
市
に
あ
る
鉄
道
J
社
は
、
沿
線
の
風

土
に
根
ざ
し
た
列
車
で
お
客
様
に
語
り
か
け

る
物
語
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
。
従
業
員
数
は
七
千

六
百
四
十
七
名
で
あ
る
。
九
州
の
基
幹
産
業

の
存
続
、
沿
線
の
田
園
風
景
の
保
持
、
本
体

企
業
と
農
業
と
の
親
和
性
か
ら
、
二
〇
一
四

年
に
農
業
参
入
法
人
ｊ
社
を
設
立
し
た
。
現

在
、
五
か
所
の
農
場
で
計
二
十
二
・
九
ha
の

農
地
が
あ
り
、
ニ
ラ
、
甘
藷
、
ピ
ー
マ
ン
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
を
生
産
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
集
計
対
象
と
し
た
企
業

は
、
業
種
、
地
域
共
に
多
彩
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
耕
種
農
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

九
社
は
、
農
地
法
改
正
か
ら
五
年
以
上
を
経

て
か
ら
の
参
入
で
あ
り
、
社
員
の
多
く
は
近

年
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

本体企業 金融Ａ社 金融Ｂ社 建設Ｃ社 小売Ｄ社 小売Ｅ社 小売Ｆ社 食品Ｇ社 鉄道Ｈ社 鉄道Ｉ社 鉄道Ｊ社
所在地 鹿児島市 千葉市 大阪市 山形市 射水市 彦根市 七尾市 渋谷区 新宿区 福岡市
資本金(百万円) 18,130 145,000 19,800 2,388 4,983 11,614 3 60,359 200,000 16,000

売上高(十億円) 68 236 12 113 92 445 21 1,978 197,900 330

従業員数(人) 2,126 4,070 2,072 862 3,273 5,511 750 3,760 48,040 7,647

【参入法人】
農企業（部門） ａ ｂ ｃ ｄ ｅ （F） ｇ h ｉ ｊ
所在地 日置市 市原市 軽井沢町 山形市 中野市 野洲市 七尾市 相模原市 仙台市 松浦市
設立年(年) 2016 2018 2020 2014 2017 2020 2007 2016 2017 2014

社員数（人） 3 4 2 5 3 4 9 5 3 43

耕地面積(ha) 1.0 11.6 0.1 13.0 5.0 1.2 25.0 0.2 4.2 22.9

栽培作物
ミニトマト、
かぼちゃ、
タマネギ、
オリーブ

米、
にんにく

夏秋いちご

中玉トマト、
ホウレンソウ、
大根、白菜、
キャベツ、
ブロッコリー、
トウモロコシ

ズッキーニ、
タマネギ

ミニトマト、
小かぶ、
いちご

キャベツ 高糖度
ミニトマト

米、
さくらんぼ

ニラ、甘藷、
ピーマン、
アスパラガス、
ブロッコリー、
ミニトマト

表１：集計対象企業10社の一覧

出所：筆者作成
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㈠
　
調
査
対
象
企
業
十
社
の
概
況

農
業
参
入
企
業
が
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に

確
保
し
て
い
く
か
、
ま
た
大
企
業
が
持
つ
経

営
資
源
が
担
い
手
が
就
農
す
る
際
の
不
安
を

解
消
で
き
て
い
る
か
、
さ
ら
に
農
業
参
入
企

業
が
担
い
手
の
受
け
入
れ
先
、
か
つ
育
成
の

場
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
全
体
的
な

実
態
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

農
業
経
営
に
お
け
る
本
体
企
業
の
強
み
と

し
て
、
十
社
中
九
社
が
「
親
会
社
の
資
本

力
」、
六
社
が
「
親
会
社
の
知
名
度
」
を
あ
げ

て
い
た
（
図
７
）。

人
材
募
集
に
お
い
て
重
点
を
置
い
て
い
る

待
遇
と
し
て
、
十
社
中
八
社
が
「
給
与
」、
五

社
が
「
休
日
」
を
あ
げ
て
い
た
（
図
８
）。

四
．
調
査
結
果

図７：企業による農業経営の強み（N＝10）

出所：調査結果より筆者作成

図８：人材募集において重要視している待遇（N＝10）

出所：調査結果より筆者作成
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採
用
時
に
人
物
の
持
つ
特
徴
に
お
い
て
評

価
す
る
項
目
と
し
て
、
九
社
が
向
上
心
、
行

動
力
等
の
「
積
極
性
」、
六
社
が
入
社
意
志
や

農
業
へ
の
関
心
等
の
「
志
望
動
機
」
を
重
視

し
て
い
た
（
図
９
）。

ま
た
、
現
在
農
業
参
入
企
業
に
在
籍
し
て

い
る
正
社
員
に
つ
い
て
、
十
社
か
ら
全
八
十

一
名
の
情
報
を
得
た
。
性
別
に
つ
い
て
、
八

十
一
名
中
男
性
六
十
九
名
、
女
性
十
二
名
で

あ
っ
た
（
図
10
）。

年
齢
は
二
十
～
七
十
四
歳
と
幅
広
く
分
布

し
て
い
る
。
最
も
多
い
年
齢
層
は
二
十
代
で

あ
り
、
次
が
四
十
代
と
な
っ
て
い
る
（
図
11
）。

図９：採用時に評価する要素（Ｎ＝10）

出所：調査結果より筆者作成

図11：年齢（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成

図10：性別（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成
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経
歴
に
つ
い
て
は
、「
実
家
農
家
」
が
七
名

と
少
な
く
、「
農
業
以
外
で
の
勤
務
経
験
」
が

四
十
七
名
と
、
本
体
企
業
か
ら
の
出
向
な
ど

の
理
由
か
ら
、
当
初
か
ら
農
業
に
携
わ
る
と

決
め
て
い
た
人
材
ば
か
り
で
な
い
と
分
か
る
。

反
対
に
、
新
卒
で
入
社
し
た
社
員
は
二
十
二

名
で
あ
っ
た
（
図
12
）。

将
来
志
向
に
つ
い
て
は
、「
独
立
希
望
」
が

六
％
（
五
名
）
に
対
し
、「
勤
務
継
続
」
が
七

二
％
（
五
十
八
名
）
で
あ
り
、
本
体
企
業
へ

の
安
定
を
求
め
る
社
員
ま
た
は
企
業
内
で
農

業
を
希
望
す
る
社
員
の
多
さ
が
分
か
る
（
図

13
）。農

業
参
入
企
業
へ
の
就
職
の
き
っ
か
け
に

つ
い
て
は
、「
親
会
社
の
出
向
ま
た
は
在
籍

中
」
が
最
多
で
三
十
六
名
、
次
い
で
「
農
業

大
学
校
の
求
人
・
紹
介
」
が
二
十
三
名
、「
知

人
の
紹
介
」
が
十
二
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
し
く
雇
う
場
合
は
、
農
業
参
入
企
業
側
も

農
業
技
術
面
や
人
物
性
を
十
分
理
解
し
た
上

で
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
14
）。

図12：経歴（複数回答あり）（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成
出所：調査結果より筆者作成

図13：将来志向（Ｎ＝81）

図14：当社への就職のきっかけ（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成
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出
身
地
に
つ
い
て
は
、「
同
町
村
内
」
と

「
同
県
内
」
が
合
わ
せ
て
四
三
％
（
四
十
七

名
）
と
、
県
内
で
就
職
し
て
い
る
社
員
が
多

い
一
方
、「
県
外
」
も
四
二
％
（
三
十
四
名
）

存
在
す
る
（
図
15
）。

住
居
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
一
人
暮
ら

し
な
ど
の
「
そ
の
他
（
実
家
外
）」
が
五
七
％

（
四
十
六
名
）、「
実
家
」
が
四
一
％
（
三
十
三

名
）
で
あ
っ
た
（
図
16
）。

主
な
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、「
栽
培
」
が

五
十
五
名
と
圧
倒
的
で
、
業
種
に
よ
っ
て
は

「
営
業
」
に
も
社
員
を
割
い
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
十
四
名
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
（
図

17
）。

図15：出身地（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成

図16：住居（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成

図17：主な業務内容（Ｎ＝81）

出所：調査結果より筆者作成
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今
回
の
調
査
は
択
一
式
で
あ
っ
た
が
、
農

業
参
入
企
業
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、
社
員
一

人
で
複
数
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
場
合
も

あ
っ
た
。

㈡
　
大
企
業
の
経
営
資
源
と
新
規
就
農
者
の

就
農
時
の
課
題
の
関
係

企
業
に
よ
る
自
社
の
農
業
経
営
の
強
み
と

し
て
、
十
社
中
九
社
が
「
親
会
社
の
資
本

力
」、
十
社
中
六
社
が
農
地
確
保
な
ど
の
「
親

会
社
の
知
名
度
」
を
あ
げ
て
い
た
。
一
方
で
、

新
規
就
農
者
が
就
農
時
に
経
営
資
源
の
確
保

で
苦
労
し
た
点
は
、「
農
地
の
確
保
」「
資
金

の
確
保
」「
営
農
技
術
の
確
保
」「
住
宅
の
確

保
」［
７
］
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
あ
る
。
農

企
業
側
か
ら
も
強
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
点
が
、
新
規
就
農
者
が
求
め
る
資
金
と
農

地
の
課
題
と
一
致
し
て
い
る
。

㈢
　
農
業
大
学
校
卒
業
後
の
進
路
と
農
業
法

人
の
関
係

現
在
農
業
法
人
に
在
籍
す
る
社
員
の
就
職

の
き
っ
か
け
と
し
て
、
八
十
一
名
中
三
十
六

名
が
あ
げ
た
「
親
会
社
か
ら
の
出
向
ま
た
は

在
籍
中
」
に
つ
い
で
回
答
者
が
多
か
っ
た
の

が
、
二
十
三
名
が
あ
げ
た
「
農
業
大
学
校
の

求
人
・
紹
介
」
だ
。
農
業
大
学
校
の
卒
業
者

の
進
路
と
し
て
、
自
営
就
農
（
親
元
就
農
及

び
新
規
独
立
就
農
）
が
減
少
す
る
一
方
で
、

雇
用
就
農
が
増
加
し
て
い
る
と
い
う
結
果
か

ら
（
図
18
）、
そ
の
雇
用
先
の
一
部
に
農
業
法

人
も
含
ま
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

 

図18：卒業者総数の推移と卒後後の進路（養成課程）

出所：�「全国農業大学校等の概要」（全国農業大学校協議会）各年版をもとに作成された、農林水産政策研
究所就農者育成拠点としての道府県農業大学校の役割と機能―多様化するニーズへの対応と課題― 
第１部　第１章　12頁　第１－７図を引用
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で
も
う
か
る
か
ら
」
を
あ
げ
て
い
る
［
８
］。

こ
れ
は
、
様
々
な
困
難
が
あ
り
つ
つ
も
独
立

し
た
農
業
経
営
者
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
起
業
家
精
神
が
強
く
表
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
新
規
就
農
者
が
就
農
時
に
苦
労
し

た
点
に
、「
農
地
の
確
保
」「
資
金
の
確
保
」

「
営
農
技
術
の
確
保
」「
住
宅
の
確
保
」
が
あ

る
［
９
］。
こ
う
し
た
新
規
就
農
を
た
め
ら
う

者
に
対
し
、
農
業
法
人
や
農
業
参
入
企
業
な

ど
へ
の
就
農
は
、
就
農
時
の
不
安
解
消
、
農

業
に
携
わ
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
企
業
に

よ
る
農
業
経
営
の
強
み
と
し
て
、
十
社
中
九

社
が
「
親
会
社
の
資
本
力
」、
六
社
が
農
地
確

保
な
ど
の
「
親
会
社
の
知
名
度
」
を
あ
げ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
新
規
就
農
を
た
め
ら
う
者

に
対
し
、
農
業
法
人
や
農
業
参
入
企
業
な
ど

へ
の
就
農
は
、
就
農
時
の
不
安
解
消
、
農
業

に
携
わ
る
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
営
農
技
術
に
つ
い
て
は

親
元
就
農
や
参
入
企
業
以
外
の
農
業
法
人
に

劣
る
が
、
そ
の
他
の
三
点
に
つ
い
て
は
参
入

企
業
に
雇
用
就
農
す
る
こ
と
で
一
度
に
解
決

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
住
居
の
確
保
」
に
つ
い
て
も
、
参
入
企
業

へ
の
就
職
に
は
特
徴
が
表
れ
た
。
新
規
就
農

に
関
す
る
調
査
［
10
］
で
は
、
就
農
前
の
居

㈠
　
雇
用
型
就
農
拡
大
の
実
態

一
）�

伸
び
悩
む
「
新
規
参
入
者
」
と
拡
大
す

る
「
新
規
雇
用
就
農
者
」

農
林
水
産
省
の
新
規
就
農
者
調
査
で
は
、

農
外
か
ら
新
た
に
農
業
経
営
者
と
な
る
「
新

規
参
入
者
」
は
毎
年
三
千
五
百
人
前
後
で
横

ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、「
新
規
雇
用

就
農
者
」
は
微
増
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
傾
向
は
、
別
の
調
査
で
あ
る
農
業
大

学
校
等
の
卒
業
者
の
進
路
か
ら
も
う
か
が
え

る
。（
図
18
）
親
元
就
農
と
新
規
独
立
就
農
が

減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
雇
用
就
農
は
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
の
農
業
参
入
法
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
独
立
希
望
は
全
体
の
六
％
に
対

し
て
、
勤
務
継
続
は
七
二
％
と
十
二
倍
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
に
他
調
査
と
比
べ

て
も
「
雇
用
さ
れ
続
け
る
」
と
い
う
志
向
を

持
つ
社
員
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

二
）
雇
用
就
農
者
拡
大
の
背
景

「
新
規
就
農
者
の
就
農
実
体
に
関
す
る
調

査
」
に
よ
る
と
、
新
規
就
農
者
調
査
で
言
う

と
こ
ろ
の
「
新
規
参
入
者
」
に
あ
た
る
新
規

就
農
者
が
就
農
し
た
理
由
と
し
て
、
五
二
・

三
％
が
「
自
ら
経
営
の
采
配
を
振
れ
る
か

ら
」、
三
八
・
二
％
が
「
農
業
は
や
り
方
次
第

住
地
と
同
じ
都
道
府
県
に
就
農
し
た
者
が
六

八
・
九
％
と
い
う
結
果
が
あ
る
。
ま
た
、
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
出
身
地
が

「
同
町
村
内
」「
同
県
内
」
の
ど
ち
ら
か
で

あ
っ
た
の
は
五
八
％
で
あ
っ
た
。
住
居
は

「
そ
の
他
（
実
家
外
）」
が
五
七
％
、「
実
家
」

が
四
一
％
で
あ
っ
た
た
め
、
実
家
か
ら
勤
務

し
て
い
る
者
が
多
い
と
は
言
い
き
れ
な
い
が
、

参
入
企
業
に
雇
用
就
農
す
る
場
合
、
地
元
で

就
職
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
傾
向
に
あ
る
と

い
え
る
。
言
い
換
え
る
と
、
比
較
的
無
難
な

選
択
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三
）�

自
営
就
農
開
始
後
の
課
題
と
参
入
企
業

の
強
み

新
規
参
入
の
場
合
は
た
と
え
無
事
に
就
農

し
、
農
業
経
営
を
開
始
し
た
後
も
、
農
業
で

必
要
な
生
計
費
を
得
ら
れ
な
い
［
11
］、
経
営

開
始
後
の
課
題
と
し
て
も
資
金
、
技
術
、
農

地
の
課
題
が
あ
る
［
12
］、「
思
う
よ
う
に
休

暇
が
と
れ
な
い
」［
13
］
な
ど
、
自
営
就
農
の

場
合
、
絶
え
ず
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
で
、
参
入
企
業
が
人
材
募
集

の
際
に
重
要
視
し
て
い
る
待
遇
と
し
て
、
十

社
中
八
社
が
「
給
与
」、
五
社
が
「
休
日
」
を

あ
げ
て
お
り
、
参
入
企
業
の
強
み
が
担
い
手

の
課
題
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
新
規
就
農
者
の
現
状
を
表
す

デ
ー
タ
よ
り
、
就
農
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

農
業
経
営
の
開
始
後
も
、
新
規
就
農
者
が
課

題
と
し
て
い
る
事
項
を
参
入
企
業
の
強
み
と

す
る
事
項
が
補
え
る
関
係
に
あ
る
こ
と
が
確

五
．
考
察
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㈣
　
新
規
就
農
者
に
お
け
る
「
肉
食
系
」
と

「
草
食
系
」
の
存
在

新
規
就
農
者
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ

る
。
一
方
は
肉
食
系
新
規
就
農
者
で
も
う
一

方
は
草
食
系
新
規
就
農
者
で
あ
る
。
農
業
を

始
め
る
に
あ
た
っ
て
土
地
や
資
金
、
営
農
技

術
の
確
保
は
非
常
に
難
し
く
、
新
規
就
農
に

と
っ
て
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

産
物
は
低
単
価
な
物
が
多
く
、
黒
字
経
営
は

他
業
種
と
比
べ
難
し
い
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク

は
新
規
就
農
の
際
に
は
避
け
て
通
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
肉
食
系
新
規
就
農
者
は
こ
う
し

た
リ
ス
ク
も
恐
れ
ず
高
収
入
を
目
指
し
て
農

業
を
行
う
。
自
身
で
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
を

い
と
わ
な
い
た
め
、
自
営
で
の
農
業
を
選
択

す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
草
食
系
新
規
就
農
者
は
、

農
業
に
は
興
味
が
あ
る
が
安
定
し
た
生
活
を

求
め
、
リ
ス
ク
を
避
け
る
。
自
身
で
リ
ス
ク

を
負
っ
て
ま
で
農
業
を
行
い
た
い
と
は
思
わ

な
い
。
農
業
法
人
や
農
業
参
入
企
業
は
こ
う

し
た
リ
ス
ク
を
企
業
側
が
負
う
。
リ
ス
ク
を

負
わ
ず
に
農
業
を
行
え
る
た
め
、
草
食
系
新

規
就
農
者
は
農
業
法
人
へ
の
就
農
と
農
業
参

入
企
業
へ
の
就
農
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
想

定
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
肉
食
系
新
規
就
農
者
と
草
食
系

就
農
者
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

図
19
の
よ
う
に
リ
ス
ク
の
大
小
と
待
遇
・
福

利
厚
生
の
良
し
悪
し
に
関
し
て
「
自
営
就

認
さ
れ
た
。

㈡
　
農
業
法
人
就
農
と
参
入
企
業
就
農
の
違

い

一
）
農
業
法
人
就
農
の
特
徴

農
業
法
人
白
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
農

業
法
人
の
正
社
員
雇
用
者
数
は
、「
一
～
四

名
」「
五
～
九
名
」
を
選
択
し
た
法
人
が
七

三
・
四
％
と
大
半
を
占
め
て
お
り
、
い
わ
ゆ

る
零
細
な
企
業
が
多
い
と
分
か
る
［
14
］。
そ

の
た
め
、
就
労
面
、
給
与
面
な
ど
で
不
安
を

感
じ
る
場
合
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
点
が
こ
れ
ま
で
の
農
地
所
有
適
格
法

人
数
の
急
速
な
拡
大
に
比
べ
て
、
雇
用
就
農

者
の
拡
大
が
緩
や
か
で
あ
る
理
由
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

二
）
参
入
企
業
就
農
の
特
徴

大
企
業
の
農
業
参
入
の
場
合
は
、
参
入
企

業
の
後
ろ
だ
て
と
し
て
本
体
企
業
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
入
企
業
の
雇
用
環
境

も
注
視
さ
れ
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
法

令
違
反
を
行
う
と
本
体
企
業
に
ま
で
影
響
が

及
ぶ
た
め
、
待
遇
や
福
利
厚
生
に
は
十
分
な

配
慮
が
行
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
レ
ピ
ュ
テ
ー

シ
ョ
ン
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
と
予
測
で
き
る
。

ま
た
、
採
用
担
当
者
が
人
材
募
集
に
お
い
て

重
点
を
置
い
て
い
る
項
目
と
し
て
、
十
社
中

八
社
が
「
給
与
」、
五
社
が
「
休
日
」
を
あ
げ

て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
各
種
制
度
が
充
実
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
参
入
企
業
へ
の
就
農

に
対
す
る
安
心
感
の
根
拠
を
み
て
と
れ
る
。

㈢
　
参
入
企
業
就
農
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト

こ
こ
で
、
農
業
法
人
就
農
と
参
入
企
業
就

農
の
比
較
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
お
く
。

参
入
企
業
就
農
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
労

働
時
間
・
休
日
な
ど
の
労
働
条
件
が
保
障
さ

れ
て
お
り
安
心
で
あ
る
こ
と
、
農
業
法
人
就

農
と
比
較
し
、
相
対
的
に
賃
金
が
低
く
は
な

い
こ
と
、
参
入
企
業
の
後
ろ
だ
て
と
し
て
大

企
業
が
あ
り
、
経
営
基
盤
が
強
固
で
あ
る
た

め
、
企
業
と
し
て
の
安
定
性
が
あ
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
農
業
法
人
就
農
と
比
較
し
、
営
農
技
術

に
不
安
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
（
表

２
）。

農業法人就農
（零細企業）

参入企業就農
（大企業）

労働条件 不安 安心
賃金 低い 低くはない
安定性 不安定 安定

表２：農業法人就農と参入企業就農の比較

出所：調査結果より筆者作成
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㈤
　「
草
食
系
新
規
就
農
者
」
の
受
け
皿
と

し
て
の
農
業
参
入
企
業

前
述
し
た
よ
う
に
、
草
食
系
新
規
就
農
者

の
就
農
パ
タ
ー
ン
は
農
業
法
人
と
農
業
参
入

企
業
の
二
つ
と
想
定
さ
れ
る
。
両
者
の
違
い

は
従
業
員
数
や
資
金
力
、
背
後
に
本
体
企
業

が
存
在
す
る
か
し
な
い
か
で
あ
る
。
農
業
参

入
企
業
と
は
本
体
企
業
が
農
業
に
参
入
す
る

際
に
設
立
さ
れ
た
企
業
で
あ
り
、
本
体
企
業

と
親
子
関
係
に
あ
る
こ
と
が
多
い
。
よ
っ
て
、

農
業
法
人
と
比
べ
て
従
業
員
数
も
多
く
、
資

金
力
も
あ
り
、
社
内
の
制
度
も
本
体
企
業
と

同
等
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
草

食
系
新
規
就
農
者
の
不
安
の
解
消
に
つ
な
が

る
で
あ
ろ
う
。
農
業
法
人
は
リ
ス
ク
は
小
さ

い
が
、
企
業
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
待
遇

や
福
利
厚
生
が
良
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か

し
、
二
〇
〇
三
年
以
降
誕
生
し
た
参
入
企
業

は
企
業
規
模
が
大
き
く
、
大
企
業
が
背
後
に

存
在
す
る
こ
と
か
ら
待
遇
や
福
利
厚
生
な
ど

の
労
働
環
境
は
良
好
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

参
入
企
業
が
存
在
す
る
現
在
、
草
食
系
新
規

就
農
者
は
農
業
法
人
就
農
よ
り
も
参
入
企
業

就
農
を
選
択
す
る
こ
と
が
多
い
と
言
え
る
。

よ
っ
て
、
農
業
法
人
よ
り
も
農
業
参
入
企

業
の
方
が
草
食
系
新
規
就
農
者
の
受
け
皿
に

適
し
て
い
る
と
言
え
る
。
現
在
は
ま
だ
農
業

参
入
企
業
は
少
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

の
発
展
の
た
め
に
農
業
参
入
企
業
が
増
加
し

て
い
く
こ
と
に
期
待
し
た
い
。

対
に
、
草
食
系
新
規
就
農
者
は
リ
ス
ク
を
避

け
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
農
業
法
人
就
農
や

参
入
企
業
就
農
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

農
」「
親
元
就
農
」「
農
業
法
人
就
農
」「
参
入

企
業
就
農
」
を
整
理
し
た
。
肉
食
系
新
規
就

農
者
は
リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
自
営
就
農
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
反

図19：自営・親元・農業法人・参入法人就農の位置関係

出所：筆者作成
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こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
の
受
け
皿
も
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
が
ひ

い
て
は
わ
が
国
農
業
の
担
い
手
不
足
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
も
期
待
さ
れ
る
。

本
研
究
で
は
、
十
四
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
の
実
施
に
あ
わ
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
有
効
回
答
を
得
ら
れ
た
企
業
は

十
社
で
あ
り
結
果
は
限
ら
れ
て
い
る
。
調
査

対
象
企
業
の
数
を
増
や
し
た
場
合
に
も
、
今

回
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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後
に
、
繁
忙
期
に
も
か
か
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ら
ず
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に
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力
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十
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社
の
ご
担
当
者

様
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
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ら
に
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本
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文
執
筆
に
あ
た
り
、
終
始
丁
寧
に
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だ
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た
渋
谷
往
男
教
授
に
心
よ
り

感
謝
い
た
し
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す
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働
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関
す
る
統
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農
林

水
産
省

https://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/08.

今
回
の
研
究
に
よ
り
、
農
業
参
入
企
業
の

持
つ
強
み
は
、
新
規
就
農
者
の
就
農
時
や
就

農
後
の
様
々
な
リ
ス
ク
を
法
人
側
が
負
担
す

る
こ
と
で
あ
り
、
結
果
的
に
「
雇
用
就
農
」

の
選
択
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
傾
向
が
見

ら
れ
た
。

考
察
よ
り
、「
自
営
就
農
」「
親
元
就
農
」

「
農
業
法
人
就
農
」「
参
入
法
人
就
農
」
の
四

つ
の
就
農
形
態
が
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
農
業

法
人
就
農
と
参
入
企
業
就
農
を
比
較
し
た
際
、

参
入
法
人
は
本
体
企
業
の
経
営
資
源
が
強
固

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
本
体
企
業
と
参
入
法

人
が
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
を
回
避
す

る
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
や
、
農
業
法
人

よ
り
も
労
働
環
境
な
ど
の
条
件
が
整
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
参
入
法
人

就
農
は
「
雇
用
就
農
」
を
志
向
す
る
人
に
お

い
て
も
よ
り
安
心
感
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

就
農
者
拡
大
の
た
め
、
今
後
増
加
の
見
込

み
が
あ
る
者
と
し
て
「
草
食
系
新
規
就
農

者
」
に
着
目
し
た
。「
肉
食
系
新
規
就
農
者
」

と
比
較
す
る
と
、「
草
食
系
新
規
就
農
者
」
は

農
業
に
興
味
は
あ
る
が
、
就
農
時
の
不
安
を

避
け
、
就
農
後
の
安
定
し
た
生
活
を
求
め
る

傾
向
に
あ
り
、
農
業
法
人
就
農
よ
り
参
入
法

人
就
農
を
選
択
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
る
。

現
在
、
農
業
法
人
に
比
べ
て
参
入
法
人
は
少

な
い
が
、
今
後
参
入
法
人
が
増
加
し
て
い
く

六
．
ま
と
め



─ 74 ─

（巻末資料）  

［調査票１］ 

 大企業の経営資源と担い手育成の関連についての調査大企業の経営資源と担い手育成の関連についての調査  

令和 4 年 7月 東京農業大学  

国際バイオビジネス学科 経営戦略研究室 渋谷ゼミ  国際バイオビジネス学科 経営戦略研究室 渋谷ゼミ  

• 本調査は、大企業の農業参入が若者の就農の受け入れ先となる可能性について研

究することを目的として行うものです。また、資金力・農業技術・経営者能力・販

路などを持たない若者が新規就農する際に、大企業の経営資源でそれらの不安を解

消できるか、さらに担い手育成の場となっているかを明らかにすることを狙いとし

ております。  

• 本調査は、パート・アルバイト・研修生等ではなく、正社員を対象としております。  

• 本調査は、農業に参入した金融・食品・小売・建設・運輸の５つの業種の大企業か

ら、全 14 社を対象に実施しております。  

• 本調査の結果は、ヤンマー学生懸賞論文の資料として役立たせていただきます。ご

回答は任意ですが、是非ともご協力をいただけますようお願いいたします。  

I.企業について  

1. 企業による貴社の農業経営の強みはどのような点だと考えるか。  

（当てはまるものに３つ○をつける）  

1. 親会社の人材力 (経営判断、事業を円滑に遂行できる人材)   

2. 親会社の物的資産(土地、施設、車輌、倉庫などの活用)  

3. 親会社の資本力 (豊富な資本力があるからこそ農業開始期の赤字に耐

えられる)  

4. 親会社の情報力 (販路の確保、グループ企業から農業資材の購入など)  

5. 親会社の技術力 (ハウスや畜舎の施工時に活用)  

6. 親会社の知名度 (知名度からくる信頼性を生かした人材活用、農地確保

など)  

7. 参入時の土地・栽培品目の選択の自由度(栽培品目に最適な農地の選定)  

8. その他  (具体的に                  ) 
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II.採用について  

2. 人材募集でどのような待遇に重点を置いているか。  

（当てはまるものに３つ○をつける）  

1. 給与 (月給や賞与など)  

2. 諸手当 (時間外手当、休日手当、家族手当など)  

3. 通勤費 (全額支給、または一部支給)  

4. 住居 (社員寮完備、住宅費補助など)   

5. 社会保険(健康保険・労災保険・農業者年金など)  

6. 労働時間(本来農業では適用されない、労働基準法で定められた原則 1 日

8 時間、1 週間 40 時間を目指すなど)  

7. 休日 (完全週休二日制、有給休暇、育児・介護のための休暇など)  

8. インターンシップ(雇用主・被雇用者双方の齟齬を防ぐための農業インタ

ーンの実施など)  

9. 社外研修(就農前の農業技術向上を目的とした研修の紹介・整備)  

10. 免許取得(大型特殊・フォークリフト等の免許取得支援)  

11. キャリアパス(将来、農業経営の幹部、または独立就農を希望する場合の

支援)  

12. その他 (具体的に                      )  

  

3. 採用する際、どのような要素を評価するか。  

（当てはまるもの３つに○をつける）  

1. 経理に対する基礎知識  

2. 栽培に関する基礎知識  

3. IT に対する基礎知識  

4. 体力  

5. 健康状態(採用に必要な範囲で健康診断の実施、病歴の申告の依頼など)  

6. 社会性（順応性・協調性等）  

7. 積極性（向上心・行動力等）  

8. 堅実性（責任感・信頼性等）  

9. 志望動機（入社意志や農業への関心等）  

10. 採用時の年齢  

11. その他（具体的に          ）  

  

4. 調査票の記入

～ ご協力ありがとうございました。 ～～ ご協力ありがとうございました。 ～
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［
論
文
の
部
］	

優
秀
賞	

（
要
旨
掲
載
）

● 

受
精
卵
移
植
技
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
が
一
体
化
し
た
優
良
牛
生
産
方
式�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

～
和
牛
の
未
来
を
見
据
え
て
～
　	

	

津
　
曲
　
時
　
秀

● 

U
A
V
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
高
冷
地
野
菜
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て�

　	
	

小
　
池
　
美
　
星

● 

米
（
マ
イ
）
ラ
イ
フ
革
命�

～
米
粉
の
消
費
拡
大
戦
略
～
　	

	

神
　
林
　
拓
　
未

● 

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
が
秘
め
る
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
及
び
地
域
活
性
化
の
提
案�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

　	
	

白
　
尾
　
大
　
輝

● 

ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
持
続
性
あ
る
肉
用
牛
生
産
体
系
の
構
築�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

～
農
業
新
時
代
へ
の
第
一
歩
～
　	

	

三
　
好
　
莉
　
央

● 

生
産
者
と
消
費
者
を
繋
ぐ�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

～
農
業
初
心
者
学
生
の
活
動
記
～
　	

	

本
　
田
　
万
　
葉

● 

持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
「
局
所
耕
う
ん
法
」
の
可
能
性�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

～
土
壌
中
の
水
分
移
動
の
検
証
と
今
後
の
持
続
可
能
な
農
業
に
必
要
な
こ
と
～
　	

	

森
　
　
　
由
貴
子

● “
し
ょ
く
”
で
つ
な
が
る
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
　	

	

德
　
廣
　
凪
　
翔

● 

中
山
間
地
域
の
持
続
的
な
水
田
維
持
に
お
け
る
関
係
人
口
的
な
「
か
か
わ
り
」
の
重
要
性�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

～
岩
手
県
一
関
市
「
金
山
棚
田
」
と
「
六
次
産
業
館
古
代
米
お
り
ざ
」 

の
事
例
か
ら
～
　	

	

戎
　
谷
　
高
　
晴

● 

昆
虫
の
新
た
な
可
能
性�

（
グ
ル
ー
プ
代
表
者
）

〜
昆
虫
食
を
「
代
替
タ
ン
パ
ク
源
」
以
外
の
観
点
か
ら
考
え
る
〜
　	

	

髙
　
橋
　
侑
　
女

�

（
受
　
付
　
順
）　
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本
稿
で
は
、
持
続
可
能
な
和
牛
生
産
の
た
め
の
方
策
と
し
て
、
第
一
章
で
は
、
肉

用
牛
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
第
二
章
で
は
、
優
良
牛
の
改
良
及

び
増
産
に
貢
献
す
る
受
精
卵
移
植
（
Ｅ
Ｔ
）
に
つ
い
て
概
要
及
び
課
題
を
述
べ
、
第

三
章
で
は
、
私
た
ち
が
実
際
に
取
り
組
ん
だ
Ｅ
Ｔ
に
つ
い
て
の
知
見
を
示
し
た
。

第
四
章
で
は
、
持
続
性
あ
る
和
牛
生
産
を
実
現
す
る
た
め
に
、『
受
精
卵
移
植
技
術

の
活
用
に
よ
る
地
域
が
一
体
化
し
た
優
良
牛
生
産
方
式
』
に
つ
い
て
提
案
し
た
。

　

肉
用
牛
産
業
の
現
状
分
析
と
し
て
、

●�

子
牛
価
格
の
変
動
は
、
①
Ｈ
二
十
～
二
十
四　

の
低
価
格
帯
②
Ｈ
二
十
五
～
二

十
八
の
価
格
上
昇
帯
③
Ｈ
二
十
八
～
Ｒ
三
の
高
値
安
定
帯
④
Ｒ
四
以
降
の
価
格

下
降
帯
（
推
定
）、
の
フ
ェ
イ
ズ
に
分
け
ら
れ
、
肉
用
牛
経
営
は
、
国
内
外
の
社

会
情
勢
や
消
費
者
嗜
好
の
変
動
が
著
し
い
変
化
を
も
た
ら
す
産
業
で
あ
る
。

●�

農
家
個
別
で
は
、
分
娩
間
隔
の
短
縮
、
不
妊
牛
対
策
な
ど
の
繁
殖
成
績
改
善
や

優
良
牛
生
産
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●�

霜
降
り
偏
重
か
ら
の
脱
却
は
考
慮
し
な
が
ら
も
、
和
牛
が
持
つ
脂
肪
交
雑
の
遺

伝
資
源
を
残
す
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
。
和
牛
は
日
本
の
財

産
で
あ
り
、
牛
肉
を
世
界
へ
輸
出
で
き
る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
Ｅ
Ｔ
が
注
目
さ
れ
始
め
た
が
、
肉
用
子
牛
不
足
へ
の
対

応
、
Ｅ
Ｔ
産
子
の
高
額
取
引
、
優
良
牛
の
早
期
増
産
へ
の
期
待
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｔ
の
最
重
要
課
題
で
あ

る
『
受
胎
率
向
上
』
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
。

　

私
た
ち
の
実
証
か
ら
、
新
鮮
卵
Ｅ
Ｔ
の
受
胎
率
は
五
五
・
四
％
、
凍
結
卵
Ｅ
Ｔ

の
受
胎
率
は
三
六
・
八
％
と
、
採
卵
牛
と
借
腹
牛
が
近
辺
に
繋
養
さ
れ
て
い
る
場

合
、
受
精
卵
の
輸
送
や
凍
結
処
理
の
ス
ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
る
新
鮮
卵
Ｅ
Ｔ
は
、

受
胎
率
向
上
に
は
有
効
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
鮮
卵
お
よ
び
凍
結
卵
と
も
夏

季
の
Ｅ
Ｔ
は
可
能
な
限
り
避
け
る
こ
と
で
、
受
胎
率
低
下
を
防
げ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｔ
時
の
卵
巣
上
に
受
胎
率
向
上
の
妨
げ
と
な
る
大
型
卵
胞

が
確
認
さ
れ
た
個
体
へ
の
胎
盤
性
性
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
（
ｈ
Ｃ
Ｇ
）
投
与
は
、
大

型
卵
胞
の
排
卵
と
と
も
に
副
黄
体
を
形
成
す
る
た
め
、
受
胎
率
の
向
上
に
効
果
が

あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
知
見
を
「
受
精
卵
移
植
技
術
の
活
用
に
よ

る
地
域
が
一
体
化
し
た
優
良
牛
生
産
方
式
」
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｅ
Ｔ

受
胎
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
長
年
課
題
と
さ
れ
て
き
た
Ｅ
Ｔ
受
胎
率
に
お
い
て
、
近
年
、
新
進
気

鋭
の
若
手
経
営
者
や
技
術
者
た
ち
に
よ
り
、
そ
の
常
識
が
覆
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ま

た
、
私
た
ち
も
農
業
大
学
校
で
取
り
組
ん
だ
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
て
、
苦
労
し

な
が
ら
も
Ｅ
Ｔ
で
六
頭
、
人
工
授
精
で
十
八
頭
の
妊
娠
に
こ
ぎ
着
け
た
。
私
た
ち

の
よ
う
な
今
後
の
肉
用
牛
産
業
を
担
う
農
業
者
や
技
術
者
が
日
々
の
研
鑽
に
努
め

る
と
と
も
に
、 

Ｅ
Ｔ
の
価
値
を
認
識
し
て
取
り
組
め
ば
、
世
界
に
誇
れ
る
黒
毛
和

種
と
い
う
遺
伝
資
源
を
守
れ
る
と
と
も
に
、
持
続
性
あ
る
肉
用
牛
生
産
が
実
現
す

る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

（
優
秀
賞
）

受
精
卵
移
植
技
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
が
一
体
化
し
た
優
良
牛
生
産
方
式

～
和
牛
の
未
来
を
見
据
え
て
～

津つ

曲ま
が
り

時と
き

秀ひ
で

　

立た
ち

野の

祐ゆ
う

太た

岩い
わ

﨑さ
き

舜し
ゅ
ん太た

郎ろ
う

（�

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
部　

肉
用
牛
科　

二
年
）

（
代
表
）
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Ｕ
Ａ
Ｖ
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
高
冷
地
野
菜
の
課
題
解
決
を
目
指
し
て

　

農
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
が
注
目
さ
れ
て
い
る
一
方
、
現
場
の
普
及

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
導
入
の
際
の
課
題
も
多
い
。
私
が
考
え
る
ス

マ
ー
ト
農
業
の
理
想
の
未
来
は
、
農
業
の
新
し
い
手
段
と
し
て
農
家
自
身
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
気
軽
に
使
え
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
研
究

は
、
農
業
現
場
の
課
題
解
決
の
手
段
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
が
農
家
に
伝
わ
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
高
冷
地
野
菜
の
産
地
で
あ
る
長
野
県
野
辺
山
地
域

で
、
同
一
圃
場
内
の
ハ
ク
サ
イ
の
生
育
差
の
原
因
究
明
と
解
決
方
法
の
検
討

が
テ
ー
マ
と
し
て
挙
が
っ
た
。
課
題
解
決
に
向
け
て
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
リ
モ
ー
ト
セ

ン
シ
ン
グ
を
使
用
し
た
。
小
型
Ｕ
Ａ
Ｖ
の
空
撮
画
像
、
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル

搭
載
Ｕ
Ａ
Ｖ
に
よ
る
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
波
長
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
生
育

差
の
原
因
究
明
の
新
し
い
指
標
の
作
成
と
、
解
決
方
法
と
し
て
可
変
施
肥
機

の
導
入
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

Ｕ
Ａ
Ｖ
空
撮
画
像
か
ら
ハ
ク
サ
イ
個
体
自
動
検
出
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
画

像
か
ら
個
体
サ
イ
ズ
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
個
体
サ
イ
ズ
の
頻
度
分

布
を
作
成
し
、
個
体
サ
イ
ズ
の
基
準
を
決
め
た
。
深
層
学
習
を
用
い
て
サ
ン

プ
リ
ン
グ
に
十
分
な
精
度
の
ハ
ク
サ
イ
個
体
自
動
検
出
モ
デ
ル
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
画
像
の
ハ
ク
サ
イ
個
体
の
面
積
か
ら
個
体
サ
イ
ズ
の
基
準
を

作
成
し
た
。
作
成
し
た
基
準
を
農
家
と
共
有
し
、
収
量
予
測
に
よ
る
出
荷
調

整
へ
の
利
用
も
検
討
さ
れ
た
。

　

生
育
の
差
が
出
る
原
因
究
明
の
新
し
い
指
標
と
し
て
、
植
生
指
数
の
導
入

を
調
査
し
た
。
植
生
指
数
は
、
植
生
の
光
の
反
射
特
性
を
利
用
し
て
植
生
の

状
態
を
早
く
、
正
確
に
調
査
す
る
指
標
で
あ
る
。
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
搭
載

Ｕ
Ａ
Ｖ
を
用
い
て
マ
ル
チ
ス
ペ
ク
ト
ル
波
長
を
入
手
し
、
三
種
類
の
植
生
指

数
を
算
出
し
た
。
サ
イ
ズ
の
小
さ
い
個
体
の
値
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、
植

生
指
数
か
ら
わ
か
ら
な
い
原
因
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、
比
較

と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｄ
値
の
測
定
を
行
っ
た
が
個
体
の
大
き
さ
と
の
関
係
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
個
体
サ
イ
ズ
の
差
に
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
量
の
関
係
は
見
ら
れ
ず
、

植
生
指
数
は
Ｌ
Ａ
Ｉ
（
葉
面
積
指
数
）
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

解
決
の
た
め
可
変
施
肥
機
の
導
入
に
向
け
て
、
植
生
指
数
を
基
に
し
た
可

変
施
肥
マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
、
個
体
サ
イ
ズ
と
の
関
係
を
調
査
し
た
。
可

変
施
肥
機
は
肥
料
を
必
要
な
場
所
に
多
く
与
え
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
一

つ
で
あ
り
、
生
育
の
差
の
解
消
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
植
生

指
数
Ｇ
Ｎ
Ｄ
Ｖ
Ｉ
に
基
づ
い
た
可
変
施
肥
マ
ッ
プ
で
生
育
不
良
の
区
画
が
わ

か
り
、
被
覆
度
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
可
変
施
肥
機
を
導
入
後

の
植
生
指
数
や
被
覆
度
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
結
果
か
ら
、
本
研
究
は
さ
ら
に
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
現
場
で
取
り
入
れ
る
た
め
に
は
農
家
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
た
。
農
家
の
感
覚
を
地
道
に
視
覚
化
す
る
こ
と
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普

及
に
つ
な
が
る
。

小こ

池い
け

美み

星ほ

（
信
州
大
学　

農
学
部　

農
学
生
命
科
学
科　

四
年
）

33-T000009
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米
（
マ
イ
）
ラ
イ
フ
革
命

～
米
粉
の
消
費
拡
大
戦
略
～

　

近
年
、
主
食
用
米
の
需
要
減
少
に
よ
る
米
価
の
下
落
が
進
行
し
て
お
り
、

少
子
高
齢
化
の
影
響
も
相
ま
っ
て
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
く
と
み

ら
れ
る
。
米
価
の
下
落
は
稲
作
農
家
の
収
入
を
減
少
さ
せ
、
離
農
や
転
作
の

進
行
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
ゆ
く
ゆ
く
は
食
料
安
全
保
障
や
多
面
的
機
能

の
損
失
と
い
っ
た
問
題
に
発
展
す
る
。
こ
う
し
た
問
題
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
は
主
食
用
米
の
需
要
減
少
を
補
う
必
要
が
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
解
決
策

と
し
て
「
米
粉
」
に
着
目
し
た
。
米
粉
は
多
様
な
製
品
へ
の
応
用
が
可
能
で

あ
り
、
米
離
れ
が
顕
著
な
現
代
の
食
生
活
に
お
い
て
も
消
費
拡
大
の
余
地
は

大
き
い
。

　

第
一
章
で
は
、
前
記
の
議
論
に
加
え
、
近
年
の
米
粉
用
米
の
需
要
動
向
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
米
粉
の
消
費
拡
大
に
は
需
要
の
増
加
が
生
産
の
拡
大
に

先
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
米
粉
製
品
の
中
で

は
比
較
的
メ
ジ
ャ
ー
で
あ
る
米
粉
パ
ン
の
消
費
拡
大
に
資
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
戦
略
を
立
案
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
米
粉
の
消
費
拡
大
を
実
現
す
る
方

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　

第
二
章
で
は
、
先
行
研
究
を
整
理
す
る
こ
と
で
米
粉
パ
ン
が
現
状
抱
え
る

未
解
決
の
課
題
を
特
定
し
た
。
そ
の
後
、
消
費
者
の
購
買
決
定
プ
ロ
セ
ス
で

あ
るA

ID
M
A

（
ア
イ
ド
マ
）
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
米
粉

パ
ン
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
資
す
る
仮
説
を
構
築
し
た
。A

ttention

（
注
意
）、Interest

（
興
味
）、D

esire

（
欲
求
）、M

em
ory

（
記
憶
）、

A
ction

（
行
動
）
の
各
段
階
に
お
い
て
「『
一
〇
〇
％
米
粉
パ
ン
』
と
表
記
す

る
こ
と
に
よ
り
高
い
訴
求
力
が
期
待
で
き
る
」「
米
粉
を
一
部
使
用
し
た
製

品
を
増
や
し
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
少
な
さ
を
補
う
こ
と
で
、
継
続
的
な
消

費
を
促
せ
る
」「
懐
か
し
さ
で
訴
求
す
る
こ
と
で
、
需
要
を
喚
起
で
き
る
」

「
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
や
フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
売

り
上
げ
向
上
が
期
待
で
き
る
」
と
い
う
四
つ
の
仮
説
を
構
築
し
た
。

　

第
三
章
で
は
、
米
粉
パ
ン
の
消
費
動
向
の
確
認
と
前
章
で
構
築
し
た
仮
説

を
検
証
す
る
目
的
で
、
大
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
結
果

と
し
て
、「
男
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
米
粉
パ
ン
の
場
合
は
、
直
観
的
に
わ

か
り
や
す
い
『
一
〇
〇
％
米
粉
パ
ン
』、
健
康
意
識
が
比
較
的
高
い
と
思
わ
れ

る
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
場
合
は
『
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
米
粉
パ
ン
』
と

表
記
す
る
と
効
果
的
で
あ
る
」「
米
粉
パ
ン
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す

こ
と
で
、
継
続
的
な
消
費
が
期
待
で
き
る
」「
給
食
へ
の
導
入
を
促
進
し
て
、

懐
か
し
さ
で
訴
求
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
」
と
い

う
三
つ
の
知
見
が
得
ら
れ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
米
粉
パ
ン
専
門
店
で
あ
る
「
お
米
ぱ
ん
八
」
の
担
当
者
の

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
前
章
で
得
ら
れ
た
知
見
に
関
し
て
事
業
者
視
点

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
頂
い
た
。

　

第
五
章
で
は
、
第
二
章
～
第
四
章
ま
で
の
議
論
を
基
に
し
て
、
米
粉
や
米

粉
パ
ン
を
普
及
さ
せ
る
方
策
と
し
て
、「
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
米
粉
パ
ン
の
作

り
手
の
育
成
」「
多
様
な
製
品
へ
の
米
粉
の
利
用
促
進
」「
食
育
活
動
の
推
進
」

と
い
う
三
点
か
ら
提
言
を
行
っ
た
。

　

第
六
章
で
は
、
今
後
の
米
粉
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
す
る
旨
を
記

載
し
、
本
稿
に
お
け
る
議
論
を
総
括
し
た
。

神か
ん

林ば
や
し

拓た
く

未み

（
明
治
大
学　

農
学
部　

食
料
環
境
政
策
学
科　

三
年
）
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（
優
秀
賞
）

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
が
秘
め
る
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
及
び

地
域
活
性
化
の
提
案

　

現
在
、
世
界
で
は
急
激
な
人
口
増
加
が
進
ん
で
お
り
、
特
に
将
来
に
お
け
る

都
市
部
で
の
食
糧
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
に
は

生
産
性
が
高
く
、
地
産
地
消
で
持
続
可
能
な
農
業
、
同
時
に
水
資
源
、
環
境
保

全
と
い
う
人
類
共
通
の
問
題
を
解
決
し
得
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
論
文
で
は
、
筆
者
ら
の
体
験
を
活
か
す
と
と
も
に
、
将
来
の
食
糧
生
産

の
一
つ
の
在
り
方
と
し
て
、
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た
「
食
糧
増
産
」

及
び
「
地
域
活
性
化
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
提
案
し
た
。

　

最
初
に
、
私
た
ち
が
考
え
た
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
に
活
用
で
き
る
魚
種
と

作
物
の
難
易
度
別
の
組
み
合
わ
せ
を
示
す
。

一　

初
級
編

ナ
マ
ズ
＆
ミ
ニ
ト
マ
ト

　

�　

ナ
マ
ズ
を
日
本
の
伝
統
食
う
な
ぎ
の
代
替
魚
と
し
て
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
は

栽
培
の
し
や
す
さ
で
は
群
を
抜
い
て
い
る
。

二　

中
級
編

エ
ビ
＆
ガ
ジ
ュ
マ
ル

　

�　

エ
ビ
は
観
賞
用
あ
る
い
は
食
用
と
し
て
人
気
が
高
く
、
神
秘
性
の
高
い

ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
人
気
の
高
い
観
葉
植
物
で
あ
る
。

三　

上
級
編

チ
ョ
ウ
ザ
メ
＆
ウ
コ
ン

　

�　

チ
ョ
ウ
ザ
メ
と
い
う
名
よ
り
も
キ
ャ
ビ
ア
の
方
が
高
級
食
材
と
し
て
有

名
で
、
ウ
コ
ン
は
薬
効
作
用
が
強
く
万
能
植
物
と
い
わ
れ
て
い
る
。

四　

海
水
編

ヒ
ラ
メ
＆
モ
ズ
ク

　

�　

ヒ
ラ
メ
は
食
味
が
よ
く
高
級
魚
と
し
て
、
モ
ズ
ク
は
藻
の
一
種
で
カ
ル

シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
む
。

　

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
は
、
安
定
供
給
が
で
き
な
か
っ
た
有
機
栽
培
の
市
場

を
変
え
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。
今
後
、
様
々
な
魚
種
と
作
物
類
の
組
み

合
わ
せ
の
開
発
と
と
も
に
、
栽
培
開
始
か
ら
の
経
験
年
数
に
応
じ
て
技
術
力

向
上
や
販
路
拡
大
に
よ
り
収
益
も
伸
び
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

●�

ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た
食
糧
生
産
モ
デ
ル
の
構
築
及
び
輸
出
に

つ
い
て
、
国
や
地
域
に
よ
り
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
に
は
多
様
な
活
用
法
が

あ
る
た
め
、
都
市
農
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
業
、
福
祉
事
業
の
一
環
な
ど
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
認
知
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●�
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た
テ
ー
マ
パ
ー

ク
を
創
設
し
、
資
源
循
環
型
農
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
子
供
た
ち
の
情
操

教
育
や
食
農
教
育
の
実
践
農
場
と
し
て
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
と
し
た
い
。

　

私
た
ち
が
提
案
し
た
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
の
活
用
は
、
食
糧
増
産
及
び
地

域
活
性
化
の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、『
持
続
性
可
能
な
地
球
環
境
と
の
調

和
』
に
一
役
買
う
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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三み

好よ
し

莉り

央お

　

小こ

園ぞ
の

隆り
ゅ
う

輔す
け

下し

茂も

章あ
き

彦ひ
こ

　

久ひ
さ

田だ

貴た
か

之ゆ
き

（
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
部　

肉
用
牛
科　

�

二
年
）

（
代
表
）

（
優
秀
賞
）

ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
持
続
性
あ
る
肉
用
牛
生
産
体
系
の
構
築

～
農
業
新
時
代
へ
の
第
一
歩
～

　

本
稿
第
一
章
で
は
、
①
農
業
従
事
者
数
の
推
移
②
食
糧
自
給
率
の
推
移
③
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
動
向
、
を
述
べ
、
三
十
年
後
の
農
業
の
姿
を
想
像
し
た
。
第

二
章
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
と
し
て
、
私
た
ち
が
農
業
大
学
校
で
取
り
組
ん
だ

肉
用
牛
経
営
に
お
け
る
①
分
娩
管
理
②
繁
殖
管
理
③
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
検

証
、
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
第
三
章
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
持
続
性
あ

る
肉
用
牛
生
産
体
系
を
提
案
し
た
。

・�

農
業
従
事
者
数
の
推
移
：
農
家
数
全
体
が
減
少
し
て
お
り
、
特
に
第
一
種
兼
業

農
家
の
減
少
が
顕
著
。
産
業
構
造
か
ら
、
日
本
の
農
家
形
態
は
専
業
化
さ
れ
た

大
規
模
経
営
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

・�

食
糧
自
給
率
の
推
移
：
食
糧
の
多
く
を
輸
入
依
存
す
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
食

糧
の
自
給
率
向
上
、
食
料
保
管
政
策
の
強
化
は
必
要
。

・�

ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
動
向
：
効
率
的
生
産
や
低
コ
ス
ト
化
は
避
け
ら
れ
ず
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
展
開
は
不
可
欠
。

肉
用
牛
の
飼
養
管
理
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
証

・�

分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム
の
実
証
：
高
値
で
あ
る
子
牛
損
耗
を
考
慮
す
れ
ば
、
分
娩

事
故
防
止
及
び
労
力
軽
減
へ
の
効
果
は
大
き
い
。

・�

牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
の
実
証
：
発
情
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
発
情
の
検
知
並
び
に

授
精
適
期
の
推
定
が
可
能
と
な
り
、
繁
殖
供
用
率
、
さ
ら
に
受
胎
率
が
向
上
す
る
。

・�

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
の
実
証
：
労
働
力
不
足
対
応
の
た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
の
活
用
は
避
け
て
通
れ
な
い
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
よ
る
未
来
の
肉
用
牛
生
産
体
系
の
構
築

・�

子
牛
生
産
部
門
：
雌
牛
の
分
娩
管
理
及
び
繁
殖
管
理
に
、
分
娩
監
視
・
牛
群
管

理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
飼
料
給
与
に
自
動
給
餌
機
や
餌
寄
せ
ロ
ボ
ッ
ト
、
環
境

改
善
に
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
。
哺
乳
牛
に
は
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
、
個

体
毎
の
セ
ン
シ
ン
グ
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
を
徹
底
す
る
。

・�

肥
育
部
門
：
最
終
的
な
牛
肉
生
産
部
門
。
自
動
給
餌
機
を
活
用
し
、
デ
ー
タ
か

ら
割
り
出
し
た
適
正
給
与
量
を
遠
隔
操
作
に
よ
り
給
与
。
出
荷
時
や
削
蹄
な
ど

人
力
が
必
要
な
時
は
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
を
活
用
。
超
音
波
診
断
装
置
は
、
肉
質

判
定
、
出
荷
時
期
の
判
定
、
母
牛
の
遺
伝
能
力
推
定
に
活
用
。
放
牧
に
は
、
ド

ロ
ー
ン
で
空
か
ら
の
監
視
や
ダ
ニ
等
を
予
防
す
る
薬
剤
散
布
等
。

・�

飼
料
生
産
部
門
：
飼
料
価
格
高
騰
、
世
界
の
情
勢
不
安
を
勘
案
す
る
と
、
自
給

飼
料
確
保
は
重
要
。
播
種
、
収
穫
及
び
薬
剤
散
布
な
ど
に
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
は
不
可
欠
。
牛
の
糞
尿
は
良
質
堆
肥
化
し
て
、
飼
料
畑
還
元
あ
る
い
は
販

売
な
ど
環
境
保
全
に
努
め
る
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
農
業
技
術
の
一
つ
で
あ
り
、
人
の
技
術
を
補
う
も
の
と
意
識

す
る
こ
と
、
経
営
方
針
お
よ
び
必
要
な
技
術
の
明
確
化
、
さ
ら
に
は
、
デ
ー
タ
活

用
に
よ
る
経
営
改
善
効
果
の
確
認
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
『
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
肉
用
牛
生
産
体
系
』
は
、
二
〇
五
〇
年
の
牛
肉
生
産

の
一
つ
の
形
と
な
り
、
世
界
に
冠
た
る
和
牛
生
産
を
可
能
に
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

私
た
ち
は
、
農
村
の
情
景
と
最
先
端
技
術
の
調
和
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
和
牛

産
地
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
意
を
強
く
し
て
い
る
。
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（
優
秀
賞
）

生
産
者
と
消
費
者
を
繋
ぐ

～
農
業
初
心
者
学
生
の
活
動
記
～

一　

は
じ
め
に

　

�　

筆
者
ら
は
、
二
〇
二
一
年
十
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
大
学
の
農
業

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
授
業
で
農
業
体
験
を
行
っ
た
。
授
業
で
は
、
兵
庫
県

三
田
市
と
兵
庫
県
三
木
市
の
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
体
験
を
行
い
、
筆
者
ら

は
、
三
田
市
の
農
家
さ
ん
の
も
と
で
黒
枝
豆
の
収
穫
と
選
別
を
行
い
な
が
ら

お
話
を
聞
い
た
。
農
業
体
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
二
か
所
の
農
家
さ
ん
か
ら
共

通
し
て
、「
農
業
に
興
味
が
あ
る
人
と
繋
が
り
た
い
」
と
聞
い
た
。
ま
た
、
消

費
者
と
繋
が
り
た
い
農
家
さ
ん
が
い
る
一
方
で
、
農
家
さ
ん
と
繋
が
り
た
い

消
費
者
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
農
家
さ
ん
と
消
費
者
の
繋

が
り
を
作
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
、
授
業
外
で
の
有
志
活
動
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
実
施
し
た
。

二　

三
木
市
の
農
家W
U
T
A
R
I FA

R
M

さ
ん
と
の
イ
ベ
ン
ト

　

�　

授
業
で
提
案
し
た
野
菜
栽
培
キ
ッ
ト
が
、
三
木
市
の
農
家
さ
ん
と
授
業
で

お
世
話
に
な
っ
た
株
式
会
社
喫
茶
部
さ
ん
の
コ
ラ
ボ
事
業
で
商
品
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
筆
者
ら
はFacebook

の
グ
ル
ー
プ
内
で
ト
マ
ト
栽
培
キ
ッ

ト
の
育
成
実
験
を
行
っ
た
。
初
回
の
育
成
は
あ
ま
り
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た

た
め
、Facebook

グ
ル
ー
プ
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
、
再
実
験
す
る
た
め
に
新

メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
二
十
代
の
女

性
四
名
と
四
十
代
の
男
性
三
名
、
子
ど
も
一
名
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
農
家
さ
ん
へ
の
質
問
や
ト
マ
ト
の
試
食
を
通
し
て
生
産
者
と
消

費
者
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
参
加
者
満
足

度
は
高
く
、
農
家
さ
ん
も
消
費
者
と
深
い
繋
が
り
が
得
ら
れ
、
両
者
に
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
良
い
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

三　

三
田
市
の
農
家H

om
e Base

さ
ん
と
の
イ
ベ
ン
ト

　

�　

授
業
が
終
了
し
た
後
も
農
業
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
一
～
二
か
月
に
一
度
、
農

業
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
三
田
市
の
農
家
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ

で
働
き
な
が
ら
黒
枝
豆
を
普
及
す
る
た
め
に
農
業
を
す
る
、
認
定
新
規
就
農
者

と
い
う
珍
し
い
兼
業
農
家
だ
。
そ
の
珍
し
い
働
き
方
と
黒
枝
豆
の
知
名
度
を
広

め
る
た
め
、
食
育
と
農
業
を
掛
け
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。
内
容
は
、

農
家
さ
ん
の
お
話
や
黒
枝
豆
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
、
さ
や
も
ぎ
体
験
、
食
育
活

動
と
し
て
規
格
外
野
菜
を
活
用
し
た
料
理
を
食
べ
る
と
い
う
も
の
で
、
二
〇
二

二
年
十
月
二
十
三
日
に
実
施
す
る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
農
家
さ
ん
の
お
話
が
理

解
で
き
る
小
学
四
、
五
、
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
で
、
五
感
を
刺
激
す
る
特
別

授
業
ス
タ
イ
ル
で
行
う
。
参
加
者
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
食
育
や
農
家

さ
ん
と
直
接
お
話
し
で
き
る
点
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
参
加
者
は
農
家
さ
ん

と
直
接
お
話
し
で
き
、
農
家
さ
ん
は
消
費
者
に
直
接
に
黒
枝
豆
を
普
及
で
き

る
、
両
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
繋
が
り
の
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

四　

結
論

　
�　

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
、
繋
が
り
を
持

ち
た
い
と
い
う
想
い
は
生
産
者
か
ら
の
一
方
的
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
消

費
者
か
ら
生
産
者
に
向
け
て
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
両
者

の
繋
が
り
を
作
る
活
動
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
確
信
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
、
繋
が
り
が
生
ま
れ
る
取
り
組
み
が
次
々
と
開
催
さ
れ
、
生
産

者
と
消
費
者
の
深
い
関
係
が
当
た
り
前
の
存
在
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
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大
学　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
創
造
学
部　

�
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学
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三
年
）
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代
表
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田た

崎さ
き

小こ

春は
る

（
佐
賀
大
学
大
学
院　

農
学
研
究
科　

二
年
）

森も
り

　

由ゆ

貴き

子こ

（
佐
賀
大
学　

農
学
部　

生
物
資
源
科
学
科　

四
年
）

（
代
表
）

（
優
秀
賞
）

持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
「
局
所
耕
う
ん
法
」
の
可
能
性

～
土
壌
中
の
水
分
移
動
の
検
証
と
今
後
の
持
続
可
能
な
農
業
に
必
要
な
こ
と
～

　

従
来
の
耕
起
栽
培
法
で
は
、
耕
起
を
行
い
す
ぎ
る
こ
と
で
土
壌
流
亡
の
発
生

や
地
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
方

法
な
ど
が
徐
々
に
導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
方
法
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
実

践
さ
れ
て
い
る
不
耕
起
栽
培
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
規
模
な
農
場
に
お
け
る
不
耕

起
栽
培
で
は
、
耕
う
ん
時
の
労
力
を
減
ら
す
こ
と
や
、
燃
料
費
な
ど
の
削
減
、

土
壌
中
の
炭
素
貯
蔵
量
が
増
え
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

で
は
、
農
家
当
た
り
の
農
地
面
積
は
よ
り
小
さ
く
、
小
規
模
で
の
農
地
が
集

ま
っ
て
い
る
た
め
、
海
外
の
よ
う
な
不
耕
起
栽
培
の
導
入
に
向
い
て
い
な
い
点

が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
背
景
と
し
て
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
田
島
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
局
所
耕
う
ん
法
」
が
あ
げ
ら
れ
る
と
私

は
考
え
る
。

　
「
局
所
耕
う
ん
法
」
と
は
、
農
地
へ
鉛
直
方
向
に
穴
を
あ
け
る
こ
と
で
耕
う
ん

し
、
そ
こ
へ
苗
を
移
植
す
る
部
分
耕
起
栽
培
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
雑

草
を
刈
り
取
り
に
よ
っ
て
管
理
す
る
た
め
、
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
に
よ
る
効
果
や

不
耕
起
栽
培
の
効
果
が
あ
る
。
し
か
し
、
局
所
耕
う
ん
法
に
は
、
ま
だ
物
質
循

環
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
不
明
な
部
分
も
多
い
。
例
え
ば
、
土
壌
中
の
水
分
移
動
は
、

徳
本
・
藤
巻
（
二
〇
二
一
）
ら
が
カ
ラ
ム
実
験
を
用
い
て
、
詳
細
な
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
圃
場
で
実
測
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
。「
局
所

耕
う
ん
法
」
を
検
討
す
る
う
え
で
、
圃
場
で
の
土
壌
水
分
移
動
の
検
証
・
実
態

把
握
は
重
要
で
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
圃
場
中
で
人
工
マ
ク
ロ
ポ
ア
を
空
け
た
区
画
と
空
け
て
い
な

い
区
画
を
設
け
、
土
壌
中
に
セ
ン
サ
ー
を
埋
設
し
、
土
壌
水
分
量
の
推
移
を
比

較
し
た
。
人
工
マ
ク
ロ
ポ
ア
を
空
け
た
区
画
で
は
、
土
壌
水
分
量
が
多
く
な
る

様
子
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
人
工
マ
ク
ロ
ポ
ア
を
空
け
る
こ
と
で
、
下
方

へ
の
土
壌
水
分
量
が
多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
保
水
性
が
上
が
る

た
め
、
乾
燥
し
て
い
る
時
期
な
ど
で
も
栽
培
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
験
後
の
乾
物
重
や
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
背
丈
も
、
ポ
ア

の
有
無
に
よ
っ
て
比
較
し
た
。
乾
物
重
は
、
ポ
ア
を
空
け
た
方
が
大
き
い
値
を

示
し
た
。
さ
ら
に
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
背
丈
は
、
人
工
マ
ク
ロ
ポ
ア
を
空
け
た

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の
方
が
、
生
育
は
安
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

た
。

　
「
局
所
耕
う
ん
法
」
を
実
際
に
導
入
す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
は
、
以
下
が
考

え
ら
れ
る
。

・
雑
草
の
管
理
や
耕
う
ん
の
た
め
の
農
業
機
械
の
開
発

・
局
所
耕
う
ん
法
に
適
し
た
作
物
の
検
討

・
肥
培
管
理
法
を
検
討
す
る
た
め
、
溶
質
移
動
な
ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明

　

今
後
は
、
消
費
者
に
今
後
の
持
続
可
能
な
農
業
の
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
他
の
農
業
方
法
に
も
共
通
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

環
境
を
保
全
す
る
た
め
の
農
業
だ
け
で
は
な
く
、
労
力
や
消
費
者
も
考
え
た
農

業
が
、
持
続
可
能
な
農
業
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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德と
く

廣ひ
ろ

凪な
ぎ

翔と

（
青
山
学
院
大
学　

総
合
文
化
政
策
学
部　

�

総
合
文
化
政
策
学
科　

四
年
）

（
優
秀
賞
）

“
し
ょ
く
”
で
つ
な
が
る
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家

　

農
業
に
お
い
て
労
働
⼒
不
⾜
が
⼤
き
な
問
題
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
て
久

し
い
。
農
業
就
業
⼈⼝

の
低
下
と
⾼
齢
者
割
合
の
増
加
に
よ
り
、
農
業
に
お

け
る
少
⼦⾼

齢
化
は
年
々
深
刻
化
。
国
や
地
⽅⾃

治
体
を
中
⼼
に
様
々
な
⽀

援
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
と
い
っ
て
有
効
な
解
決
策
が
打

ち
出
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
農
業
か
ら
⽬
線
を
離
し
、
⽇
本

フ
ッ
ト
サ
ル
業
界
が
抱
え
る
フ
ッ
ト
サ
ル
選
⼿
の
デ
ュ
ア
ル
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
お
け
る
課
題
を
取
り
上
げ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
業
と
い
う
異
⾊
の

組
み
合
わ
せ
か
ら
、
職
×
⾷
＝
「“
し
ょ
く
”
で
つ
な
が
る
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ

ブ
と
農
家
」
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
・
モ
デ
ル
を
提
⽰
す
る
こ
と
と

す
る
。

　

一
つ
⽬
、「“
職
”
で
つ
な
が
る
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
」
で
は
、
フ
ッ

ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
が
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
結
び
、
農
家
に
お
け
る
労
働

⼒
の
需
要
に
対
し
て
、
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
か
ら
フ
ッ
ト
サ
ル
選
⼿
の
デ
ュ

ア
ル
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
⼀⼿

と
し
て
労
働
⼒
を
供
給
。“
職
”
に
お
け
る
双
⽅

の
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
が
抱
え
る
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
解
決
す
る
。

　

二
つ
⽬
、「“
⾷
”
で
つ
な
が
る
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
」
で
は
、
フ
ッ

ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
を
中
⼼
に
、
ス
ポ
ン
サ
ー
や
フ
ァ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
を
⼀
元
化

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
“
⽣
協
”
の
仕
組
み
を
応
⽤
。
フ
ッ
ト
サ

ル
ク
ラ
ブ
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
結
び
つ
け
る
地
域

経
済
圏
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
農
家
に
お
い
て
は
新
規
顧
客
お
よ
び
新
規

流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
と
い
う
可
能
性
を
引
き
出
し
た
。
こ
の
仕
組
み
そ
の

も
の
を
拡
⼤
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
拠
点
に
し
た
密

で
コ
ン
パ
ク
ト
な
ロ
ー
カ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
は
本
論
の
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
扱
う
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
に
限
ら

ず
、
同
じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
る
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
全
般
に
お
い

て
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
農
家
の
双
⽅
に
新
し
い

在
り
⽅
を
⽰
唆
す
る
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。
も
と
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
農

家
と
い
う
も
の
は
、
と
も
に
⼟
着
性
と
い
う
点
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
接
点
に
お
い
て
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
⽣
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
⽇
々
の
⾷⽣

活
の
ベ
ー
ス
を
担
っ
て
い
る
農
業
に
お
い
て

も
、
社
会
と
つ
な
が
る
新
し
い
関
係
性
を
構
築
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
り

得
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
本
論
は
、
農
業
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
⽅
向
性
で
は

な
く
、
社
会
に
落
ち
て
い
る
何
か
し
ら
の
課
題
を
農
業
と
い
う
ア
セ
ッ
ト
を

⽤
い
て
解
決
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
と
い
う
異
⾊
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
ア
イ
デ
ア

に
な
っ
た
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
有
機
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
世
の
中

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
と
農
業
の
課
題
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
解
決
策
が
⽣
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
優
秀
賞
）

中
山
間
地
域
の
持
続
的
な
水
田
維
持
に
お
け
る
関
係
人
口
的
な
「
か
か
わ
り
」
の
重
要
性

～
岩
手
県
一
関
市
「
金
山
棚
田
」
と
「
六
次
産
業
館
古
代
米
お
り
ざ
」
の
事
例
か
ら
〜

　

本
論
文
は
中
山
間
地
域
に
位
置
す
る
水
田
に
お
い
て
、
関
係
人
口
的
な
外

部
の
人
材
を
含
む
多
様
な
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
持
続
的
に
維
持
し
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
を
、
事
例
研
究
を
基
に
調
査
し
た
論
文
で
あ
る
。
関
係
人

口
は
本
来
、
地
域
活
性
化
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
る
が
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
多
様
な
主
体
の
か
か
わ
り
に
よ
る
水
田
の
維
持

に
も
応
用
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
か
か
わ

り
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
る
水
田
の
優
良
事
例
と
し
て
、
岩
手
県
一
関
市
に

お
け
る
「
金
山
棚
田
」
と
「
六
次
産
業
館
古
代
米
お
り
ざ
」
の
事
例
を
用
い
、

そ
の
関
係
人
口
を
分
析
、
調
査
し
た
。
コ
ロ
ナ
渦
も
三
年
目
に
入
り
、
感
染

状
況
や
社
会
情
勢
も
落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
現
地
調
査
と
オ
ン
ラ
イ

ン
調
査
を
組
み
合
わ
せ
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
こ
か
ら
分
か
っ
て
き
た
の
は
、

私
た
ち
の
想
定
以
上
の
多
様
な
主
体
の
か
か
わ
り
の
広
さ
と
深
さ
で
あ
っ
た
。

「
金
山
棚
田
」
で
は
農
家
の
方
が
ご
高
齢
と
な
っ
た
こ
と
で
棚
田
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
た
中
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
か
か
わ
り
を
持
っ
た
方
が
管
理

を
受
け
継
ぎ
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
が
始
め
ら
れ
、
多
様
な
オ
ー
ナ
ー
が
か
か
わ

る
こ
と
で
開
墾
当
時
の
様
子
が
残
さ
れ
て
い
た
。「
六
次
産
業
館
古
代
米
お

り
ざ
」
で
は
、
古
代
米
と
い
う
昔
か
ら
の
特
徴
を
残
し
た
特
徴
的
な
米
の
生

産
、
加
工
、
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
、
地
域
の
生
産
者
と
の
共
同

販
売
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
出
品
等
の
多
様
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
。

古
代
米
の
加
工
に
は
地
域
の
製
菓
会
社
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
購
入
者
の

多
く
は
関
東
在
住
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
多
様
で
幅
広
い
外
部
と
の
つ
な

が
り
が
判
明
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
両
事
例
の
共
通
点
が
、
関
係
人
口

を
利
用
し
た
維
持
と
運
用
で
あ
る
と
私
た
ち
は
考
え
た
。
両
事
例
の
調
査
か

ら
改
め
て
外
部
人
材
を
含
む
地
域
内
外
の
様
々
な
関
係
主
体
と
の
か
か
わ
り

の
重
要
性
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
過
疎
地
域
や
中
山
間
地

域
、
条
件
不
利
地
域
な
ど
で
も
水
田
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
者

だ
け
で
は
な
い
外
部
主
体
を
含
ん
だ
関
係
人
口
的
水
田
の
維
持
が
持
続
可
能

な
水
田
維
持
に
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
展
望
を
描
い
た
。
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西に
し

本も
と
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夏な
つ

（
北
里
大
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獣
医
学
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物
資
源
科
学
科　

四
年
）

（
代
表
）

（
優
秀
賞
）

昆
虫
の
新
た
な
可
能
性

～
昆
虫
食
を
「
代
替
タ
ン
パ
ク
源
」
以
外
の
観
点
か
ら
考
え
る
～

　

昆
虫
を
抵
抗
感
な
く
食
品
に
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
私
た
ち
は
、

大
学
の
牧
場
実
習
の
際
に
、
自
給
飼
料
一
〇
〇
％
で
肉
牛
生
産
を
行
う
資
源
循

環
型
畜
産
を
行
う
北
里
大
学
獣
医
学
部
付
属
八
雲
牧
場
（
以
下
、
八
雲
牧
場
）

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
二
〇
五
〇
年
に
は
食
糧
不
足
が
深
刻
化
す
る
と
言
わ
れ
る

現
状
で
、
食
料
自
給
率
の
低
い
日
本
が
資
源
循
環
型
畜
産
を
行
う
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
牧
場
実
習
を
通
し
て
二
〇
一
一
年
に
八
雲
牧
場
で
バ
ッ
タ

科
昆
虫
が
大
量
発
生
し
、
牧
場
内
全
て
の
イ
ネ
科
牧
草
に
深
刻
な
被
害
を
及
ぼ

し
た
こ
と
を
学
ん
だ
。
資
源
循
環
型
畜
産
に
と
っ
て
、
牧
場
内
の
イ
ネ
科
牧
草

が
収
穫
で
き
な
い
こ
と
は
、
肉
牛
の
越
冬
飼
料
を
失
う
こ
と
な
の
で
致
命
的
で

あ
る
。
私
た
ち
は
、
大
量
発
生
し
た
バ
ッ
タ
科
昆
虫
を
何
か
に
生
か
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
と
考
え
、
昆
虫
食
に
注
目
し
た
。
昆
虫
食
は
次
世
代
の
タ
ン
パ

ク
質
源
と
認
知
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
栄
養
価
は
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在

の
日
本
で
は
、
昆
虫
を
食
べ
る
こ
と
に
抵
抗
感
を
抱
く
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
そ

こ
で
、
さ
ら
に
調
べ
を
進
め
て
い
く
と
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
昆
虫
に
抗
菌
作

用
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
大
量
発
生
し
た
バ
ッ
タ
科
昆
虫
を
食
品
長
期
保
存
に

役
立
て
る
た
め
、「
保
存
料
」
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
と
考
え

た
。

　

食
品
は
微
生
物
に
汚
染
さ
れ
る
と
腐
敗
す
る
。
そ
の
た
め
、
微
生
物
の
増
殖

を
抑
制
す
る
こ
と
は
、
食
品
を
長
期
保
存
さ
せ
る
上
で
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
私
た
ち
は
昆
虫
を
直
接
食
べ
る
の
で
は
な
く
、
粉

末
状
で
食
品
に
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
視
覚
的
抵
抗
感
を
払
拭
し
つ
つ
、
食
品

の
長
期
保
存
に
役
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
研
究

は
、
微
生
物
が
生
育
し
や
す
く
、
粉
末
を
混
ぜ
込
み
や
す
い
パ
ン
を
用
い
て
、

バ
ッ
タ
科
昆
虫
の
細
菌
に
対
す
る
抗
菌
活
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、

食
中
毒
原
因
菌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
に
対
し
て
、
ト
ノ
サ

マ
バ
ッ
タ
粉
末
が
微
生
物
増
殖
抑
制
活
性
を
示
す
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

研
究
結
果
よ
り
、
パ
ン
の
原
材
料
に
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
粉
末
を
添
加
す
る
と
、

微
生
物
の
増
殖
を
九
九
・
五
％
抑
制
す
る
と
い
う
非
常
に
良
好
な
効
果
が
示
唆

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
活
性
成
分
の
探
索
を
試
み
た
結
果
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
粉

末
の
水
抽
出
物
に
は
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る
効
果
が
示
唆
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
粉
末
に
含
ま
れ
る
微
生
物
抑
制
効
果
を
示

す
活
性
成
分
を
特
定
す
る
た
め
に
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
粉
末
の
水
抽
出
物
か
ら

メ
タ
ノ
ー
ル
溶
出
画
分
を
調
製
し
、
調
製
し
た
画
分
を
寒
天
培
地
に
添
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
増
殖
抑
制
効
果
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
結

果
と
し
て
、
メ
タ
ノ
ー
ル
溶
出
前
よ
り
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
の
増
殖
を
抑
制
す
る

効
果
は
低
下
し
、
活
性
成
分
の
同
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、

ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
の
微
生
物
抑
制
効
果
は
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
内
の
あ
る
特
定

の
物
質
だ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
物
質
が
掛
け
合
わ
さ
り
、
強
い
微
生
物

抑
制
効
果
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
現
在
も
活
性
成
分
の
同

定
に
向
け
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
今
後
さ
ら
に
不
足
が

予
想
さ
れ
る
穀
物
の
保
存
料
と
し
て
バ
ッ
タ
科
昆
虫
が
使
用
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
提
案
す
る
。
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（
金
賞
）

私
の
心
を
変
え
た
「
大
き
な
発
見
」

～
異
国
の
養
豚
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
～

木こ

暮ぐ
れ

　

千ち

尋ひ
ろ

（
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
部　

養
豚
科　

 

一
年
）

　

農
業
高
校
に
進
学
し
た
私
を
変
え
た
の
は
、‘
養
豚
部
’
に
入
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
は
、
今
の
私
の
「
将
来
の
目
標
」
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。

　

養
豚
部
で
は
、
主
に
餌
や
り
や
除
糞
作
業
な
ど
の
一
般
管
理
を
行
い
、
そ

の
ほ
か
に
も
種
付
け
や
分
娩
介
助
、
出
荷
作
業
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

活
動
の
中
、
高
校
二
年
生
の
終
わ
り
頃
に
顧
問
の
先
生
か
ら
一
枚
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
養
豚
に
つ
い
て
学
ぶ
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
で
、
公
益
社
団
法
人
国
際
農
業
者
交
流
協
会
が
主
催
す
る

「
未
来
の
畜
産
女
子
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
全
国
代
表
の
女
子
農
業

高
校
生
が
参
加
す
る
内
容
で
し
た
。
本
来
は
対
象
の
研
修
先
に
渡
航
し
て
直

接
研
修
を
行
い
ま
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
変
更
さ
れ
て
の
開
催
で
し

た
。
こ
の
研
修
は
、
映
像
に
よ
る
現
地
の
様
子
や
養
豚
の
現
状
を
学
び
、
ま

た
デ
ン
マ
ー
ク
の
農
家
経
営
者
、
農
業
高
校
の
生
徒
や
教
師
の
方
と
の
対
話

に
よ
る
交
流
に
よ
り
日
本
の
養
豚
と
の
違
い
や
改
善
点
な
ど
を
考
え
、
そ
れ

を
ま
と
め
た
内
容
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
し
た
。

　

養
豚
部
の
活
動
の
中
で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
い
う
言
葉
を
よ
く

耳
に
し
ま
し
た
。
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
は
日
本
語
で
‘
動
物
福
祉
’

を
意
味
し
て
お
り
、「
五
つ
の
自
由
」
を
尊
重
し
、
ス
ト
レ
ス
を
な
る
べ
く
与

え
な
い
動
物
に
寄
り
添
っ
た
管
理
方
法
の
こ
と
で
す
。
こ
の
五
つ
と
は
、「
飢

え
・
渇
き
か
ら
の
自
由
」「
不
快
か
ら
の
自
由
」「
痛
み
・
外
傷
・
病
気
か
ら

の
自
由
」「
本
来
の
行
動
を
と
れ
る
自
由
」「
恐
怖
や
苦
痛
か
ら
の
自
由
」
の

こ
と
で
、
今
回
の
研
修
で
は
、
特
に
「
不
快
か
ら
の
自
由
」
と
「
本
来
の
行

動
を
と
れ
る
自
由
」
を
重
点
課
題
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
研
修
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
日
本
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
多
く
の
相
違
点
を
知
り
、
ま
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
養
豚
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
相
違
点
は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
農
業
に
対

す
る
国
民
の
意
識
の
根
本
的
な
違
い
で
し
た
。
日
本
で
は
農
業
へ
関
心
を
向

け
る
消
費
者
は
少
な
い
と
感
じ
ま
す
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
国
民
や
メ
デ
ィ

ア
が
農
畜
産
物
の
品
質
や
生
産
方
法
な
ど
に
厳
し
い
目
を
向
け
て
お
り
、
国

民
一
人
一
人
が
自
分
の
食
す
る
食
材
に
対
し
て
、
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
関
心
の
一
つ
に
動
物
の
飼
育
環
境
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
健

康
に
育
っ
た
家
畜
は
人
の
身
体
に
も
良
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
国
が
法
律
と
し
て
制
定
し
、

日
本
のGA

P

やH
A

CCP

よ
り
も
厳
し
い
規
制
の
下
で
管
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
例
え
ば
、
分
娩
室
内
で
の
飼
育
期
間
は
母
子
と
も
に
分
娩
後
の
四

週
間
以
内
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
日
光
浴
や
水
浴
び
な
ど
自
由
な
行
動

を
義
務
づ
け
る
法
律
が
あ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
行
政
機
関
な
ど
が
行
う

「
五
つ
の
自
由
」
に
基
づ
く
管
理
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
不
意
打
ち
の
訪
問
の
た
め
、
農
家
自

身
も
常
日
ご
ろ
か
ら
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
意
識
し
て
し
っ
か
り
管
理

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
農
家
の
方
は
こ
れ
ら
の
規
制
に
対
し

て
、
苦
痛
に
感
じ
て
い
る
様
子
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
放
牧
を
行
う
有
機
畜
産
農
家
が
日
本
よ
り
も
は
る
か
に
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
商
品
が
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
多
く
並
ん
で
い
ま
す
。
畜
産
で
は
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

へ
の
取
り
組
み
は
当
た
り
前
、
付
加
価
値
の
た
め
に
有
機
畜
産
に
取
り
組
む

と
い
う
考
え
方
の
農
家
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ
は
、
私
が
研
修
に
お
い
て
一
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番
興
味
を
惹
か
れ
た
こ
と
で
し
た
。
日
本
で
は
豚
を
収
容
す
る
ス
ト
ー
ル
が

狭
く
、
寝
返
り
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
の
広
さ
で
す
。
そ
の
た
め
、

広
い
屋
外
で
の
び
の
び
と
動
き
回
る
豚
の
様
子
は
と
て
も
朗
ら
か
に
映
り
、

自
然
に
癒
や
し
と
幸
せ
な
感
覚
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
研
修
の
中
で
、
放

牧
養
豚
農
家
の
方
か
ら
「
一
番
大
切
な
こ
と
は
消
費
者
に
ど
う
育
っ
た
の
か

ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
こ
と
だ
よ
」
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ト
ー

リ
ー
と
は
豚
が
ど
ん
な
餌
を
食
べ
、
使
用
さ
れ
た
抗
生
物
質
や
薬
の
種
類
、

飼
育
環
境
な
ど
の
情
報
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
真
実
を
伝
え
る
こ
と
で
、

消
費
者
に
商
品
の
魅
力
や
安
全
性
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
、
高
い
レ
ベ
ル
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
と
豚
の
生
態
を
尊

重
し
た
放
牧
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
安
心
安
全
な
豚
肉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

成
功
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
相
違
点
の
他
に
も
デ
ン
マ
ー
ク
養
豚
の
魅
力
と
し
て
、
二

酸
化
炭
素
を
利
用
し
た
豚
に
苦
痛
を
与
え
な
い
と
畜
方
法
を
採
用
し
て
い
る

こ
と
、
高
い
品
質
を
強
み
と
し
た
Ｅ
Ｕ
諸
国
へ
の
輸
出
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
例
年
こ
の
研
修
で
、
日
本
の
学
生
が
日
本
を
飛
び
出

し
て
海
外
を
学
び
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
研
修
の
地
で
は
、
日
本
で
は
体
験

で
き
な
い
多
く
の
こ
と
に
触
れ
、
感
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
知
識
を
吸
収
し
て

き
ま
す
。
今
回
は
映
像
に
よ
る
研
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
広
大
な
土
地
を
活
用
し
て
、
豚
目
線
で
の
養
豚
経
営
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
研
修
で
の
大
き

な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
日
本
農
業
の
３
Ｋ
と
し
て

「
か
っ
こ
い
い
」「
感
動
あ
り
」「
稼
げ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

ま
さ
に
、
豚
の
こ
と
を
理
解
し
、
豚
に
や
さ
し
い
養
豚
業
を
展
開
す
る
デ
ン

マ
ー
ク
養
豚
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
の
目
指
す
養
豚
も

こ
こ
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

豚
は
家
畜
化
さ
れ
て
人
間
に
飼
わ
れ
、
食
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
長
い
年
月
に
わ
た
り
、
命
を
持
っ
て
人
間
に
恩
恵
を
与
え
て
き
た
動
物

で
す
。
そ
の
歴
史
は
数
千
年
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
豚
に
も
本
来

持
っ
て
い
る
行
動
や
習
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
人
間
に
と
っ
て
大
切

な
存
在
で
あ
る
豚
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
愛
情
と
い
た
わ
り
を
持
ち
、
豚
の

こ
と
を
理
解
し
た
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
飼
育
方
法
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
が
こ
れ
ら
の
魅
力
を
す
べ
て
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
す
ぐ
に
は

困
難
で
し
ょ
う
。
日
本
の
養
豚
業
に
も
こ
れ
ま
で
守
っ
て
き
た
独
自
の
技
術

や
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
し
、
特
に
コ
ス
ト
面
で
の
理
解
は
大
き
な
障
壁
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
消
費
者
や
メ
デ
ィ
ア
に
こ
の
魅
力
を
受
け
入

れ
て
も
ら
い
、
こ
こ
か
ら
発
信
す
る
こ
と
で
養
豚
経
営
者
の
意
識
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
に
よ
る
法
律
化

と
併
せ
て
、
生
産
コ
ス
ト
と
消
費
価
格
面
で
の
補
助
や
助
成
な
ど
一
連
の
対

策
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
と
て
も
高
い
ハ
ー
ド
ル
と
は
思
い
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
で
も
こ
の
方
向
に
進
む
べ
き
で
す
。

　

私
は
研
修
に
参
加
す
る
ま
で
、
た
だ
普
通
に
養
豚
企
業
へ
就
職
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
研
修
を
終
え
て
「
自
ら
養
豚
を
営
み

た
い
。
自
分
の
農
場
を
持
ち
た
い
」
と
考
え
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
私

の
目
標
と
す
る
経
営
形
態
は
、“
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
養
豚
”
で
す
。
研
修
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
多
く
の
学
習
と
経
験
を
積
む
こ
と
で

必
ず
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。
現
在
私
が
在
籍
し
て
い
る
農
業
大
学
校
で

は
、
特
に
実
践
的
な
経
営
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
ま
た
、
付
加
価
値
を
高
め

る
た
め
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
豚
を
使
用
し
た
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど

加
工
品
の
製
造
販
売
を
手
が
け
る
こ
と
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。「
将
来
の

目
標
」
の
達
成
の
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
習
得
す
べ
き
こ
と
が
山
積
み
で
す
。

　

農
業
大
学
校
に
進
学
す
る
少
し
前
、
祖
父
母
と
養
豚
に
つ
い
て
話
す
機
会

が
あ
り
、
そ
の
中
で
私
は
養
豚
経
営
を
起
業
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

「
安
定
し
た
利
益
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
加
工
に
も
挑
戦
し
た
い
。

そ
の
時
は
加
工
部
門
を
任
せ
る
ね
」
と
い
う
私
の
提
案
に
、
二
つ
返
事
で

「
い
い
よ
。
そ
れ
ま
で
生
き
な
き
ゃ
ね
！
」
と
気
さ
く
に
返
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
は
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
、
と
て
も
心
強

く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
自
分
の
夢
に
向

か
っ
て
進
ん
で
い
け
る
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
気
持
ち
は
も
う
未
来
に

向
か
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。
研
修
で
の
発
見
を
自
分
の
も
の
に
し
て
、
よ
り

一
層
輝
か
せ
る
た
め
に
多
く
の
努
力
を
惜
し
ま
な
い
覚
悟
で
す
。
ま
だ
ま
だ

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
世
界
各
地
の
養

豚
シ
ス
テ
ム
に
も
視
野
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
揺
る
ぎ
な
い
気
持
ち
で
自
己

研
鑽
し
、
私
な
り
の
ユ
ニ
ー
ク
な
養
豚
経
営
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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全
て
は
「
ピ
ー
チ
」
か
ら

大お
お

井い

　

悠ゆ
う

愛あ
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岩
手
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
科　

酪
農
経
営
科　

�

二
年
）

　
「
や
っ
た
！
生
ま
れ
た
！
」

　

二
〇
一
九
年
三
月
二
十
日
、
曇
天
の
中
、
寒
風
が
吹
き
つ
け
る
牛
舎
で
そ

の
子
牛
は
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
だ
羊
水
や
膜
が
付
着
し
ぬ
め
り
気
の
あ
る
体

を
、
ふ
か
ふ
か
に
積
ん
だ
干
し
草
の
上
へ
移
動
さ
せ
る
と
、
母
牛
は
出
産
後

で
疲
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
重
た
い
体
を
起
こ
し
、
懸
命
に
子
牛
の
体
を
な
め

始
め
ま
し
た
。
昼
間
で
は
あ
る
も
の
の
、
つ
な
ぎ
目
な
く
灰
色
に
覆
わ
れ
た

空
は
一
筋
の
日
の
光
さ
え
通
さ
ず
、
今
に
も
雪
が
降
り
出
し
そ
う
で
し
た
。

母
牛
の
口
か
ら
は
た
く
さ
ん
の
白
い
吐
息
が
漏
れ
出
て
お
り
、
生
ま
れ
た
て

の
子
牛
に
は
厳
し
い
季
節
で
す
。

　

私
の
祖
父
母
の
家
は
、
岩
手
県
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。

地
元
の
方
か
ら
は
通
称
「
熊
の
巣
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
で
、
畑
と
馬
の
繁

殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
盆
や
正
月
な
ど
長
期
休
み
に
な
る
と
母
に
連
れ

ら
れ
て
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
畑
仕
事
と
馬
の
世
話
の
手
伝
い
の

時
間
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
新
鮮
で
楽
し
い
時
間
で
し
た
。
仙
台
市
内
に

住
む
私
に
は
、
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
居
間
も
見
た
こ
と
の
な
い
大

き
な
ト
ン
ボ
も
す
べ
て
が
光
り
輝
い
て
い
て
、
三
六
〇
度
ど
こ
を
切
り
取
っ

て
も
わ
く
わ
く
が
溢
れ
出
る
そ
ん
な
場
所
で
し
た
。
い
つ
し
か
私
は
幼
少
期

の
「
た
だ
好
き
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
惹
か
れ
て
い

る
の
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
農
業
高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　

農
業
高
校
に
は
牛
部
と
い
う
部
活
が
あ
り
、
部
員
が
牛
の
飼
育
管
理
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
共
進
会
に
向
け
た
日
々
の
飼
育
管
理
に
加
え
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
練
習
や
毛
刈
り
、
牛
体
の
洗
浄
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。
三
月
二
十
日
の

出
産
も
牛
部
の
活
動
中
だ
っ
た
た
め
、
分
娩
を
見
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
二
つ
上
の
先
輩
た
ち
の
代
で
は
、
夜
中
の
分
娩
が
相
次
ぎ
対
応
で
き
ず

に
死
産
に
な
っ
て
し
ま
う
子
牛
が
多
か
っ
た
た
め
、
私
た
ち
の
代
か
ら
昼
間

分
娩
法
を
取
り
入
れ
、
全
体
の
七
割
が
部
活
動
の
時
間
帯
に
生
ま
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
分
娩
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日

出
産
し
た
母
牛
は
古
株
で
、
出
産
に
も
慣
れ
て
い
た
た
め
、
す
ぐ
に
子
牛
を

舐
め
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
子
牛
も
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
元
気
に
初
乳
を

飲
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
見
守
る
私
た
ち
を
安
堵
さ
せ
る
と
て
も
順
調
な
出
産

で
し
た
。
た
だ
、
そ
の
日
は
寒
か
っ
た
の
で
、
牛
舎
の
窓
を
閉
め
、
寒
風
が

牛
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
牛
部
の
活
動
は
午
後
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
私
は
午
前
中
に
活
動

が
あ
る
陸
上
部
に
行
く
た
め
牛
部
の
部
員
よ
り
早
く
に
学
校
に
来
て
い
ま
し

た
。
陸
上
部
の
練
習
が
終
わ
っ
た
後
、
一
刻
も
早
く
子
牛
を
見
に
行
き
た
い
と

い
う
は
や
る
気
持
ち
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
急
い
で
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
顧
問
の
先
生
か
ら
は
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
か
、
軽

く
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
の
た
わ
い
な
い
楽
し
い
会
話
が
始
ま
る

の
だ
と
、
そ
の
時
は
暢
気
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
先
生
と
の
会
話
が
終
わ
っ
た

後
、
私
は
泣
き
な
が
ら
砂
の
つ
い
た
ジ
ャ
ー
ジ
姿
で
走
っ
て
牛
舎
へ
向
か
い

ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら
窓
が
開
い
て
い
て
、
外
か
ら
で
も
中
が
伺
え
る
牛
舎
は

窓
が
閉
じ
て
お
り
中
の
様
子
が
伺
え
ず
、
私
は
ス
ニ
ー
カ
ー
の
ま
ま
ジ
ャ
ボ

ジ
ャ
ボ
と
消
毒
層
を
踏
み
扉
を
開
け
放
ち
ま
し
た
。
扉
を
開
け
る
と
外
か
ら

は
小
さ
く
聞
こ
え
て
い
た
牛
の
鳴
き
声
が
突
如
と
し
て
鼓
膜
に
大
き
く
鳴
り

響
き
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
変
化
を
気
に
し
て
い
る
余
裕
も
な
く
急
い
で
分
娩

房
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
分
娩
房
に
は
私
が
こ
れ
ま
で
の
人
生
で
見
た
こ
と
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の
な
い
光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
昨
日
ま
で
元
気
だ
っ
た
母

牛
の
姿
は
な
く
、
横
に
な
っ
て
パ
ン
パ
ン
に
腹
が
張
れ
、
地
面
か
ら
足
の
浮
い

た
牛
の
死
体
が
転
が
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
大
き
な
動
物
の
死
体
を
見

た
の
は
初
め
て
の
体
験
で
、
私
の
知
っ
て
い
る
ピ
ー
チ
と
い
う
雌
牛
に
は
似

て
も
似
つ
か
な
い
表
情
に
絶
句
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ピ
ー
チ
の
死
因
は
窒

息
死
。
分
娩
房
を
分
け
る
柵
と
柵
の
小
さ
な
隙
間
に
頭
を
挟
め
て
し
ま
っ
て

い
て
、
苦
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
黒
目
は
グ
ル
ン
と
上
を
向
き
、
目
と
口
が

開
か
れ
た
状
態
で
死
後
硬
直
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
発
見
し
た
先
生
に
よ
る

と
、
発
見
当
初
は
ま
だ
体
が
温
か
く
、
今
朝
起
こ
っ
た
事
故
だ
っ
た
と
告
げ
ら

れ
ま
し
た
。
寒
さ
対
策
の
た
め
に
牛
舎
の
窓
を
閉
め
な
け
れ
ば
、
助
け
を
求
め

る
牛
の
声
に
気
づ
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
夜
間
に
牛
舎
に
誰

も
い
な
い
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
い
か
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
頭
を
よ
ぎ

り
ま
し
た
が
、
学
校
と
い
う
場
所
で
、
職
員
や
生
徒
と
い
う
立
場
で
そ
ん
な
こ

と
は
無
理
な
こ
と
だ
と
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
事
故
を
防
ぐ
方
法
を
、
当
時
の
私

は
結
局
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
、
私
は
さ
ら
に
乳
牛
の
こ
と
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
農
業

大
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
農
業
大
学
校
の
牛
舎
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎

で
、
高
校
の
繋
ぎ
飼
い
牛
舎
と
は
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
ま
た
、
搾
乳
の
仕

方
も
高
校
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
式
と
は
違
い
パ
ー
ラ
ー
で
の
搾
乳
で
し
た
。
高

校
の
時
と
は
違
う
飼
育
管
理
方
法
や
搾
乳
の
仕
方
に
、
こ
ん
な
や
り
方
も
あ

る
の
か
と
日
々
発
見
の
連
続
で
し
た
。
そ
し
て
私
が
一
番
驚
い
た
こ
と
が
、

ス
マ
カ
メ
と
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
の
存
在
で
す
。
ス
マ
カ
メ
と
は
、
フ
ル
Ｈ
Ｄ

撮
影
に
加
え
、
ス
ピ
ー
カ
ー
と
マ
イ
ク
を
内
蔵
し
、
音
声
の
確
認
や
声
を
カ

メ
ラ
か
ら
届
け
る
こ
と
の
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
の
こ
と
で
す
。
農

業
大
学
校
で
は
こ
れ
を
分
娩
房
に
設
置
し
、
い
つ
で
も
自
分
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
確
認
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
と

は
、
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
内
蔵
し
た
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
デ
バ
イ
ス
の
こ
と
で
、

こ
れ
を
牛
の
首
に
装
着
す
る
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
牛
の
活
動
情
報
を
収
集
し

て
フ
ァ
ー
ム
ノ
ー
ト
に
保
存
し
、
活
動
量
や
反
芻
時
間
、
休
憩
時
間
や
発
情

兆
候
な
ど
、
牛
の
些
細
な
変
化
を
牛
舎
に
い
な
く
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
が
あ
れ
ば
分
娩
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
、
ま
た
ピ
ー
チ
の
よ
う
な
予
測
不
能
な
事
故
の
早
期
発
見
も
可
能
で
す
。

農
家
の
高
齢
者
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
近
年
、
農
業
従
事
者
の
減
少
は
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
マ
カ
メ
や
フ
ァ
ー
ム

ノ
ー
ト
の
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
入
れ
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
今
、
卒
業
研
究
で
分
娩
後
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
低
減
の
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
研
究
の
目
的
は
、
一
年
一
産
の
ま
ま
長
生
き
す
る
牛
を
作
る
こ

と
で
す
。
牛
の
平
均
寿
命
は
通
常
十
二
年
で
す
。
し
か
し
乳
牛
の
平
均
寿
命
は

六
年
と
半
分
し
か
生
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、

毎
日
乳
を
出
し
続
け
て
い
る
搾
乳
へ
の
ス
ト
レ
ス
と
分
娩
の
繰
り
返
し
で
す
。

分
娩
を
し
て
い
る
牛
と
し
て
い
な
い
牛
で
は
、
毛
並
み
の
艶
、
足
の
丈
夫
さ
な

ど
の
若
々
し
さ
が
分
娩
を
し
て
い
な
い
牛
の
ほ
う
が
あ
り
ま
す
。
で
は
な
ぜ

出
産
を
す
る
と
老
い
易
い
の
か
、
そ
の
原
因
は
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
急
激
な
減

少
に
あ
り
ま
し
た
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
は
活
性
酸
素
と
い
う
細
胞
を
酸
化
さ

せ
、
老
化
促
進
作
用
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
、
こ
の
活
性
酸
素
が
増
え
る
と

毛
の
艶
や
肌
の
張
り
が
悪
く
な
り
、
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
現
象
を
抑
制
さ
せ
る
た
め
に
は
、
分
娩
後
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
急

激
な
減
少
を
緩
や
か
に
す
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
分
娩

前
後
に
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
増
加
機
能
の
あ
る
ル
ー
メ
ン
パ
ス
と
い
う
大
豆
の
飼

料
と
、
活
性
酸
素
抑
制
機
能
の
あ
る
ア
ス
タ
Ｓ
Ｅ
ペ
レ
ッ
ト
を
違
う
試
験
区

の
牛
に
給
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
採
血
を
行
っ
て
血
中
の
抗
酸
化
能
を
測
定

し
、
そ
の
影
響
か
ら
な
る
乳
量
、
発
情
兆
候
、
受
胎
率
な
ど
の
確
認
も
フ
ァ
ー

ム
ノ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
調
査
し
ま
し
た
。
ま
だ
試
験
は
継
続
中
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
あ
の
時
不
慮
の
事
故
で
死

ん
で
し
ま
っ
た
ピ
ー
チ
も
、
あ
の
子
牛
を
生
ん
だ
時
に
は
も
う
五
歳
で
し
た
。

ど
の
み
ち
出
荷
を
す
る
日
は
そ
う
遠
く
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
研
究

で
私
は
そ
う
い
っ
た
牛
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
や
っ
た
！
生
ま
れ
た
！
」

　

今
年
六
月
三
日
。
初
夏
の
し
っ
と
り
と
し
た
風
が
吹
き
抜
け
る
そ
の
牛
舎

で
子
牛
は
誕
生
し
ま
し
た
。
私
の
研
究
は
こ
の
子
牛
の
誕
生
と
と
も
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
の
根
っ
こ
は
三
年
前
に
ピ
ー
チ
が
授
け
て
く
れ
ま

し
た
。
す
べ
て
は
ピ
ー
チ
か
ら
。
私
の
目
指
す
一
年
一
産
の
ま
ま
長
生
き
す

る
牛
を
作
る
た
め
の
研
究
が
、
い
ま
産
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
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伝
え
た
い
、
林
業
の
可
能
性

佐さ

藤と
う

　

匠た
く
み

（�

山
形
県
立
農
林
大
学
校　

林
業
経
営
学
科　

二
年
）

　

私
の
地
元
は
作
家
井
上
ひ
さ
し
氏
の
生
ま
れ
故
郷
と
し
て
有
名
な
山
形
県

川
西
町
で
す
。
ダ
リ
ヤ
や
紅
大
豆
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
農
業

が
盛
ん
な
町
で
す
。
ま
た
、「
緑
と
愛
と
丘
の
あ
る
ま
ち
」
と
い
う
町
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
と
お
り
、
地
域
の
半
分
を
ナ
ラ
や
ブ
ナ
な
ど
の
天
然

林
が
占
め
て
お
り
、
昔
か
ら
生
活
と
森
林
が
深
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
近
年
は
木
材
価
格
の
長
期
低
迷
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
林
業
が
衰
退

し
た
こ
と
で
、
山
に
興
味
を
持
つ
人
が
少
な
く
な
り
、
手
入
れ
さ
れ
ず
放
置

さ
れ
る
森
林
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
父
も
含
め
山
を
所
有
し

て
い
る
川
西
町
の
人
は
、「
山
な
ん
て
」
と
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

私
の
家
は
工
業
土
木
に
分
類
さ
れ
る
建
築
板
金
業
を
営
ん
で
い
ま
す
が
、

祖
父
が
亡
く
な
る
ま
で
は
稲
作
、
野
菜
、
畜
産
を
営
む
兼
業
農
家
で
、
六
・

五
ha
の
山
主
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
は
農
地
に
も
山
に
も
興
味
が

な
い
よ
う
で
す
。
父
だ
け
で
な
く
同
じ
よ
う
な
年
代
の
人
た
ち
か
ら
は
、
山

を
相
続
し
て
も
ど
こ
に
あ
る
の
か
す
ら
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

さ
ら
に
若
い
私
達
の
世
代
は
、
山
に
興
味
を
持
つ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
友
人
と
の
会
話
の
中
で
、
山
の
話
が
出

た
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
私
も
農
林
大
学
校
に
入
学
す
る
ま
で

は
、
実
家
に
山
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
ま
し
た
。
木
材
を
商
品

に
す
る
に
は
大
変
な
時
間
と
労
力
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
産
木
材
の

需
要
は
輸
入
木
材
に
押
さ
れ
、
収
益
に
は
結
び
つ
き
に
く
い
産
業
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
実
際
に
林
業
で
生
計
を
立
て
て
き
た
の
を
近
く
で
見
て
き

た
人
ほ
ど
、
よ
り
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
山
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
農
林
大
学
校
の
林
業
経
営
学
科
に
入
学

し
て
か
ら
で
す
。
高
校
生
の
頃
は
山
や
林
業
に
興
味
が
な
く
、
将
来
は
土
木

の
技
術
者
と
し
て
父
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

な
ん
と
な
く
入
学
し
た
農
業
高
校
の
食
料
環
境
科
で
農
業
の
面
白
さ
に
魅
せ

ら
れ
、
こ
の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
農
業
高
校
の
教
員

に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
受
験
に
失
敗
し
、

農
林
大
学
校
に
入
学
し
た
理
由
は
大
学
編
入
の
た
め
で
し
た
。
高
校
で
勉
強

し
た
農
業
で
は
な
く
林
業
経
営
学
科
を
選
ん
だ
の
は
、
将
来
家
業
を
継
ぐ
際

に
役
に
立
ち
そ
う
な
資
格
が
取
れ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
最
初
の
頃
は
大

学
受
験
の
失
敗
を
悔
や
み
ま
し
た
が
、
授
業
を
受
け
る
う
ち
に
林
業
の
面
白

さ
に
ひ
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
今
は
農
林
大
学
校
に
入
学
し
た
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
林
業
と
い
う
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

新
し
い
視
点
で
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
課
題
や
魅
力
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
、
私
は
卒
業
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
林
業
、
環
境
、
地
域
経
済

が
両
立
す
る
新
た
な
林
業
の
確
立
を
目
標
に
、
山
形
県
置
賜
地
域
で
古
く
か

ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
炭
焼
き
に
注
目
し
、「
木
炭
生
産
を
目
的
と
し
た
森

林
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
し
て
い
ま
す
。
本
校
実
習
林
に
お
い
て
、
実
際

に
炭
窯
を
一
か
ら
作
成
し
、
木
炭
を
生
産
し
て
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の

手
法
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
予
定
で
す
。

　

木
炭
は
木
材
を
蒸
し
焼
き
に
す
る
こ
と
で
炭
化
さ
せ
て
作
り
ま
す
。
昔
か
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ら
木
炭
は
主
に
広
葉
樹
を
原
木
と
し
て
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
広
葉
樹
は
平

た
く
幅
の
広
い
葉
を
持
ち
、
横
に
枝
葉
を
伸
ば
し
て
成
長
す
る
た
め
、
日
光

が
遮
ら
れ
、
木
材
の
生
産
目
的
で
植
え
ら
れ
た
針
葉
樹
が
成
長
し
に
く
く
な

る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
広
葉
樹
林
は
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
利
用
価
値
が
減
少
し
、
現
在
は
経
済
価
値
の
低
い
雑
木

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
広
葉
樹
は
幹
が
硬
く
、

伐
採
す
る
際
に
高
度
な
技
術
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
森
林
管
理
を
行
う
際
に

は
厄
介
な
存
在
で
す
。
山
形
県
の
広
葉
樹
林
は
県
森
林
面
積
の
六
六
％
を
占

め
、
特
に
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
山
形
県
置
賜
地
域
は
、
広
葉
樹
林
の
面
積
が

十
三
万
ha
と
森
林
面
積
の
七
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
川
西
町
に
お
い
て
も

広
葉
樹
林
が
針
葉
樹
林
の
面
積
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
の
広
葉
樹
林
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
川
西
町
の
緑
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

炭
焼
き
は
自
伐
林
家
や
農
家
の
冬
の
収
入
源
と
し
て
古
く
か
ら
取
り
組
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
以
降
は
需
要
が
激

減
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
製
炭
従
事
者
数
、
炭
窯
の
数
は
と
も
に
全
盛
期

の
一
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
に
よ
り

木
炭
の
需
要
が
拡
大
し
て
お
り
、
単
価
も
年
々
上
昇
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
産
業
に
な
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
産
の

木
炭
は
外
国
産
の
も
の
に
比
べ
て
、
煙
が
上
が
ら
ず
、
変
な
臭
い
が
し
な
い
、

火
持
ち
が
い
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
か
し
、
火
付
き
が
悪
く
値
段
が
高
い
こ

と
か
ら
、
現
在
、
国
産
木
炭
の
需
要
は
安
い
外
国
産
に
押
さ
れ
て
い
ま
す
。

間
伐
材
の
利
用
や
製
造
の
効
率
化
で
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
う
い
っ
た
現
状
を
変
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
私
に
は
二
つ
夢
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
地
元
川
西
町
の
緑
を
守
っ
て

い
く
こ
と
で
す
。
卒
業
論
文
で
の
成
果
を
生
か
し
て
、
将
来
は
自
家
所
有
林

で
木
炭
生
産
を
目
的
と
し
た
森
林
管
理
を
実
践
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
林
大
学
校
で
学
ん
だ
森
林
、
林
業
の
知
識
・
技
術
を
活
用
し
、
伐
採
、
整

地
、
炭
小
屋
の
製
造
、
そ
し
て
製
炭
ま
で
行
い
、
森
林
管
理
と
木
炭
製
造
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
た
林
業
経
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

二
つ
め
は
農
業
高
校
の
実
習
教
員
に
な
り
、
自
分
と
同
じ
想
い
を
持
っ
て

地
元
に
残
る
若
者
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
私
自
身
、
農
林
業
に
興
味
を
持
っ

た
の
は
高
校
時
代
の
実
習
教
諭
の
お
か
げ
で
し
た
。
先
生
を
や
り
な
が
ら
、

将
来
の
農
家
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
力
強
く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
姿
を
み
て
、
自
分

も
先
生
の
よ
う
に
次
の
世
代
に
農
林
業
の
魅
力
を
伝
え
、
次
世
代
を
担
う
農

林
業
者
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
林
業
や
山
、
地

元
が
抱
え
る
問
題
は
大
き
す
ぎ
て
、
自
分
一
人
で
は
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
実
習
教
諭
と
な
り
、
同
じ
想
い
を
持
ち
地
元
に
残
っ
て
く
れ
る
若

者
を
育
て
、
一
緒
に
地
元
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
ず
は
、
長
年
手
入

れ
を
し
て
い
な
か
っ
た
実
家
の
山
を
木
炭
生
産
を
目
的
と
し
た
山
に
遷
移
さ

せ
て
、
循
環
を
前
提
と
し
た
薪
炭
林
管
理
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
し
、
川
西
町

の
緑
を
守
り
続
け
る
糸
口
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

林
業
は
現
在
、
衰
退
し
た
産
業
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
む
し
ろ

こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
く
産
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
、
林
業
に
は
多
く
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
林
業
は
「
木
材
を
製
造
す
る
産
業
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
木
を
切
っ
て
木
材
に
す
る
の
が
林
業
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
林
業
は
、
木
を
育
て
、
森
を
作
り
、
育
っ
た
木
を
切
っ
て
売
る

産
業
で
す
。

　

ま
た
森
に
は
木
材
を
生
み
出
す
だ
け
で
は
な
く
、
木
を
薪
や
炭
な
ど
に
し

て
燃
料
と
し
た
り
、
空
気
を
き
れ
い
に
し
た
り
、
木
の
根
が
土
を
つ
か
ん
で

災
害
を
防
ぐ
な
ど
、
世
の
中
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。
森

を
守
る
こ
と
で
こ
う
し
た
働
き
を
守
っ
て
い
く
の
も
、
林
業
の
仕
事
だ
と
思

い
ま
す
。

　

山
形
県
内
に
は
森
林
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
森
林
や
林
業
の

役
割
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
林
業
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、
多
く
の
人
に
森
林
や
林
業
の
魅
力
に
つ
い
て
知
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
意
識
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も
っ
と
山
を
、
川

西
町
を
魅
力
あ
る
も
の
に
で
き
る
は
ず
で
す
。
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ひ
な
た
の
農
業
を
守
り
た
い

山や
ま

下し
た

　

祐ゆ

里り

奈な

（
宮
崎
県
立
農
業
大
学
校　

農
学
科　

一
年
）

私
の
故
郷
で
あ
る
宮
崎
県
は
、
温
暖
な
気
候
に
加
え
て
、
広
大
な
土
地
、
澄
ん
だ
空

気
や
水
な
ど
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
宮
崎
に
生
ま
れ
た
私
は
、
幼
い

こ
ろ
か
ら
故
郷
が
大
好
き
で
あ
っ
た
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
日
南
市
油
津
は
、
古
く
か
ら
渡
航
や
貿
易
の
拠
点
で
栄
え
て
い

た
が
、
現
在
は
そ
の
繁
栄
に
翳
り
を
み
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
私
は
地
元
の
商
店
街
を

活
性
化
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
の
担
当
の
方
に
提
案
し
た
り
、
地
元
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
日
南
市
の
カ
ル
タ
を
制
作
し
た
り
し
た
。
こ
う
し
た
地
域
活

性
化
へ
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
う
ち
に
、
地
元
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
を
守
り
続
け
て
い
る
人
々
の
熱
い
気
持
ち
に
感
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
私
も
将

来
、
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

私
が
農
業
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に
は
祖
父
が
影
響
し
て

い
る
。
私
の
祖
父
は
農
家
で
あ
る
。
彼
は
、
若
い
時
に
農
業
用
機
械
に
足
が
巻
き
込
ま

れ
、
両
足
を
失
っ
た
。
逆
境
を
乗
り
越
え
、
そ
れ
を
心
の
糧
と
し
、
何
歳
に
な
っ
て
も

向
上
心
を
持
っ
て
努
力
し
続
け
る
祖
父
は
、
私
の
憧
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か

ら
、
私
は
祖
父
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
農
業
の
道
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
今
、
農
学
科
の
野
菜
専
攻
に
所
属
し
て
い
る
。
実
習
で
苦
戦
す
る
こ
と
も
多
い

が
、
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
実
践
的
な
学
び
を
得
な
が
ら
、
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し

て
い
る
。
ま
た
、
様
々
な
資
格
取
得
に
も
励
ん
で
お
り
、
将
来
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実

践
に
活
か
す
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
操
縦
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。
今
後
も
、
自
分
の
可

能
性
を
広
げ
る
た
め
に
積
極
的
に
資
格
取
得
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
。

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
若
者
の
農
業
離
れ
な
ど
が
原
因
で
起
こ
る
耕
作
放
棄
地

の
増
加
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
私
は
こ
の
現
状
を
打
破
す
る
た
め
、
就
農
し
て
か

ら
は
、
耕
作
放
棄
地
の
再
活
用
や
観
光
農
園
・
マ
ル
シ
ェ
な
ど
を
利
用
し
た
若
者
へ
農

業
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
ま
ず
、
実
家
の
農
園
の
現
状
分
析
を
し
て
、
経
営
基
盤
を
整
え
る
つ
も
り
だ
。
ま
た
、

農
作
業
時
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
も
、JGA

P

取
得
に
向
け
て
施
設
管
理
を
徹

底
し
た
い
。
そ
し
て
、
農
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
る
六
次
産
業
化
や
国
内
外
へ
の
新

た
な
販
路
開
拓
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
好
き
な
ふ
る
さ
と
の
未

来
を
よ
り
明
る
く
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
祖
父
の
想
い
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
私
は

宮
崎
の
農
業
を
支
え
ら
れ
る
人
間
に
な
り
た
い
。
百
年
先
の
未
来
も
、
太
陽
の
よ
う
に

日
本
の
ひ
な
た
が
輝
く
よ
う
に
。

（
銅
賞
）

花
の
魅
力
に
つ
い
て

濱は
ま

島し
ま

　

蓮れ
ん

（
愛
知
県
立
農
業
大
学
校　

教
育
部　

農
学
科　

一
年
）

「
花
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
っ
て
な
、
例
え
ば
ど
ん
な
に
口
下
手
な
人
で
も
簡
単
に

思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
か
な
」

私
の
祖
父
は
ニ
コ
ニ
コ
と
笑
い
な
が
ら
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
幼
か
っ
た
私

に
は
祖
父
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、「
そ
の
う
ち
わ
か
る

よ
う
に
な
る
よ
」
と
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
す
。
そ

し
て
、
祖
父
の
話
し
て
い
た
こ
と
は
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

私
が
花
の
魅
力
に
気
づ
い
た
の
は
、
祖
父
の
友
人
の
死
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
。
弔

い
の
場
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
言
葉
を
故
人
に
か
け
る
祖
父
を
見
て
、
花
は
な
か
な
か

言
え
な
い
本
当
の
思
い
を
少
し
だ
け
代
弁
し
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
存
在
だ
と
気
づ
い
た
。

時
が
経
ち
、
進
学
す
る
高
校
を
選
択
す
る
際
に
、
私
は
農
業
が
気
に
な
り
、
愛
知
県

立
猿
投
農
林
高
等
学
校
に
進
学
し
た
。
高
校
で
は
、
一
年
を
通
し
て
全
て
の
専
攻
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
、
二
年
生
か
ら
、
草
花
専
攻
を
選
ん
だ
。
草
花
専
攻
で
は
、
毎
日
、

温
室
で
の
栽
培
管
理
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
刺
激
的
な
毎
日
だ
っ
た
。
様
々
な
経
験
を

し
て
い
く
中
で
、
も
っ
と
詳
し
く
草
花
を
深
く
学
ん
で
み
た
い
と
思
い
、
愛
知
県
立
農

業
大
学
校
に
進
学
し
た
。

農
業
大
学
校
で
は
未
経
験
の
切
花
専
攻
を
選
ん
だ
。
始
め
は
自
分
に
は
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
？
と
多
少
の
不
安
と
疑
念
が
あ
っ
た
が
、
毎
週
の
実
習
販
売
や
日
々
の
収
穫
・

出
荷
作
業
を
経
験
し
て
い
く
中
で
必
然
的
に
実
力
が
つ
い
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
し

た
。
幼
い
頃
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
、
祖
父
が
口
癖
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
花
の
不

思
議
な
力
も
、
今
で
は
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
始
め
て
い
る
。

花
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
。
言
葉
が
通
じ
な
く
と
も
、
相
手
に
思
い
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
、
そ
し
て
私
と
祖
父
の
関
係
の
よ
う
に
、
人
と
人
を
結
び
、
繋
ぐ
こ
と
が

で
き
る
と
私
は
思
う
。

私
は
、
卒
業
後
に
花
関
係
の
仕
事
に
就
職
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
技
術

も
半
人
前
、
知
識
量
も
足
り
て
い
な
い
。
足
り
な
い
こ
と
だ
ら
け
。
し
か
し
私
は
絶
対

に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

私
は
学
び
続
け
る
。
い
つ
か
私
の
手
掛
け
た
花
に
囲
ま
れ
、
笑
顔
に
な
る
人
が
一
人

で
も
多
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
。

33-E000091
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肉
用
牛
の
大
産
地
〝
鹿
児
島
〟
で
得
た
土
産

式し
き

地じ

　

雅が

久く

人と

（
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
部　

肉
用
牛
科　

二
年
）

コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
の
令
和
三
年
四
月
初
旬
、
高
知
か
ら
特
急
列
車
で
岡
山
に
向
か
い
、

そ
こ
で
新
幹
線
に
乗
り
換
え
て
鹿
児
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
初
め
て
乗
る
新
幹
線
は
窓
の
景

色
が
次
々
変
わ
っ
て
い
き
、
私
は
い
ま
鹿
児
島
に
向
か
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感

と
、
新
し
い
生
活
で
私
に
牛
を
管
理
が
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
が
入
れ
交
じ
り
、
心
臓
の

音
が
聞
こ
え
る
く
ら
い
緊
張
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
高
知
を
出
て
か
ら
七
時
間
半
、

鹿
児
島
は
暑
い
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
想
像
以
上
の
日
差
し
の
眩
し
さ
に
驚
き
ま
し

た
。私

は
高
知
県
土
佐
町
で
育
ち
ま
し
た
。
山
々
に
囲
ま
れ
た
土
佐
町
は
、
四
国
の
水
が
め
と

呼
ば
れ
る
早
明
浦
ダ
ム
や
標
高
六
百
m
か
ら
広
が
る
広
大
な
棚
田
、
土
佐
あ
か
牛
と
い
う
高

知
系
褐
毛
和
種
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
な
ど
が
有
名
で
す
。

高
校
卒
業
後
の
進
路
を
悩
ん
で
い
た
時
、
進
路
担
当
の
先
生
か
ら
「
鹿
児
島
農
大
に
行
っ

て
み
た
ら
い
い
ん
や
な
い
？
」
と
言
わ
れ
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
高
知
県
に
持
っ

て
帰
り
た
い
と
鹿
児
島
に
向
か
う
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

入
学
四
ヵ
月
後
、
百
頭
の
黒
毛
和
種
の
管
理
が
始
ま
り
ま
し
が
、
正
直
ど
の
よ
う
に
牛
に

関
わ
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
命
を
相
手
に
す
る
の
で
、
曖
昧
な
ま
ま
は

だ
め
だ
と
思
い
、
少
し
で
も
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
先
生
や
牛
を
飼
っ
て
い
る
友
人
に
積
極

的
に
尋
ね
ま
し
た
。
農
場
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
牛
の
観
察
、
飼
槽
の
掃
除
、
草
の
給
与
、
三

十
分
後
に
濃
厚
飼
料
給
与
、
夕
方
の
餌
準
備
。
こ
の
一
般
管
理
に
加
え
、
体
調
不
良
牛
の
治

療
、
床
替
え
、
体
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
餌
量
の
調
節
、
採
血
後
の
血
中
ビ
タ
ミ
ン
A
濃
度
測

定
、
ビ
タ
ミ
ン
A
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
が
続
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
牛

に
対
し
て
、
毎
月
の
体
測
デ
ー
タ
で
体
重
が
増
え
て
い
な
け
れ
ば
対
策
を
同
級
生
と
検
討
し
、

自
分
た
ち
で
考
え
て
決
め
る
こ
と
で
実
践
的
な
経
験
や
知
識
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

私
は
今
、
牛
に
つ
い
て
雑
談
し
て
い
る
同
級
生
た
ち
の
輪
の
中
に
入
っ
て
意
見
が
言
え
て

い
る
こ
と
は
、「
人
間
的
に
も
成
長
で
き
た
か
な
」
と
思
う
瞬
間
で
す
。
そ
し
て
、
私
は
学
ん

だ
技
術
を
地
元
の
土
佐
あ
か
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
そ

の
頭
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
「
幻
の
牛
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り

ま
す
。

私
は
農
大
卒
業
後
、
鹿
児
島
で
五
年
間
、
繁
殖
技
術
の
習
得
に
励
み
、
そ
の
後
高
知
で
あ

か
牛
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
時
、
鹿
児
島
で
得
た
技
術
と
様
々
な
貴
重
な

体
験
を
お
土
産
と
し
て
持
参
し
、
新
幹
線
に
乗
り
、
特
急
列
車
に
乗
り
換
え
、
再
び
高
知
に

降
車
す
る
時
に
は
、
心
臓
の
音
は
穏
や
か
と
な
り
、
夢
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

（
銅
賞
）

農
業
大
学
校
の
学
び
で
得
ら
れ
た
宝
物

篠し
の

山や
ま

　

大ひ
ろ

夢む
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鹿
児
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農
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大
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科　
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）

農
業
大
学
校
卒
業
ま
で
残
り
半
年
に
迫
っ
た
今
、
私
は
肉
用
牛
に
携
わ
れ
た
こ
と
、
と

も
に
牛
の
飼
養
管
理
に
汗
を
流
し
た
友
人
た
ち
、
指
導
し
て
頂
い
た
先
生
方
、
周
囲
の
す

べ
て
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
は
以
前
か
ら
何
事
に
も
自
信
が
持
て
な
い
タ
イ
プ
で
、
こ
れ
ほ
ど
肉
用
牛
の
飼
養
管

理
に
一
生
懸
命
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
私
を
変

え
て
く
れ
た
の
は
、
牛
を
通
し
て
の
同
級
生
の
行
動
で
し
た
。
堂
々
と
牛
を
引
く
様
子
や
、

牛
に
寄
り
添
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す
る
行
動
で
し
た
。
私
自
身
、
ま
ず
は
牛
に
慣
れ
る
よ

う
に
、
牛
を
引
く
の
も
人
任
せ
に
し
な
い
よ
う
に
、
積
極
的
な
姿
勢
を
意
識
し
ま
し
た
。
他

人
か
ら
見
れ
ば
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
私
に
で
き
る
精
一
杯
の
こ
と

で
し
た
。

冬
休
み
に
入
り
、
種
子
島
に
帰
省
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、
父
に
牛
の
妊

娠
鑑
定
を
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
ま
し
た
。「
つ
い
に
、
農
大
で
学
ん
だ
技
術
を
使
え
る
。

親
に
成
長
を
見
せ
ら
れ
る
」
な
ど
と
感
情
が
高
ぶ
り
ま
し
た
。
牛
の
右
子
宮
角
に
羊
水
が

溜
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
感
触
を
得
る
と
同
時
に
、
右
側
の
卵
巣
に
は
妊
娠
黄
体
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、「
＋
」
と
判
断
し
ま
し
た
。
実
践
は
初
め
て
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
父
に
は

「
自
信
が
な
い
か
ら
獣
医
の
先
生
に
も
見
て
も
ら
っ
て
」
と
伝
え
ま
し
た
。
結
果
は
「
＋
」

で
し
た
。
私
の
判
断
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
安
堵
し
ま
し
た
。
父
親
は
私
の
姿

に
感
動
し
た
ら
し
く
、「
大
夢
を
農
大
に
進
学
さ
せ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
感
謝
の
言

葉
す
ら
も
ら
い
ま
し
た
。

二
年
生
に
な
る
と
、
や
が
て
後
輩
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
後
輩
に
農
場
を
引
き
継
ぐ

時
に
は
、
周
り
の
友
人
達
の
お
か
げ
で
農
場
管
理
に
も
自
信
が
付
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
同
級
生
や
後
輩
に
人
工
授
精
を
教
え
る
よ
う
に
先
生
か
ら
指
示
さ
れ
、

一
年
前
の
私
の
姿
か
ら
は
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
度
は
私
の
経
験
を
生
か
す
立
場
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
友
人
た
ち
か
ら
は
感
謝
さ
れ
、
こ
れ
も
だ
ら
だ
ら
と
過
ご
し
て
い
た
私
を

支
え
て
く
れ
た
同
級
生
や
先
生
方
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
は
農
大
卒
業
後
、
十
年
間
ほ
ど
種
子
島
の
大
規
模
法
人
で
、
肉
用
牛
と
乳
牛
の
飼
養

管
理
に
携
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
技
術
と
経
営
を
学
ん
だ
後
、
実
家
の
繁
殖
経
営
を
継
ぎ
、
親

牛
八
十
頭
ま
で
増
や
す
こ
と
が
目
標
で
す
。
農
大
に
入
学
す
る
前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
明
確
な
目
標
で
す
。
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
、
今
ま
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し

つ
つ
も
、
今
か
ら
学
ぶ
こ
と
の
方
が
多
い
と
思
う
の
で
、
日
々
修
行
の
気
持
ち
で
実
現
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
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与
論
島
の
肉
用
牛
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
目
指
す

～
牛
は
き
っ
と
応
え
て
く
れ
る
～

牧ま
き

　

春は
る
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肉
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二
年
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私
の
ふ
る
さ
と
与
論
島
の
基
幹
産
業
は
和
牛
生
産
で
す
が
、
深
刻
な
後
継
者
不
足
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
与
論
の
子
供
た
ち
の
多
く
は
高
校
卒
業
後
に
島
を
離
れ
ま
す
が
、
や
が

て
は
帰
郷
し
、
一
丸
と
な
り
畜
産
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
、
島
も
活
気
づ
く
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
の
目
標
は
、
こ
の
与
論
で
実
家
の
和
牛
生
産
を
継
ぎ
、
繁
殖
雌
牛
百
頭
を
超
え
る
大

規
模
な
経
営
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
現
在
は
七
十
頭
の
牛
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
楽
し
い
仕
事
は
な
い
。
牛
飼
い
が
で
き
て
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
、
父
は
口
癖
の
よ

う
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
牛
の
世
話
を
す
る
父
を
見
て
育
っ
た
私

は
、
子
供
な
が
ら
に
何
と
な
く
憧
れ
を
感
じ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
中
学
生
の
私
は
思
春
期
真
っ
た
だ
な
か
、
親
が
牛
飼
い
で
あ
る
こ
と
に
恥
ず

か
し
さ
さ
え
感
じ
て
い
ま
し
た
。
友
達
の
親
が
家
に
い
る
は
ず
の
時
間
に
私
の
親
は
家
に

は
お
ら
ず
、
部
活
で
へ
と
へ
と
に
疲
れ
て
お
腹
が
空
い
て
い
て
も
夕
食
は
二
十
時
以
降
、

私
は
周
り
の
人
と
違
う
こ
と
が
嫌
で
た
ま
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
普
通
の
生
活
へ
の
憧
れ
を
強

く
抱
い
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
に
な
り
進
路
を
考
え
る
時
期
に
、
頭
の
片
隅
に
あ
っ
た
「
島
で
は
大
規
模
な
我

が
家
の
経
営
を
誰
か
が
継
が
な
け
れ
ば
」
と
い
う
責
任
感
か
ら
な
の
か
、
農
大
入
学
を
決

意
し
ま
し
た
。
農
大
入
学
後
は
畜
産
の
現
状
も
少
し
ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。
与
論
の
牛

飼
い
は
繋
ぎ
飼
い
や
密
飼
い
が
多
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
で
直
に
子
牛
が
寝
て
い
た
り
、

水
槽
が
汚
れ
て
い
た
り
と
、
牛
に
と
っ
て
良
い
環
境
と
は
言
え
な
い
現
状
も
多
く
あ
り
ま

す
。
近
頃
、
頻
繁
に
言
わ
れ
る
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」。「
私
の
故
郷
で
は
ど
う
し

て
い
け
ば
い
い
の
か
」
考
え
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

二
年
前
、
父
が
子
牛
専
用
牛
舎
を
建
て
ま
し
た
。
子
牛
が
走
り
回
れ
る
広
い
部
屋
、
ぐ
っ

す
り
寝
ら
れ
る
ふ
か
ふ
か
の
敷
き
藁
、
ミ
ス
ト
や
扇
風
機
で
の
暑
さ
対
策
な
ど
、
そ
こ
ま

で
し
て
も
昨
年
は
何
頭
も
の
子
牛
が
熱
中
症
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

年
は
暑
く
な
る
前
か
ら
遮
熱
材
を
張
っ
た
り
、
屋
根
裏
に
穴
を
あ
け
て
風
の
通
り
道
を

作
っ
た
り
と
、
暑
さ
対
策
に
徹
底
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
心
掛
け
た
結
果
、
毛
艶
や
体
格
も
よ
く
な
り
ま
し
た
。「
自
分
ら
が
頑
張
っ
た
分
、

牛
も
応
え
て
く
れ
る
ん
だ
な
」。
牛
飼
い
と
い
う
仕
事
に
や
り
が
い
を
覚
え
た
瞬
間
で
し

た
。
私
は
、「
与
論
の
た
め
に
ど
う
し
て
い
き
た
い
の
か
」、
じ
っ
く
り
と
考
え
、
与
論
に

帰
り
ま
す
。

尊
々
我
無
（
ト
ウ
ト
ゥ
ガ
ナ
シ
）、「
あ
り
が
と
う
」
の
精
神
に
溢
れ
た
与
論
で
、
多
く

の
方
に
愛
情
を
も
ら
っ
て
成
長
し
た
今
、
次
は
私
が
与
論
に
恩
返
し
を
し
て
い
く
番
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
銅
賞
）

農
業
と
私
の
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら

殿と
の

林ば
や
し

　

誉た
か

也や

（
愛
知
県
立
農
業
大
学
校　

果
樹
専
攻　

一
年
）

農
業
と
全
く
関
わ
り
が
な
か
っ
た
私
で
す
が
、
今
、
愛
知
県
立
農
業
大
学
校
で
農
家
を

目
指
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
受
験
勉
強
に
打
ち
込
ん
で
い
た
高
校
二
年
の
夏
頃
で
し
た
。
必
死
に
勉

強
す
る
も
、
模
試
で
の
結
果
は
今
ひ
と
つ
。
ふ
と
「
何
の
た
め
に
勉
強
し
て
い
る
ん
だ
っ

け
・
・
・
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
受
験
大
学
も
学
部
も
、
世
間
の
評
価
で
決
め
て

し
ま
っ
て
い
た
自
分
。
本
当
に
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
悩
み
、
こ
う
考
え
て
み
ま
し
た
。

「
将
来
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
生
き
て
い
た
い
か
」

私
は
、
食
材
を
細
胞
単
位
で
理
解
し
て
熱
を
加
え
る
な
ど
、
科
学
的
に
料
理
を
す
る
こ

と
に
夢
中
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
経
験
が
農
業
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に

な
り
ま
し
た
。
食
と
農
業
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
、
農
業
は
科
学
的
に
考
え

な
け
れ
ば
い
い
も
の
は
作
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
も
の
が
つ
く
れ
る
の

か
。
農
業
の
こ
と
を
調
べ
、
知
識
が
増
え
る
た
び
、
自
分
の
手
で
作
っ
て
み
た
い
と
い
う

好
奇
心
が
あ
ふ
れ
、
そ
の
気
持
ち
の
赴
く
ま
ま
に
農
業
大
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

私
は
果
樹
専
攻
に
入
り
ま
し
た
。
理
由
は
果
物
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
少
々
安
直
な
理

由
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
選
択
に
間
違
い
は
な
か
っ
た
と
今
で
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
ぶ

ど
う
と
い
う
私
の
好
奇
心
を
最
高
に
刺
激
す
る
果
樹
に
出
会
え
た
か
ら
で
す
。
ぶ
ど
う
の

良
い
と
こ
ろ
は
作
業
が
多
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
悪
く
言
え
ば
「
大
変
」
で
す
が
、
そ

の
分
「
自
分
が
樹
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
割
合
が
大
き
い
」
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
実

際
に
様
々
な
ぶ
ど
う
農
家
さ
ん
に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
き
話
を
聞
く
と
、
基
礎
的
な
知
識
は

同
じ
だ
け
れ
ど
、「
そ
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
」
と
い
う
部
分
で
は
十
人
十

色
で
非
常
に
面
白
い
で
す
。
自
分
も
将
来
「
自
分
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
樹
」
を
作
る
た
め
、
勉

強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

私
は
ぶ
ど
う
農
家
に
な
っ
た
と
き
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
誰
よ
り
も
美
し
く
、
お

い
し
い
ぶ
ど
う
を
作
る
こ
と
で
す
。
何
十
年
と
ぶ
ど
う
を
作
り
続
け
て
い
る
農
家
で
さ
え
、

な
か
な
か
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
何
よ
り
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
果
樹
は
一
年
に
一
度
し
か
収
穫
で
き
な
い
た
め
、
例
え
十
年
た
っ
て

も
作
業
の
結
果
が
得
ら
れ
る
の
は
十
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
先
輩
農
家
の
知
識
や
経
験
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
二
十
年
、
三
十
年
分
の
知
識

を
使
っ
た
栽
培
が
で
き
、
こ
の
夢
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
、
私
は
農
業
大
学
校
に
入
学
し
、
ぶ
ど
う
農
家
へ
の
道
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
ば
か
り
で
す
。
初
心
を
忘
れ
ず
、
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

33-E000170



─ 103 ─

33-E000220

（
銅
賞
）

農
業
を
伝
え
る

小お

野の

寺で
ら

　

千ち

華か

（
岩
手
県
立
農
業
大
学
校　

農
産
園
芸
学
科
果
樹
経
営
科　

一
年
）

な
ぜ
農
業
を
学
ぶ
の
か
。
そ
う
聞
か
れ
た
ら
私
は
農
業
が
好
き
だ
か
ら
と
答
え
ま
す
。

小
菊
や
米
を
栽
培
す
る
祖
父
母
の
姿
を
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
て
育
っ
た
私
は
、
日
毎
に
姿
を

変
え
る
作
物
に
魅
了
さ
れ
、
真
剣
に
植
物
に
向
き
合
う
祖
父
母
の
姿
は
私
の
あ
こ
が
れ
で

し
た
。

そ
ん
な
思
い
か
ら
私
は
農
業
高
校
に
入
学
し
、
二
年
生
で
果
樹
を
専
攻
し
ま
し
た
。
実

習
で
は
先
生
が
作
業
の
目
的
や
、
病
害
虫
な
ど
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
る
機
会
が
多
く

あ
り
、
教
科
書
だ
け
で
授
業
す
る
よ
り
も
わ
か
り
や
す
く
農
業
の
奥
深
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

三
年
生
に
な
り
周
り
が
就
職
活
動
を
し
て
い
た
時
、「
汚
れ
る
」「
重
労
働
」
な
ど
を
理

由
に
農
業
関
係
の
仕
事
に
つ
く
人
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
農
業

は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
が
、
み
ん
な
が
そ
う
思
う
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

そ
の
時
実
感
し
ま
し
た
。
思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
の
周
り
に
は
い
つ
も
農
業
の
楽
し
さ

を
教
え
て
く
れ
る
祖
父
母
や
先
生
方
の
存
在
が
あ
り
、
そ
の
環
境
に
い
た
か
ら
今
農
業
の

道
に
進
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
農
業
の
現
状
を
よ
く
知
ら
な
い
う
ち

に
大
変
だ
と
決
め
つ
け
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
私
が
農
業
の
奥
深
さ
、
楽
し
さ
を
伝
え

ら
れ
る
人
材
に
な
り
た
い
、
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
私
が
今
で
き
る
こ
と
は
二
つ
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
つ
目
は
農
業
に
つ
い
て
よ
く
理
解
す
る
こ
と
で
す
。
私
は
現
在
、
岩
手
県
立
農

業
大
学
校
の
果
樹
経
営
科
に
進
学
し
、
様
々
な
果
樹
の
特
徴
や
管
理
方
法
な
ど
を
学
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
樹
種
ご
と
で
異
な
る
樹
形
や
剪
定
方
法
な
ど
を
学
び
、
果
樹
の
省

力
化
や
高
品
質
化
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
農
業
の
将
来
性
を
具
体
的
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
農
業
は
や
り
方
・
考
え
方

次
第
で
可
能
性
が
無
限
大
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
り
ん
ご
の
加
工
品
の
研
究
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
あ
ま
り
市
場
に
出
な
い
り
ん
ご
で
新
奇
性
の
あ
る
商
品
を
作
る
こ
と
で
、

消
費
者
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
こ
の
研
究
の
成
果
を
農
業
の
将
来
性
を
伝
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

「
農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
人
材
に
な
る
」。
こ
れ
が
今
の
私
の
将
来
目
標
で
す
。
こ
の
目

標
に
近
づ
く
た
め
、
私
は
農
業
高
校
の
教
員
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
に
農

業
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
の
取
り
組
み
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

方
々
に
農
業
の
楽
し
さ
、
奥
深
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
私
が
祖
父
母
や

先
生
方
に
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、
今
度
は
私
が
農
業
の
魅
力
を
伝
え
、
農
業
に
関
わ

り
た
い
と
思
う
人
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
銅
賞
）

リ
ア
ル
な
畜
産
を
伝
え
る
こ
と
の
意
義

～
農
業
の
可
能
性
を
広
げ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
～

齋さ
い

藤と
う

　

壮そ
う

馬ま

（
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
部　

肉
用
牛
科　

二
年
）

私
は
小
学
校
六
年
生
の
春
に
交
友
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
不
登
校
に
な
り
、
中
学
生
に

な
っ
て
も
学
校
に
は
行
け
な
か
っ
た
。
高
校
で
は
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
一
年

生
の
秋
に
再
び
心
の
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
冬
に
は
留
年
が
決
ま
っ
た
。「
学
校
に
行
か
な

け
れ
ば
」
と
い
う
想
い
に
反
し
、「
ど
う
し
て
も
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
と
い
う
現
実
に

直
面
す
る
日
々
は
、
何
物
に
も
例
え
難
い
、
つ
ら
い
毎
日
だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
自
分
に
挑
戦
で
き
そ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
農
業
に
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
と
も
と
自
然
や
動
物
に
興
味
が
あ
り
、
将
来
は
そ
れ
を
活
か

せ
る
仕
事
を
し
た
い
と
農
業
に
挑
戦
し
よ
う
と
決
め
た
。
農
業
の
勉
強
を
し
つ
つ
、
社
会

に
出
る
準
備
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
時
、
農
業
大
学
校
の
存
在
を
知
り
、
農
業
分
野
の

中
で
も
動
物
に
関
わ
る
畜
産
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
た
め
、
ど
う
せ
な
ら
畜
産
が
盛
ん
な

地
域
で
学
び
た
い
と
思
い
、
鹿
児
島
農
大
肉
用
牛
科
へ
の
進
学
を
決
め
た
。

農
大
一
年
目
の
終
盤
、
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
学
前
に

は
畜
産
農
家
に
な
る
と
い
う
将
来
像
を
描
い
て
い
た
が
、
畜
産
の
“
リ
ア
ル
”
を
知
る
な

か
で
、
や
り
が
い
を
実
感
す
る
と
共
に
、
自
分
が
畜
産
を
ゼ
ロ
か
ら
や
っ
て
い
け
る
の
か

と
い
う
疑
問
も
増
え
た
。
そ
れ
で
も
、
畜
産
に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
気
持
ち
は
変
わ
ら

ず
、
畜
産
技
術
員
と
し
て
地
元
で
あ
る
徳
島
県
の
畜
産
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
農
業
は
厳
し
く
、
大
変
だ
」
と
い
う
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
ば
か
り
先
行
し
、
魅
力

の
多
く
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
だ
ろ
う
。
私
自
身
、
農
大
に
来
て
初
め
て
知
っ
た

畜
産
の
大
変
さ
は
想
像
の
遥
か
上
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
大
変
さ
以
上
の
や
り
が
い

を
感
じ
た
こ
と
も
確
か
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
私
の
よ
う
に
畜
産
や
農
業
に
興
味
を

持
っ
た
若
者
に
対
し
、
裏
表
の
な
い
事
実
を
伝
え
る
人
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、“
リ
ア
ル
”
な
畜
産
を
伝
え
る
こ
と
こ
そ
、
従
事
者
の
減
少
、

高
齢
化
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
課
題
に
対
し
、
本
気
で
取
り
組
む
第
一
歩
に
な
る
。
実

際
に
農
家
の
“
リ
ア
ル
”
な
声
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
は
、
将
来
に
悩
み
が
ち
な
若

者
た
ち
に
と
っ
て
、
選
択
肢
を
広
げ
る
良
い
経
験
に
な
る
は
ず
だ
。

私
は
目
標
の
実
現
に
向
け
、
来
年
か
ら
は
四
年
制
大
学
の
三
年
生
と
し
て
編
入
学
す
る

こ
と
に
し
た
。
学
び
の
意
欲
を
持
っ
た
こ
と
も
、
受
験
に
挑
戦
し
た
こ
と
も
、
畜
産
に
出

会
い
、
得
ら
れ
た
大
き
な
成
長
だ
と
感
じ
て
い
る
。
畜
産
と
と
も
に
前
進
し
て
い
く
私
自

身
の
物
語
は
ま
だ
序
章
に
過
ぎ
な
い
が
、
誰
も
が
ア
ッ
と
驚
く
よ
う
な
完
結
に
向
け
、
ひ

た
む
き
に
、
真
摯
に
“
リ
ア
ル
”
な
畜
産
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。
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牛
た
ち
に
快
適
に
生
き
て
も
ら
い
た
い

～
命
あ
る
牛
た
ち
へ
～

宮み
や

下し
た

　

未み

来く

（
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校　

畜
産
学
部　

肉
用
牛
科　

二
年
）

我
が
家
は
、
五
百
頭
規
模
の
肉
用
牛
一
貫
農
家
で
す
。
こ
こ
ま
で
規
模
拡
大
す
る
の
に
、

家
族
の
日
々
の
食
事
代
も
ま
ま
な
ら
な
い
こ
と
や
牛
の
飼
料
代
も
払
え
な
い
時
期
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
、
相
当
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
父
か
ら
聞
い
て
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
牛
に
囲
ま
れ

て
い
た
私
も
、
具
体
的
な
内
容
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、
父
や
叔
父
の
醸
し
出
す
雰
囲
気
な

ど
で
、
そ
れ
は
何
と
な
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

農
業
大
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、
私
た
ち
に
牛
の
飼
養
管
理
が
任
さ
れ
て
い
る
分
、
そ

の
責
任
と
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
重
要
性
を
実
感
す
る
と
同
時
に
、
先
生
方
の
指
導
の
下
、

牛
の
治
療
技
術
や
観
察
眼
、
さ
ら
に
は
苦
手
と
し
て
い
た
機
械
操
作
な
ど
、
以
前
の
私
と
は

比
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
知
識
や
技
術
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
も
実
感
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、「
自
家
農
場
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」「
家
族
一
丸
と
な
っ
た
経
営
」
の
実
現
と

い
う
父
の
夢
は
、
い
つ
し
か
私
た
ち
姉
弟
の
夢
に
も
な
り
、
実
現
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
一
年
間
ほ
ど
で
、
私
も
肉
用
牛
農
家
と
し
て
の
自
覚
と
覚
悟
が
芽
生
え
て
き
た

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
経
営
の
中
心
は
私
た
ち
姉
弟
が
主
体
と
な
っ
て
い
き
ま

す
が
、
私
が
就
農
し
て
五
年
以
内
に
は
、
我
が
家
の
農
場
の
牛
肉
生
産
シ
ス
テ
ム
が
消
費
者

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
機
械
に

よ
る
作
業
の
大
部
分
を
父
が
行
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
全
員
が
そ
の
作
業
を
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
は
問
題
点
な
の
で
す
が
、
父
が
当
日
に
そ
の
日

の
管
理
作
業
を
伝
え
る
こ
と
が
多
く
、「
私
は
聞
い
て
い
な
い
」
と
の
声
が
聞
こ
え
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、「
予
定
表
を
見
え
る
化
」
し
て
、
先
々
を
予
見
し
余
裕
の
あ
る
農
場
運
営
・

経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
牛
に
対
し
て
は
、
こ
れ
は
私
し
か
で
き
な
い
と
言
え

る
ほ
ど
の
観
察
眼
を
養
い
、「
牛
と
の
会
話
」
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
十
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
。
父
の
夢
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
、
地
元
鹿
児
島
の
地
で
叶
え
ら
れ
ま
し
た
。
県
代
表
に
選
ば

れ
る
ま
で
の
道
の
り
は
、
と
て
つ
も
な
く
長
く
、
多
く
の
方
々
の
協
力
な
し
で
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
県
の
最
終
予
選
で
代
表
に
選
ば
れ
た
瞬
間
、
誰
よ
り
も
力
の

こ
も
っ
た
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
し
、
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
た
父
の
姿
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
姿
は
、
五
十
年
以
上
父
と
一
緒
に
育
っ
て
き
た
叔
父
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

農
大
卒
業
後
、
私
は
日
本
一
に
輝
い
た
鹿
児
島
黒
牛
の
味
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
同
時
に
、「
命

を
慈
し
む
こ
と
」
を
心
に
刻
み
、
牛
を
育
て
て
行
き
ま
す
。

（
銅
賞
）

祖
父
と
の
農
業
を
通
し
て
私
が
目
指
す
も
の

髙た
か

木ぎ

　

寿か
ず

真ま

（
栃
木
県
農
業
大
学
校　

農
業
生
産
学
部　

農
業
総
合
学
科　

一
年
）

「
じ
い
ち
ゃ
ん
と
米
を
作
り
た
い
」、
私
が
そ
う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
学
生
の

時
で
し
た
。
私
は
祖
父
が
作
る
お
米
が
大
好
き
で
す
。
私
は
祖
父
の
手
伝
い
を
す
る
う
ち

に
、
農
業
が
楽
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
祖
父
が
ガ
ン
を
患
っ
て

し
ま
い
、
重
い
物
を
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
機
に
、
私
は
祖
父
か
ら
農
業
に

関
す
る
た
く
さ
ん
の
知
識
や
技
術
を
吸
収
し
、
美
味
し
い
お
米
を
作
っ
て
多
く
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

農
業
高
校
に
進
学
し
た
私
は
、
実
習
を
通
し
て
、
さ
ら
に
農
業
が
楽
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
全
て
の
作
業
が
私
に
と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
で
し
た
が
、
同
時

に
専
業
農
家
と
し
て
新
規
就
農
し
、
水
稲
ひ
と
つ
で
経
営
し
て
い
く
こ
と
の
厳
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
農
家
の
方
の
「
農
業
は
人
同
士
の
助
け
合
い
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
て
、
助
け
合
う
仲
間
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
業
大
学
校
に
進
学
し
仲
間
と
出
会
い
、
寮
生
活
や
実
習
な
ど
充
実
し
た

日
々
を
送
る
一
方
、
農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
ほ
ど
、
農
業
機
械
の
導
入
や
規
模
拡
大
の
観
点

か
ら
金
銭
面
の
こ
と
で
悩
み
、
専
業
農
家
に
な
る
こ
と
に
迷
い
が
出
て
き
ま
し
た
。
祖
父

に
相
談
し
た
結
果
、
私
は
実
家
の
農
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
祖
父
が
長
く
務
め
た
実
習
助

手
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
実
習
助
手
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
高
校
生

に
農
業
の
楽
し
さ
を
教
え
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

実
習
助
手
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
趣
味
で
あ
る
バ
イ
ク
整
備
の
経
験
か
ら
、
例
え
ば
刈

払
い
機
等
の
農
業
機
械
を
安
全
に
使
用
す
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
、
特
に
教
え
た
い
と

考
え
ま
し
た
。
以
前
、
農
業
機
械
が
原
因
で
怪
我
を
し
た
方
や
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
多
く

い
る
こ
と
を
学
び
、
私
は
農
業
機
械
が
原
因
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
方
を
少
し
で
も
減
ら

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
機
械
は
た
だ
の
道
具
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
機
械
は
生
き
物
で
す
。

日
々
の
管
理
を
お
ろ
そ
か
に
す
れ
ば
、
機
械
の
調
子
は
悪
く
な
る
一
方
で
す
。
管
理
を
徹

底
し
て
、
調
子
の
良
い
機
械
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
毎
日
管
理
、
整

備
さ
れ
た
機
械
な
ら
、
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
校
生
の
う
ち
に
農
業
機

械
の
取
り
扱
い
や
服
装
な
ど
の
正
し
い
知
識
、
管
理
や
整
備
な
ど
の
重
要
性
を
身
に
付
け

て
お
け
ば
、
悲
惨
な
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
習
助
手
と
し
て
、
農
業
の
楽

し
さ
や
奥
深
さ
、
安
全
に
つ
い
て
教
え
、
未
来
の
農
業
を
支
え
る
若
者
の
育
成
に
励
み
た

い
で
す
。

農
業
は
一
人
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
農
業
を
通
し
て
出
会
っ
た
人
達
と
の
関
係
を
大
切
に

し
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
仲
間
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が
実

現
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

33-E000405
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福
島
大
学
食
農
学
類
長
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
　
生
源
寺
　
眞
一
氏
［
専
門
／
農
業
経
済
学
］

　

ま
ず
は
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
か
ら
は
論
文
の
部
、
作
文
の
部
の
上
位
の
受
賞
者
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
徴
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
初
に
、
論
文
の
部
で
大
賞
に
選
ば
れ
た
奈
良
県
立
大
学
の
青
島
萌
華
さ
ん
ほ

か
五
人
の
論
文
「『
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
』
～
食
と
農
の
本
来
の
魅

力
の
伝
達
と
実
践
～
」
に
つ
い
て
で
す
。
地
域
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
レ
ス
ト
ラ

ン
を
自
前
で
運
営
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
長
期
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お

り
、
群
を
抜
く
企
画
力
と
実
行
力
で
し
た
。
情
報
伝
達
の
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
や
文
化
と
い
っ

た
深
み
の
あ
る
内
容
に
着
目
し
た
点
も
優
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
別
優
秀
賞
は
、
弘
前
大
学
の
堀
田
醍
吾
さ
ん
の
論
文
「
廃
校
を
活
用
し
た
新
規
就
農
者
拡
大
・
ス
マ
ー
ト
農

業
促
進
の
可
能
性
」
で
す
。
地
元
の
農
村
で
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
体
験
交
流
施
設
と
し
て
活
用
し
、
新
規
就

農
者
の
受
け
入
れ
に
加
え
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
学
び
の
場
と
す
る
提
案
で
あ
り
、
町
役
場
と
の
緊
密
な
交
流
も

印
象
的
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
の
論
文
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
応
募
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
堀
田
君
は
一
人
で

頑
張
り
ま
し
た
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
特
別
優
秀
賞
は
、
東
京
農
業
大
学
の
倉
田
真
衣
さ
ん
ほ
か
二
人
の
論
文
「
潜
在
的
な
担
い
手
を
農

業
参
入
法
人
の
社
員
に
～
企
業
へ
の
就
職
で
安
心
し
て
就
農
で
き
る
未
来
～
」
で
す
。
大
企
業
に
よ
る
農
業
参
入

の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
会
社
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
社
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
の
農

業
参
入
の
分
野
で
は
非
常
に
新
規
性
の
高
い
調
査
研
究
で
す
。
し
っ
か
り
し
た
学
習
に
加
え
て
、
新
規
就
農
者
を

肉
食
系
と
草
食
系
に
区
分
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

　

次
に
作
文
の
部
で
す
が
、
金
賞
は
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
木
暮
千
尋
さ
ん
の
「
私
の
心
を
変
え
た
『
大
き

な
発
見
』
～
異
国
の
養
豚
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
～
」
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し
た
が
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
養
豚
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
や
放
牧
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
地
に
足
の
つ
い

た
考
察
が
、
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
養
豚
を
目
指
す
ご
自
身
の
将
来
像
に
繋
が
り
ま
し
た
。
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銀
賞
は
、
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
の
大
井
悠
愛
さ
ん
の
「
全
て
は
『
ピ
ー
チ
』
か
ら
」
で
す
。
母
牛
と
向
き
合

う
姿
は
感
動
的
で
、
そ
こ
か
ら
一
年
一
産
の
長
寿
の
牛
を
創
出
す
る
研
究
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
高
い
専
門
性
と

と
も
に
、
母
牛
の
出
産
に
立
ち
会
っ
た
日
に
ち
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
点
も
印
象
的
で
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
銀
賞
は
、
山
形
県
立
農
林
大
学
校
の
佐
藤
匠
さ
ん
の
「
伝
え
た
い
、
林
業
の
可
能
性
」
で
す
。
進

路
の
変
更
と
い
う
曲
が
り
角
を
経
験
し
な
が
ら
、
地
域
の
林
業
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
認
識
す
る
こ
と
に
な
り
、

将
来
は
多
く
の
人
々
に
発
信
す
る
夢
を
語
っ
た
力
強
い
作
文
で
し
た
。

　

以
上
で
講
評
を
終
わ
り
ま
す
が
、
今
日
は
ま
さ
に
出
発
の
日
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
の
頑
張
り
に
大
い
に

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一
般
財
団
法
人
女
性
労
働
協
会
会
長
、
元
株
式
会
社
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員�

論
説
委
員
　
岩
田
　
三
代
氏
［
専
門
／
食
・
暮
ら
し
］

　

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
受
賞
な
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
上
位

入
賞
の
方
に
つ
い
て
は
審
査
委
員
長
の
生
源
寺
先
生
か
ら
丁
寧
な
講
評
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
私
は
上
位
の
作
品
も
含
み
ま
す
が
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
中
心
に

簡
単
に
講
評
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
論
文
部
門
で
す
。
今
年
も
大
変
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
興
味
深
い
論

文
が
揃
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
大
賞
を
取
ら
れ
た
奈
良
県
立
大
学
の
青
島
萌
華

さ
ん
た
ち
六
人
が
書
か
れ
た
論
文
「『
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
』
～
食
と
農
の
本
来
の
魅
力
の
伝
達
と

実
践
～
」
は
、産
地
が
培
っ
て
き
た
物
語
を
通
じ
て
生
産
者
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
試
み
で
す
。「
情

報
を
食
べ
る
」
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
は
、
私
自
身
は
食
文
化
の
研
究
会
に
も
参
加
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ほ
ど
新

規
性
や
斬
新
さ
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
六
人
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
、
つ
ま
り
御
杖
村
の
歴
史
や
伝
統
を
調
べ
、

村
民
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
、
料
理
を
習
い
、
期
間
限
定
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
開
き
・・

と
い
う
若
者
ら
し
い
機
動
力
、
そ
し
て
そ
れ
を
一
本
の
論
文
に
ま
と
め
上
げ
た
力
量
に
感
心
し
ま
し
た
。
欲
を
い

え
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
部
分
を
も
う
少
し
丁
寧
に
書
い
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
と
同
じ
方
向
性
で
す
が
、
甲
南
大
学
の
本
田
万
葉
さ
ん
た
ち
二
人
の
論
文
「
生
産
者
と
消
費
者
を
繋
ぐ
～

農
業
初
心
者
学
生
の
活
動
記
～
」
も
、
大
変
面
白
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
さ
や
か
な
試
み
で
は
あ
り

ま
す
が
、
野
菜
栽
培
キ
ッ
ト
を
介
し
て
農
家
と
都
市
住
民
が
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
新
鮮

で
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
大
量
生
産
や
大
量
消
費
の
時
代
が
続
き
、
生
産
と
消
費
の
場
は
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
現
状
が
あ
る
の
で
す
が
、
最
近
は
環
境
問
題
や
食
の
大
切
さ
が
言
わ
れ
、
社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見

直
し
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
論
文
が
テ
ー
マ
に
し
た
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
や
相
互
理
解
は
、
ま

す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
は
、「
草
食
系
新
規
就
農
者
」
の
受
け
皿
と
し
て
農
業
参
入
法
人
を
取
り
上
げ
、
実
態
を
調
査
し
た
東
京

農
業
大
学
の
倉
田
真
衣
さ
ん
た
ち
の
論
文
「
潜
在
的
な
担
い
手
を
農
業
参
入
法
人
の
社
員
に
～
企
業
へ
の
就
職
で
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安
心
し
て
就
農
で
き
る
未
来
～
」
も
大
変
面
白
く
、
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
企
業
の
農
業
参
入
は
近
年
、
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
態
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
研
究
を
進
化
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
三
好
莉
央
さ
ん
た
ち
の
論
文
「
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
持

続
性
あ
る
肉
用
牛
生
産
体
系
の
構
築
～
農
業
新
時
代
へ
の
第
一
歩
～
」
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
肉
牛
生

産
の
未
来
図
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
な
と
思
っ
た
の
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う
マ
イ

ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
農
家
を
結
び
つ
け
た
青
山
学
院
大
学
の
徳
廣
凪
翔
さ
ん
の
論
文
で
す
。タ
イ
ト
ル
は「『
し
ょ
く
』

で
つ
な
が
る
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
と
農
家
」。
実
現
す
る
に
は
課
題
も
あ
り
そ
う
で
す
が
、
一
見
農
業
と
関
係
な

い
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
と
て
も
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
自
由
な
発
想
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
作
文
で
す
が
、
毎
年
ど
れ
も
若
者
ら
し
い
夢
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
選
ぶ
の
が
難
し
い
の
で
す
が
、
私
自
身

は
山
形
県
立
農
林
大
学
校
の
佐
藤
匠
さ
ん
の
作
文
「
伝
え
た
い
、
林
業
の
可
能
性
」
を
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
長

く
審
査
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
林
業
を
正
面
か
ら
捉
え
た
作
文
は
あ
ま
り
な
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
生
活
様
式
の
変
化
や
輸
入
材
に
押
さ
れ
て
す
っ
か
り
衰
退
し
た
林
業
で
す
が
、
環
境
問
題
な

ど
か
ら
そ
の
大
切
さ
に
再
び
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
、

不
登
校
を
乗
り
越
え
て
自
分
を
変
え
て
く
れ
た
畜
産
に
恩
返
し
す
る
た
め
、
畜
産
技
術
員
に
な
り
た
い
と
書
い
て

お
ら
れ
た
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
齋
藤
壮
馬
さ
ん
の
作
文
「
リ
ア
ル
な
畜
産
を
伝
え
る
こ
と
の
意
義
～
農
業

の
可
能
性
を
広
げ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
～
」
や
、
小
学
生
の
時
か
ら
町
を
元
気
に
し
た
い
と
の
思
い
を
持
ち
続
け
尊
敬

す
る
お
じ
い
様
の
跡
を
継
ぎ
農
業
で
地
域
貢
献
し
た
い
と
歩
ん
で
お
ら
れ
る
宮
崎
県
立
農
業
大
学
校
・
山
下
祐
里

奈
さ
ん
の
「
ひ
な
た
の
農
業
を
守
り
た
い
」
な
ど
、
ど
れ
も
心
打
た
れ
る
作
文
ば
か
り
で
し
た
。

　

最
後
に
、
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
、
講
評
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
日
は
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大
学
校
校
長
、
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授
　
大
杉
　
立
氏
　［
専
門
／

農
学
］

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
渦
の
た
め
三
年
続
き
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
入
選
発
表
会
と
な
り
、

対
面
の
表
彰
式
後
の
懇
親
会
で
直
に
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
と
て
も

残
念
で
す
が
、
今
回
初
の
試
み
と
し
て
論
文
の
入
選
者
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
皆
さ
ん
と
個
々
に
お
話
が
で
き
て
、
論
文
の

内
容
の
理
解
を
深
め
、ま
た
論
文
に
込
め
た
強
い
思
い
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
て
も
良
い
試
み
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
回
の
論
文
の
部
で
私
が
高
く
評
価
し
た
の
は
、
先
に
お
二
人
の
先
生
方
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
大
賞
を
取
ら
れ
た
奈
良
県
立
大
学
の
青
島
萌
華
さ
ん
た
ち
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
論
文
「『
情
報
が
食
べ

ら
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
』
～
食
と
農
の
本
来
の
魅
力
の
伝
達
と
実
践
～
」
で
す
。
ま
ず
、「
情
報
が
食
べ
ら
れ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
タ
イ
ト
ル
が
印
象
的
で
す
。
私
は
文
科
系
で
は
な
い
の
で
、「
情
報
が
食
べ

ら
れ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
引
き
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
の
他
に
も
、
地
道
な
事
前
検
討
や
考
え
抜
い
た

方
向
性
、
や
り
抜
く
行
動
力
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
ど
こ
を
と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
生
産
者
と
消

費
者
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
で
す
が
、
学
生
の
勉
強
の
場
と
し
て
も
今
後
大
変
有
望
で
は
な
い
か
な
と
感
心
し
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
、
ベ
ス
ト
三
に
は
入
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
津
曲
時
秀
さ
ん
た
ち
三

名
の
論
文
「
受
精
卵
移
植
技
術
の
活
用
に
よ
る
地
域
が
一
体
化
し
た
優
良
牛
生
産
方
式
～
和
牛
の
未
来
を
見
据
え

て
～
」
も
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｔ
技
術
に
よ
る
和
牛
の
効
率
的
生
産
と
地
域
の
活
性
化
が
若
者
ら
し
い
熱

い
思
い
に
裏
打
ち
さ
れ
た
表
現
で
語
ら
れ
て
い
て
、
地
に
足
の
つ
い
た
語
り
口
で
好
感
の
持
て
る
論
文
だ
と
思
い

ま
し
た
。
若
干
気
に
な
っ
た
点
は
、
本
題
に
入
る
前
の
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
書
か
れ
た
一
般
的
な
解
説
部
分
が
少
し

長
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
も
う
少
し
短
く
て
も
良
か
っ
た
か
な
と
い
う
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
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次
に
作
文
の
部
で
す
が
、銀
賞
を
取
ら
れ
た
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
の
大
井
悠
愛
さ
ん
の
「
全
て
は
『
ピ
ー
チ
』

か
ら
」
は
と
て
も
印
象
に
残
り
、
高
く
評
価
し
ま
し
た
。
一
気
に
読
ま
せ
る
筆
力
が
あ
り
ま
し
た
し
、
内
容
も
切

羽
詰
ま
っ
た
情
景
が
あ
っ
た
り
、
新
た
な
解
決
方
法
が
あ
っ
た
り
と
豊
富
で
、「
全
て
は
『
ピ
ー
チ
』
か
ら
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
も
的
確
に
内
容
を
表
現
し
て
お
り
出
色
の
出
来
と
思
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
良
い
な
と
思
っ
た
の
は
、
銅
賞
を
受
賞
し
た
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
牧
春
花
さ
ん
の
作
文
「
与

論
島
の
肉
用
牛
で
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
目
指
す
～
牛
は
き
っ
と
応
え
て
く
れ
る
～
」
で
す
。
与
論
島
で
ア

ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
目
指
そ
う
と
決
意
す
る
ま
で
が
良
く
書
け
て
い
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
牛
に
対
す

る
思
い
は
一
貫
し
て
い
て
、
自
分
な
り
に
考
え
た
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
そ
の
思
い
に
重
ね
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
共
感
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
を
視
野
に
入
れ
た
畜
産
は
日
本
で
も
大
変
大

事
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
牧
さ
ん
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
牧
さ
ん
は
論
文
の
部

で
も
三
人
で
書
か
れ
た
「
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
が
秘
め
る
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
及
び
地
域
活
性
化
の
提
案
」
で

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
ダ
ブ
ル
受
賞
で
し
た
ね
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
も
幅
広
い
論
文
と
作
文
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
私
も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
昨
今
の
気
候
変
動
や

国
際
情
勢
の
激
変
で
こ
れ
か
ら
農
業
も
大
変
な
時
期
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
こ
こ
で
示
さ
れ
た
大
き

な
夢
が
そ
れ
ぞ
れ
一
筋
一
筋
の
力
と
な
っ
て
、
農
業
を
明
る
く
し
て
い
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
ま
す
。
昨
年
も
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
農
業
の
形
も
多
様
化
し
て
き
て
い
て
、
儲
か
る
専
業
農
家
に
加
え
て
。

「
半
農
半
×
」
で
楽
し
み
な
が
ら
農
業
の
一
翼
を
担
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が
直
接
、間
接
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
農
業
に
関
わ
り
、新
し
い
見
方
が
農
業
を
変
え
て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
が「
農

あ
る
生
活
」
の
実
践
者
に
な
る
こ
と
で
、
農
業
が
一
つ
の
産
業
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
国
民
の
生
活
に
よ
り
深
く

根
差
す
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
期
待
も
込
め
て
講
評
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

改
め
ま
し
て
、
今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
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京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授
　
近
藤
　
直
氏
　［
専
門
／
農
業
工
学
］

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
論
文
、
作
文
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
か
ら
は
最
初
に
大
賞
、
特
別
優
秀
賞
に
選
ば
れ
て
い
な
い
論
文
の
中
か

ら
、
印
象
深
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　

ま
ず
、
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
・
白
尾
大
輝
さ
ん
ら
の
「
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク

ス
が
秘
め
る
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
及
び
地
域
活
性
化
の
提
案
」
は
、
私
自
身
が

好
き
な
タ
イ
プ
の
論
文
で
、
水
産
と
栽
培
を
同
時
に
行
う
サ
イ
ク
ル
を
築
く
こ
と

で
無
駄
な
施
肥
を
最
小
限
に
し
、
持
続
可
能
な
食
糧
生
産
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
二
章
ま
で
の
研

究
背
景
、
緒
言
に
つ
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
も
含
ま
れ
、
大
変
よ
く
書
け
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
後
輩
の

方
々
が
さ
ら
に
深
く
研
究
を
続
け
て
行
か
れ
る
と
、
新
し
い
知
見
や
技
術
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
同
じ

大
学
校
の
三
好
莉
央
さ
ん
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
書
か
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
持
続
性
の
あ
る
肉
用
牛
生

産
体
系
の
構
築
～
農
業
新
時
代
へ
の
第
一
歩
～
」
は
、
最
先
端
の
技
術
を
良
く
調
べ
ら
れ
、
肥
育
に
生
か
そ
う
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
和
牛
に
お
い
て
は
、
現
在
の
「BM

S

（Beef M
arbling Standard

，
霜
降
り
の
程
度
）」

や
「
Ａ

-
５
等
級
」
を
目
指
す
技
術
か
ら
徐
々
に
地
域
の
特
徴
を
活
か
す
独
自
技
術
の
開
発
へ
移
行
す
る
曲
が
り

角
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
、
地
域
の
戦
略
や

生
産
者
の
要
望
に
合
わ
せ
、
ど
の
品
質
項
目
を
伸
ば
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
肥
育
を
行
う
か
と
い
う
こ
と
に
重
き

を
お
い
た
実
作
業
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
明
治
大
学
の
戎
谷
高
晴
さ
ん
ら
の
論
文
「
中
山
間

地
域
の
持
続
的
な
水
田
維
持
に
お
け
る
関
係
人
口
的
な
『
か
か
わ
り
』
の
重
要
性
～
岩
手
県
一
関
市
『
金
山
棚
田
』

と
『
六
次
産
業
館
古
代
米
お
り
ざ
』
の
事
例
か
ら
～
」
で
は
、「
関
係
人
口
」
と
い
う
新
し
い
概
念
を
用
い
て
お
り
、

私
は
そ
れ
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
産
者
が
消
費
者
を
意
識
し
な
が
ら
生
産
す
る
農
業
の
視
点
も
含

ま
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
、
良
い
論
文
と
感
じ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
も
ど
な
た
か
に
少
し
申
し
上
げ
ま
し
た
が
，
論
文
は
先
人
の

方
々
や
先
輩
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
を
基
に
、
担
当
の
先
生
と
対
話
を
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
き
複
数
人
で
再
現

性
の
あ
る
実
験
や
論
理
的
な
議
論
を
積
み
重
ね
、
高
み
に
到
達
し
た
こ
と
を
書
く
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
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つ
ま
り
、
先
輩
や
友
人
の
足
跡
や
議
論
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
正
し
く
そ
の
高
み
に
登
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
後

輩
が
そ
の
論
文
を
読
ん
で
「
す
ご
い
な
。
自
分
も
そ
の
続
き
を
や
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
一
歩
上
ま
で
登
っ
て
み
た

い
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
論
文
が
良
い
論
文
だ
と
、
い
つ
も
学
生
に
言
っ
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
先
輩
の
参
考

文
献
や
先
生
と
の
対
話
、友
達
の
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
や
異
な
る
視
点
、意
見
は
と
て
も
大
事
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
ど
な
た
か
の
「
自
分
の
担
当
は
こ
こ
だ
け
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
発
言
が
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
論
文
で
は
先
輩
や
先
人
か
ら
の
流
れ
で
自
分
の
研
究
が
あ
り
、
友
達

が
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
も
理
解
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
友
達
と
分
担
し
て
い
て
も
お
互
い
に
情
報
を
共
有
し
て

議
論
を
深
め
、
後
輩
に
は
改
善
点
を
正
確
に
伝
え
、
将
来
の
継
続
方
法
の
サ
ジ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
全
員
で
記
述
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
論
文
が
も
っ
と
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
自
分
の
前
後
を
繋
ぐ
こ
と
で
よ
り
良
い

研
究
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
作
文
の
部
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
印
象
的
だ
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
け
挙
げ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
宮
崎

県
立
農
業
大
学
校
・
山
下
祐
里
奈
さ
ん
の
「
ひ
な
た
の
農
業
を
守
り
た
い
」
に
登
場
す
る
「
に
ち
な
ん
お
も
し
ろ

カ
ル
タ
」、
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
・
式
地
雅
久
人
さ
ん
の
「
肉
用
牛
の
大
産
地
“
鹿
児
島
”
で
得
た
土
産
」

の
中
の
「
土
佐
あ
か
う
し
」「
土
佐
は
ち
き
ん
地
鶏
」「
土
佐
ジ
ロ
ー
」
な
ど
は
、
地
域
の
固
有
名
詞
が
い
い
味
を

出
し
て
い
ま
す
ね
。
栃
木
県
農
業
大
学
校
の
い
ち
ご
学
科
と
い
う
の
も
い
い
で
す
ね
。
日
本
一
の
産
地
に
し
か
で

き
な
い
充
実
し
た
実
践
教
育
が
特
徴
だ
そ
う
で
す
。
農
業
と
地
域
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
、
そ
う
し

た
名
前
を
広
め
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ど
ん
ど
ん
地
域
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
他

に
も
「
指
の
先
が
牛
の
直
腸
壁
に
引
っ
か
か
ら
な
い
よ
う
」
と
い
う
ド
キ
ッ
と
す
る
よ
う
な
表
現
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
ま
た
、
岩
手
県
立
農
業
大
学
校
・
小
野
寺
千
華
さ
ん
の
「
農
業
を
伝
え
る
」
に
出
て
く
る
「
ク
ッ
キ
ン

グ
ア
ッ
プ
ル
」
や
「
フ
ェ
ザ
ー
苗
高
密
植
栽
培
」
は
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、「
わ
い
化
の
木
も
大
き
く
な

り
す
ぎ
」
に
は
少
し
ニ
コ
リ
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、山
形
県
立
農
林
大
学
校
・
佐
藤
匠
さ
ん
の
「
伝

え
た
い
、
林
業
の
可
能
性
」
に
書
か
れ
た
「
林
業
は
木
を
育
て
、
森
を
作
り
、
育
っ
た
木
を
切
っ
て
売
る
産
業
」

も
良
い
フ
レ
ー
ズ
で
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
で
も
、
も
っ
と
思
い
切
っ
て
、
自
信
を
も
っ
て
「
林
業
は
地
球
を

守
る
産
業
」
と
言
い
切
っ
て
も
ら
っ
て
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
言
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
立

農
業
大
学
校
・
木
暮
千
尋
さ
ん
は
、
作
文
「
私
の
心
を
変
え
た
『
大
き
な
発
見
』
～
異
国
の
養
豚
か
ら
教
え
ら
れ
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た
こ
と
～
」
で
、「
日
本
の
農
業
の
３
Ｋ
は
『
か
っ
こ
い
い
、
感
動
あ
り
、
稼
げ
る
』」
と
書
い
て
お
ら
れ
、
驚
き

ま
し
た
。
３
Ｋ
っ
て
普
通
は
「
き
つ
い
、
き
た
な
い
、
危
険
」
な
ん
で
す
よ
ね
。
新
し
い
３
Ｋ
は
「
帰
れ
な
い
、

厳
し
い
、
給
料
が
安
い
」
で
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
の
を
、
そ
の
よ
う
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
で
言
っ
て
も
ら
え
る
新
鮮
な
感
覚
に
ド
キ
リ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
印
象
に
残
る
言
葉
や
視
点
、
熱
い
思
い
を
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
若
い
世
代
の
方
々
と
こ
う
や
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
今
の
職
業
は
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
っ

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
学
ん
だ
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

の
で
す
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
若
い
世
代
の
方
々
に
は
よ
り
高
み
に
登
っ
て
も
ら
い
、
次
の
世
代
へ
継
承
し
て
い
た

だ
く
そ
の
積
み
重
ね
で
す
ね
。
そ
れ
を
築
い
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
我
々
の
世
代
で
解
決
で
き
な
か
っ
た
農
業
、
食
料
、
環
境
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
世

代
を
超
え
て
み
ん
な
で
立
ち
向
か
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
講
評
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
入
賞

さ
れ
た
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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環
境
・
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
佐
藤
　
年
緒
氏
　［
専
門
／
環
境
・
科
学
技
術
］

　

皆
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
な
ど
が
私
た
ち
の
生
活
を
直
撃
し
、
非

常
に
厳
し
い
影
響
を
受
け
て
い
る
、
い
わ
ば
世
界
情
勢
の
渦
の
中
に
あ
る
環
境
下

で
、
皆
さ
ん
が
論
文
や
作
文
づ
く
り
に
挑
ん
だ
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
敬
意
を
表

し
ま
す
。
私
か
ら
は
科
学
技
術
や
環
境
の
分
野
か
ら
二
点
を
挙
げ
、
最
後
の
講
評

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
つ
は
、
人
と
科
学
技
術
と
の
関
係
で
す
。
こ
れ
は
今
後
も
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と

思
い
ま
す
。
今
回
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
い
く
つ
か
あ
り
目
を
引
き
ま
し
た
が
、
科

学
技
術
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
特
別
優
秀
賞
に
な
っ
た
弘
前
大
学
の
堀
田
醍
吾
さ
ん
の
論
文
「
廃
校
を
活
用
し
た
新
規
就

農
者
拡
大
・
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
の
可
能
性
」
で
す
。
廃
校
を
新
規
就
農
者
に
対
す
る
技
術
指
導
の
場
と
し
て
提

案
し
て
お
り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
私
は
新
鮮
に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
三
好
莉
央
さ

ん
ら
の
論
文
「
ス
マ
ー
ト
農
業
を
活
用
し
た
持
続
性
あ
る
肉
用
牛
生
産
体
系
の
構
築
～
農
業
新
時
代
へ
の
第
一
歩

～
」
は
、
全
体
像
を
示
し
て
、
方
向
性
を
模
索
し
よ
う
と
い
う
姿
が
見
え
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
農
業
技
術
に
よ
っ
て
、
操
作
す
る
人
や
家
畜
が
安
全
で
し
あ
わ
せ
に
な
る
か
を
よ
く
見
極
め
る
大
切
さ
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
た
入
選
発
表
会
の
画
面
に
は
鹿
児
島
の
受
賞
者
の
皆
さ
ん
の
顔
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
て
、
こ
の
学
校
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
な
あ
と
思
い
な
が
ら
見
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
と
生
徒

た
ち
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
姿
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

作
文
で
も
、
農
業
機
械
を
扱
う
人
は
、
作
業
の
際
に
服
を
ど
の
よ
う
に
き
ち
っ
と
着
た
ら
よ
い
か
、
そ
の
心
構

え
が
な
い
と
事
故
に
つ
な
が
る
と
注
意
喚
起
し
た
の
は
、
栃
木
県
農
業
大
学
校
の
髙
木
寿
真
さ
ん
で
す
。「
祖
父

と
の
農
業
を
通
し
て
私
が
目
指
す
も
の
」
の
中
で
「
機
械
も
生
き
物
だ
」
と
述
べ
、
日
ご
ろ
か
ら
機
械
の
管
理
を

怠
ら
な
い
姿
勢
に
感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
愛
知
県
立
農
業
大
学
校
の
殿
林
誉
也
さ
ん
は
、
進
路
に
迷
い
な
が
ら

も
、
自
分
が
料
理
好
き
で
あ
る
こ
と
を
原
点
に
、
ブ
ド
ウ
づ
く
り
に
夢
を
描
く
姿
を
「
農
業
と
私
の
今
ま
で
と
こ
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れ
か
ら
」
と
い
う
作
文
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ブ
ド
ウ
の
甘
さ
は
気
候
と
の
関
係
で
生
ま
れ
て
く
る

な
ど
、
農
業
を
科
学
的
に
考
え
る
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
今
、
世
界
の

飼
料
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
農
業
は
置
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
何
人
か
の
方
が

地
球
の
「
持
続
可
能
性
」
を
重
視
し
た
研
究
を
行
っ
て
論
文
に
ま
と
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
有
限
な
水
資
源
を
活

用
す
る
研
究
を
鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
の
白
尾
大
輝
さ
ん
ら
が
行
い
、「
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
が
秘
め
る
持
続

可
能
な
食
料
生
産
及
び
地
域
活
性
化
の
提
案
」
に
ま
と
め
た
り
、
佐
賀
大
学
の
森
由
貴
子
さ
ん
ら
は
「
局
所
耕
う

ん
法
」
と
い
う
Ｃ
Ｏ
２
の
こ
と
を
考
え
た
新
し
い
耕
作
方
法
を
研
究
し
、「
持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
『
局
所
耕

う
ん
法
』
の
可
能
性
」
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
里
大
学
の
髙
橋
侑
女
さ
ん
ら
は
、
昆
虫
を
害
虫
で
は
な
く

違
う
方
法
で
利
用
し
て
い
く
研
究
を
行
い
、「
昆
虫
の
新
た
な
可
能
性
」
と
い
う
論
文
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
あ
り
、
こ
う
い
う
研
究
が
今
後
も
伸
び
て
い
く
と
い
い
と
期
待
感
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
離
島
や
他
県
か
ら
学
び
に
来
て
い
て
、
将
来
は
故
郷
に
帰
っ
て
就
農
す
る
と
い
う
夢
を
描
き
な
が
ら
、

繋
が
っ
て
い
る
世
界
の
こ
と
も
考
え
て
地
域
社
会
で
励
ん
で
い
こ
う
と
す
る
決
意
が
読
み
取
れ
る
作
文
も
多
く
、

素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
研
究
を
き
ち
ん
と
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
実
際
に
人
に
会
え
な
か
っ
た
り
、

海
外
に
研
修
に
行
け
な
か
っ
た
り
、
調
査
が
足
り
な
か
っ
た
と
残
念
に
思
い
心
残
り
の
あ
る
人
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
終
わ
り
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ス
タ
ー
ト
で
す
。
事
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
皆
さ
ん

と
お
話
し
た
り
、
や
り
取
り
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時
に
皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
こ
う
と
い
う

意
欲
と
溢
れ
る
可
能
性
を
持
っ
た
方
ば
か
り
で
あ
る
と
理
解
し
ま
し
た
。
こ
う
い
う
人
た
ち
が
作
っ
た
農
業
生
産

物
、
食
べ
物
を
私
も
食
べ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
人
間
が
も
つ
魅
力
の
一
つ
、
そ
れ
は
人
と
人
を
結
び
付

け
る
力
な
の
だ
。
こ
の
人
の
作
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
き
っ
と
お
い
し
い
だ
ろ
う
と
い
っ
た
思
い
を
残
し
て
く
れ
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
っ
た
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
十
代
、
二
十
代
の
若
き
日
に
持
っ
た
抱
負
や
夢
、
疑
問
と
問
題
意
識
を
こ
れ
か
ら
も
捨
て
ず
に
、
今

後
社
会
に
出
た
時
に
引
き
続
い
て
そ
れ
ら
を
実
現
す
べ
く
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

重
ね
て
、
今
回
の
受
賞
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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〔審査委員プロフィール〕（50音順）

■岩田　三代（いわた　みよ）氏　［専門／食・くらし］
愛媛大学法文学部卒業。（株）日本経済新聞社に入社。婦人家庭部記者、同部編集委員兼次長、
編集局生活情報部長、論説委員兼生活情報部編集委員として、女性労働問題、家族問題、消
費者問題など広く取材。2015 年 4 月退社後、フリージャーナリスト。現在、（一財）女性労
働協会会長、実践女子大学非常勤講師。政府委員として、食料・農業・農村基本問題調査会
委員、国民生活審議会委員などを務めた。主な著書に『伝統食の未来』（ドメス出版、編著）
などがある。

■大杉　立（おおすぎ　りゅう）氏　［専門／農学］
東京大学農学部卒業、農学博士。農林水産技術会議事務局研究調査官、農業生物資源研究所光
合成研究室長、農林水産技術会議事務局研究開発官を経て、2001 年より 2016 年まで東京大学
大学院農学生命科学研究科教授。同大学院農学生命科学研究科特任教授を経て、現在八ヶ岳中
央農業実践大学校校長、および東京農業大学客員教授。日本学術会議連携会員、（一社）日本
農学会会長、日本農学アカデミー副会長。これまでに、日本作物学会賞などを受賞。日本作物
学会会長、総合科学技術会議革新的技術推進アドバイザーなどを務める。主な著書に『作物学
辞典』（朝倉書店、共著）、『作物生産生理学の基礎』（農山漁村文化協会、共著）などがある。

■近藤　直（こんどう　なおし）氏　［専門／農業工学］
京都大学大学院農学研究科修士課程修了（農業工学専攻）、農学博士。岡山大学助手、助教授、
愛媛大学教授などを経て、2007 年より京都大学大学院農学研究科教授。これまでに、アメ
リカ農業工学会功績賞、農業機械学会賞学術賞、同学会森技術賞、日本生物環境調節学会賞

（学術賞）、（一財）日本機械学会ロボメカ部門技術業績賞、農林水産省農業技術功労者表彰、
日本農業工学会賞、日本農学賞、文部科学大臣表彰科学技術賞、（公社）大日本農会緑白綬
有功章などを受賞。主な著書に『農業ロボット（Ⅰ）（Ⅱ）』（コロナ社）、『生物生産工学概
論－これからの農業を支える工学技術－』（朝倉書店）、『Physical and Biological Properties 
of Agricultural Products』（京都大学出版）、『農業食料工学ハンドブック』（コロナ社、い
ずれも共著）などがある。

■佐藤　年緒（さとう　としお）氏　［専門／環境・科学技術］
東京工業大学大学院社会理工学研究科博士課程修了、博士（学術）。（株）時事通信社の記者、
編集委員として地方行政や科学技術、地球環境や水問題を報道。2003 年退社後、国立研究
開発法人 科学技術振興機構発行の科学教育誌『Science Window』編集長などを経て、現在、
環境・科学ジャーナリスト、日本科学技術ジャーナリスト会議理事。著書に『森、里、川、
海をつなぐ自然再生』（中央法規）、『つながるいのち－生物多様性からのメッセージ』（山と
渓谷社、いずれも共著）などがある。

■生源寺　眞一（しょうげんじ　しんいち）氏　［専門／農業経済学］
東京大学農学部卒業。農林水産省農事試験場研究員・同北海道農業試験場研究員、東京大学
農学部助教授・同教授、名古屋大学農学部教授を経て、2017 年 4 月に福島大学教授（食農学
類準備室長）、2019 年 4 月から同食農学類長。このほか、認定 NPO 法人樹恩ネットワーク会
長、地域農政未来塾塾長、NPO 法人中山間地域フォーラム会長など。これまでに東京大学農
学部長、日本農業経済学会会長、日本学術会議会員も務める。近年の著書に『農業と農政の
視野』（農林統計出版）、『新版：農業がわかると、社会のしくみが見えてくる』（家の光協会）、

『農業と人間』（岩波書店）、『「いただきます」を考える』（少年写真新聞社）など。

2022 年 11 月現在
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第33回ヤンマー学生懸賞論文・作文入賞者一覧 〔論文の部〕

氏　　名 学校・学部・学科・学年 タイトル

大　賞 青島　萌華
（代表者）

奈良県立大学　地域創造学部　
地域創造学科　３年

「情報が食べられるレストラン」
～食と農の本来の魅力の伝達と実践～

特　別
優秀賞 堀田　醍吾 弘前大学　人文社会科学部

社会経営課程　３年
廃校を活用した新規就農者拡大・スマート
農業促進の可能性

倉田　真衣
（代表者）

東京農業大学　国際食料情報学部
国際バイオビジネス学科　３年

潜在的な担い手を農業参入法人の社員に
～�企業への就職で安心して就農できる未来～

優秀賞 津曲　時秀
（代表者）

鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

受精卵移植技術の活用による地域が一体化
した優良牛生産方式
～和牛の未来を見据えて～

小池　美星 信州大学　農学部
農学生命科学科　４年

UAVリモートセンシングによる高冷地�
野菜の課題解決を目指して

神林　拓未 明治大学　農学部　
食料環境政策学科　３年

米（マイ）ライフ革命
～米粉の消費拡大戦略～

白尾　大輝
（代表者）

鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

アクアポニックスが秘める持続可能な食糧
生産及び地域活性化の提案

三好　莉央
（代表者）

鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

スマート農業を活用した持続性ある肉用牛
生産体系の構築
～農業新時代への第１歩～

本田　万葉
（代表者）

甲南大学　マネジメント創造学部
マネジメント創造学科　３年

生産者と消費者を繋ぐ
～農業初心者学生の活動記～

森　由貴子
（代表者）

佐賀大学　農学部
生物資源科学科　４年

持続可能な農業として「局所耕うん法」の
可能性
〜�土壌中の水分移動の検証と今後の持続
可能な農業に必要なこと〜

德廣　凪翔 青山学院大学　総合文化政策学部
総合文化政策学科　４年 “しょく”でつながるフットサルクラブと農家

戎谷　高晴
（代表者）

明治大学　農学部
食料環境政策学科　３年

中山間地域の持続的な水田維持における
関係人口的な「かかわり」の重要性
～�岩手県一関市「金山棚田」と「６次産
業館古代米おりざ」 の事例から～

髙橋　侑女
（代表者）

北里大学　獣医学部　
動物資源科学科　４年

昆虫の新たな可能性
〜�昆虫食を「代替タンパク源」以外の観点
から考える〜

（同賞内は受付順）

（敬称略）
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第33回ヤンマー学生懸賞論文・作文入賞者一覧 〔作文の部〕

氏　　名 学校・学部・学科・学年 タイトル

金　賞 木暮　千尋 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
養豚科　１年

私の心を変えた「大きな発見」
～異国の養豚から教えられたこと～

銀　賞 大井　悠愛 岩手県立農業大学校　畜産学科
酪農経営科　２年 全ては「ピーチ」から

佐藤　　匠 山形県立農林大学校
林業経営学科　２年 伝えたい、林業の可能性

銅　賞 山下祐里奈 宮崎県立農業大学校
農学科　１年 ひなたの農業を守りたい

濱島　　蓮 愛知県立農業大学校　教育部
農学科　１年 花の魅力について

式地雅久人 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年 肉用牛の大産地〝鹿児島〟で得た土産

篠山　大夢 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年 農業大学校の学びで得られた宝物

牧　　春花 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

与論島の肉用牛でアニマルウェルフェア
を目指す
～牛はきっと応えてくれる～

殿林　誉也 愛知県立農業大学校
果樹専攻　１年 農業と私の今までとこれから

小野寺千華 岩手県立農業大学校　農産園芸学科
果樹経営科　１年 農業を伝える

齋藤　壮馬 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

リアルな畜産を伝えることの意義
～農業の可能性を広げるエピソード～

宮下　未来 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

牛たちに快適に生きてもらいたい
～命ある牛たちへ～

髙木　寿真 栃木県農業大学校　農業生産学部
農業総合学科　１年 祖父との農業を通して私が目指すもの

（同賞内は受付順）

（敬称略）
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第33回ヤンマー学生懸賞論文・作文入賞者一覧 〔作文の部〕

氏　　名 学校・学部・学科・学年 タイトル

奨励賞 田中　　伶 鳥取県立農業大学校　養成課程　
農業経営学科　１年 経験と知識

坂本　楓華 愛知県立農業大学校　教育部
農学科　１年 将来の夢

前原　涼介 群馬県立農林大学校　農林部
農業経営学科　１年 「アグリ・フロンティア」

箕輪　将直 群馬県立農林大学校　農林部
農業経営学科　１年 これからの農業に求められること

上大薗　樹 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

牛は好きだが経営者になるのは嫌
～経営者と技術員の狭間で～

小野寺真生 岩手県立農業大学校　農産園芸学科
果樹経営科　１年 自分の経験を通して学んだ食農産業

吉田　詩音 岩手県立農業大学校　農産園芸学科
花き経営科　２年 変らない夢と農業の道を歩く

岩﨑舜太郎 鹿児島県立農業大学校　畜産学部
肉用牛科　２年

経営者になる
～牛飼いという仕事の奥深さを極めたい～

𡈽野　悠未 千葉県立農業大学校
農学科　１年

無人直売場と規格外野菜で千葉県の農家
を裏から盛り上げる

田口愛乃果 千葉県立農業大学校
農学科　２年 食農において私が取り組めること

鎌田　優星 鹿児島県立農業大学校　農学部
野菜科　２年 父の後ろ姿

浅井　李咲 愛知県立農業大学校　教育部
農学科　１年

私が進むべき農業の姿
～曲がった大根から学んだこと～

田村　　亮 専門学校山梨県立農林大学校
養成科　果樹学科　１年 農業と出会って

小池　清美 栃木県農業大学校　農業生産学部
畜産学科　１年 私自身を変えてくれた命

小倉　綾真 栃木県農業大学校　農業生産学部
農業総合学科　２年 私の夢

（受付順）

（敬称略）
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第33回ヤンマー学生懸賞論文・作文募集要領

■ ヤンマーの目指す農業の姿

“農業”を“食農産業”に発展させる
　ヤンマーは、より高い生産性・より低い環境負荷・よ
り強い経済性を追求し、これまでの機械化・省力化・資
源の有効活用に加え、「食」の分野からも生産物の付加価
値を高めていきます。
　また、今までに培ってきたテクノロジーとソリュー
ションで、持続可能な農業を実現し、食の恵みを安心して
享受できる社会をめざし、農業を魅力あふれる食農産業
へ発展させていきます。
■ 事業開始の背景
　ヤンマーは、日本農業の転換期を迎えていた1990年、厳
しい時代にも21世紀への夢と希望を持ち、先駆的な挑戦
を試みる元気な農家やその集団が全国各地に誕生しつつ
あることを知り、「いま日本の農業がおもしろい～その変
化と対応～」をスローガンとして、積極的に未来を語り
エールを送ってまいりました。
　その一方で、次世代を担う若者たちに農業と農村の未
来について、自由な発想を論じてもらうことを趣旨として、
「ヤンマー学生懸賞論文・作文募集事業」を開始いたし
ました。
■ 農業を取り巻く課題
　農業が持続可能であり続けるために、今ある変化にど
のように対応するかが重要な鍵となります。国連によると、
現在約80億人の世界人口は、2050年には97億人まで増加
する見込みです。また、近年の異常気象による農作物の不
作が世界各地で報告されており、気候の変動は作物の生
育に影響を与え、適期作業のタイミングが難しくなって
います。日本の農業においても、高齢化や後継者不足が進
み、離農が増加することで耕作放棄地が拡大し、農業生産
量は減少傾向にあります。そんな中、平均経営耕地面積の
大規模化など、いま農業を取り巻く環境は刻々と変化し、
世界規模で様々な課題に直面しています。
　あらゆる地域で経済発展を遂げ、人口が都市部に移動し、
農業人口が益々減少していく中、少ない農業生産者が、増
え続ける食料需要を賄っていくために、また、将来に向け
て持続可能な未来（A Sustainable Future）を実現するた
めに、現在の農業・食料生産の在り方そのものを進化・
変革させていかなければなりません。
■ 趣旨
　ヤンマーは、これまで追求してきた農業の「生産性」と
「資源循環」を今後も継続し、更に高いレベルを目指すと
ともに、農業の儲かるかたち、農業や生産物そのものの付
加価値を高める、経済性の追求にも取り組んでいます。
　第一次産業である農業は、人々の健康を守り命を育む
ために欠かせない大切な存在でありながら、利益を生み
出しにくい構造となっています。農業生産の先にある加工、
流通、消費に至る“フードバリューチェーン”に入り込み、
広く、“食”に対する課題の解決策を提供したいとの思い
から、生産物の付加価値を高めることで、「持続可能な農
業のかたち」を次世代を担う若い皆様と一緒に考えてい
きたいと考えています。
　本事業も今年で33回目を迎えます。学生の皆様には、日
本や世界の農業において直面する課題を捉え、持続可能
な農業を実現するための新たな発想を広く自由な観点で
論じ、夢と若さあふれる提言を数多くお寄せいただきた
いと思います。

【募集内容】
○論文の部
　前記趣旨に沿い下記例示も参考に、21世紀農業の確立
を目指した“先駆的挑戦”を内容としてください。スマー
ト農業、農産技術、農芸化学、農業モデル（都会、中山間
地、大規模平野、臨海地域）、新規ビジネスモデル、資源
環境・自然科学・健康福祉・栄養科学・流通・教育・
ICTとの連携など、あなたが学習・研究しているさまざま
な分野から独自の構想で提言し、その実現の過程、手法等
を論理的に述べて下さい。
　例えば次のような論点も、今日的切り口として参考に
して頂くようお願いいたします。

＜あなたの独自のテーマ例 又は 内容＞
１）高い生産性を誇る食料生産の実現
２）安全・安心な食料生産と供給
３）多様化する食ニーズへの対応
４）持続可能な地球環境との調和
５）生産者の経済性追求
６）産地から食卓までを繋ぐ食のバリューチェーン

確立
７）健康福祉と農業の関わり
８）テクノロジーとサービスによるトータルサポー

トの創造
　その他“将来の夢の農業”の創造・提案など、あなた
の独自のテ－マを設定して、論文にまとめて頂いても
結構です。

○作文の部
　前記趣旨に沿った作文をまとめて下さい。あなたの感
じていること、夢や思いを、これまでの体験やその時の情
景を描写しながら作文にまとめて下さい。
【論文の部　応募要領】
１．応募資格：�2022年10月20日現在で、下記項目の全てに

該当する方。

１）所属

　　　　　　　　　　・大学
　　　　　　　　　　・大学院
　　　　　　　　　　・短期大学
　　　　　　　　　　・農業大学校
　　　　　　　　　　・農業短期大学
　　　　　　　　　　・各種専門学校
※外国への留学生、外国からの留学生も可（国籍不問）

２）年齢
30歳以下
※�但し、外国からの留学生（日本国籍でない方）は35歳

以下。

３）前提条件

⑴�作品は本人のもので、かつ、未発表のものに限る。
　※�同一作品を他へ発表（応募）予定している場合の応

募は不可。
　（ご不明な場合は事務局までお問い合わせください。）
⑵グループによる共同執筆可。
⑶過去、論文の部入賞者の応募は不可。
⑷過去、作文の部入賞者の応募は可。

２．応募規定
１）言語 和文（日本語）
２）作成ソフト Microsoft Word（PDFでの応募も可）
３）用紙規格 Ａ４サイズ　縦
４）書式 横書き

５）‌�文字数、
字体サイ
ズ

本文部分の総字数で、8,000字以上、12,000字以内とする。
他部分（表紙、要旨、目次、添付資料、データ・図表、
参考文献等）の文字数は、総字数に含まない。
原則として、『横40文字×縦40行』のレイアウトとし、用
紙１枚あたり1,600字以内とする。
明朝体またはゴシック体 で10.5～12ポイント

⎧
⎜
⎜
⎨
⎜
⎜
⎩

右記のいずれかに
在籍する学生
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６）提出書類

⑴�応募申込 弊社ホームページの応募申し込み
フォームに、必要事項を入力する。

⑵要旨

A4サイズ　縦1枚に横書き、800字
以上1,200字以内で作成すること。
（図表の使用は不可）
※�冒頭に題名（作品タイトル）を明

記すること。
※氏名・学校名は記載しないこと。

⑶‌�作品
　原稿

ファイ
ル名称
と形態

以下①～④を１つの文書ファイルに
まとめる。
※�図・表・写真等も本文ファイル内

へ貼り付け、別ファイルにしない。
①目次 必ず目次をつけること。

②本文

本文冒頭に題名（論文タイトル）を
記載する。
※氏名・学校名は記載しないこと。
ページ数を打つこと。
（ページは文字数に含まない）

③図表・
　写真等

原則として、本文中の適切な箇所
へ挿入すること。タイトルの記入
位置は、図・写真の場合はその直下
に、表の場合はその直上とする。ま
た原則として挿入の位置は、それら
がレポート内の文章に最初に登場
したページもしくはその次のペー
ジに入れること。
図・表の見やすさは、評価のポイ
ントになるため、画質や精細に注
意すること。
※�小さな文字・数字は読めるよう

に注意し、必要な場合は、カラー
で提出すること。

（凡例データの多い棒グラフなど）
DVD、ビデオ等の動画資料は不可
とする。

④参考
　文献

参考文献のある場合は、「題名、著者
名、出版社名、刊行年、参考頁」を
明記した一覧を末尾に添付すること。

７）提出方法
弊社ホームページ
からの応募に限る
※紙での郵送は不可

上記 提出書類（２）～（３）各ファ
イルを、応募申し込みサイトに
アップロードすること。

【作文の部　応募要領】
１．応募資格：‌�2022年10月20日現在で、下記項目の全てに

該当する方。

１）所属
　　　　　　　　　　・農業大学校
　　　　　　　　　　・農業短期大学
※�外国への留学生、外国からの留学生も可。（国籍不問）

２）年齢 25歳以下

３）前提条件

⑴�作品は本人のもので、かつ、未発表のものに限る。
　※�同一作品を他へ発表（応募）予定している場合

の応募は不可。
　（ご不明な場合は事務局までお問い合わせください。）
⑵過去、作文の部入賞者の応募は不可。
⑶過去、論文の部入賞者の応募は可。

２．応募規定
１）言語 和文（日本語）
２）作成ソフト Microsoft Word（PDFでの応募も可）
３）用紙規格 Ａ４サイズ　縦
４）書式 横書き

５）�文字数、字
体サイズ

総字数で、2,800字以上、3,200字以内とする。
原則として、『横40文字×縦40行』のレイアウトとし、
用紙１枚あたり1,600字以内とする。
明朝体またはゴシック体で10.5～12ポイント

６）提出書類 ⑴�応募申込 弊社ホームページの応募申し込み
フォームに、必要事項を入力する。

⎧
⎨
⎩

右記のいずれかに
在籍する学生

⑵作品原稿
（作文本文）

本文冒頭に題名（作文タイトル）を記
載する。
※氏名・学校名は記載しないこと。
ページ数を打つこと。
（ページは文字数に含まない）

７）提出方法

弊 社 ホ ー ム
ページからの
応募に限る
※�紙での郵送

は不可

上記（２）作品原稿を応募申し込みサ
イトにアップロードすること。

【応募期間・発表】
応募
期間 2022年６月１日（水）～10月20日（木）23:59までにエントリー

結果
発表

【入選者決定（社内
審査会）】
2022年12月23日（金）予定

社内審査会で決定後、12月27日（火）ま
でに入選者本人へ通知予定

【入選発表会開催予定】
岡山コンベンション
センター
2023年２月10日（金）予定

入選者表彰（各賞決定、表彰）
※入選者は入選発表会に出席頂きます。
※�新型コロナウィルス感染拡大状況によ

り開催方法を変更する場合があります。
【入選結果掲載・落
選結果通知】
2023年２月下旬を予定

弊社ホームページに入賞者一覧を掲載
※�落選結果通知は、本人への応募記念品の

発送をもって替えさせて頂きます。

＊論文の部　入賞者の方へ
　入選発表会会場にて、論文の内容をまとめたパネルを
展示いたします。
　入選通知を受けた方は次の要領にて、パネル用資料を
作成願います。
　詳細は入選者本人へ改めてご連絡いたします。
　新型コロナウィルスの感染拡大により、入選発表会が
オンライン開催となった場合は、作成不要です。
１）�資料送付

期間
入選通知後～2023年１月27日（金）
※メールにて事務局まで送付してください。

２）�対象となる
資料

論文要旨、論文内で使用したデータ（図、表、グラフ、
写真等）
※論文内で使用していないデータは対象となりません。

３）�パネル用資
料作成要領

Microsoft WordのＡ４サイズ縦、横書きで２ページと
します。
１ページ目に論文タイトル・学校名・氏名・論文要
旨を記載。
２ページ目に論文内で使用した図表を貼付けしてく
ださい。
※作成いただいた資料を事務局にてA1サイズのパネ
ルに加工いたします。

４）�文字の大
きさ 12～16ポイント

【表彰・賞金】

■ 論文の部
賞 受賞数 賞金 贈呈品

大賞 １編 100万円 表彰楯
特別優秀賞 ２編 30万円 表彰楯

優秀賞 10編 10万円 表彰楯

■ 作文の部
賞 受賞数 賞金 贈呈品

金賞 １編 30万円 表彰楯
銀賞 ２編 10万円 表彰楯
銅賞 10編 ５万円 表彰楯

奨励賞 15編 ￼ 賞状、記念品
※�論文の部グループ応募の場合、表彰楯は代表者に1枚、グループ

メンバーには表彰状を贈呈いたします。
※�入賞されなかった場合も、応募資格・応募規定を満たした方に

は、応募記念品をお送りいたします。
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【審査方法】

事務局審査 事務局による様式審査（応募資格・規定による
審査）等

社内審査
（一次・二次）

弊社内選考委員による内容審査
・入選作品（論文・作文各13編）の選出
・�作文の部　奨励賞の決定　※発表は入選発表

会の開催後

最終審査

最終審査委員による審査
・入選発表会の同日に、各賞の決定
※�論文の部については、最終審査委員による簡

単なインタビューを実施予定

【最終審査委員（五十音順、敬称略）】
●岩

いわ

田
た

　三
み

代
よ

　氏　［専門／食・くらし］
愛媛大学法文学部卒業。（株）日本経済新聞社に入社。婦人
家庭部記者、同部編集委員兼次長、編集局生活情報部長、論
説委員兼生活情報部編集委員として、女性労働問題、家族
問題、消費者問題など広く取材。2015年４月退社後、フリー
ジャーナリスト。現在、実践女子大学非常勤講師、（一財）
女性労働協会会長。政府委員として、食料・農業・農村基
本問題調査会委員、国民生活審議会委員などを務めた。主
な著書に『伝統食の未来』（ドメス出版、編著）などがある。
●大

おお

杉
すぎ

　立
りゅう

　氏　［専門／農学］
東京大学農学部卒業、農学博士。農林水産技術会議事務局
研究調査官、農業生物資源研究所光合成研究室長、農林水
産技術会議事務局研究開発官を経て、2001年より2016年
まで東京大学大学院農学生命科学研究科教授。同大学院
農学生命科学研究科特任教授を経て、現在八ヶ岳中央農
業実践大学校校長、および東京農業大学客員教授。日本学
術会議連携会員、（一社）日本農学会会長、日本農学アカ
デミー副会長。これまでに、日本作物学会賞などを受賞。
日本作物学会会長、総合科学技術会議革新的技術推進ア
ドバイザーなどを務める。主な著書に『作物学辞典』（朝
倉書店、共著）、『作物生産生理学の基礎』（農山漁村文化
協会、共著）などがある。
●近

こん

藤
どう

　直
なおし

　氏　［専門／農業工学］
京都大学大学院農学研究科修士課程修了（農業工学専攻）、
農学博士。岡山大学助手、助教授、愛媛大学教授などを経
て、2007年より京都大学大学院農学研究科教授。これまで
に、アメリカ農業工学会功績賞、農業機械学会賞学術賞、
同学会森技術賞、日本生物環境調節学会賞（学術賞）、（一
財）日本機械学会ロボメカ部門技術業績賞、農林水産省農
業技術功労者表彰、日本農業工学会賞、日本農学賞、文部
科学大臣表彰科学技術賞、（公社）大日本農会緑白綬有功
章などを受賞。主な著書に『農業ロボット（Ⅰ）（Ⅱ）』（コ
ロナ社）、『生物生産工学概論－これからの農業を支える工
学技術－』（朝倉書店）、『Physical and Biological Properties 
of Agricultural Products』（京都大学出版）、『農業食料工
学ハンドブック』（コロナ社、いずれも共著）などがある。
●佐

さ

藤
とう

　年
とし

緒
お

　氏　［専門／環境・科学技術］
東京工業大学大学院社会理工学研究科博士課程修了、学術
博士。（株）時事通信社の記者、編集委員として地方行政
や科学技術、地球環境や水問題を報道。2003年退社後、国
立研究開発法人・科学技術振興機構発行の科学教育誌
『Science Window』編集長などを経て、現在、環境・科学
ジャーナリスト、日本科学技術ジャーナリスト会議理事。
著書に『森、里、川、海をつなぐ自然再生』（中央法規）、
『つながるいのち－生物多様性からのメッセージ』（山と
渓谷社、いずれも共著）などがある。
● 生

しょう

源
げん

寺
じ

　眞
しん

一
いち

　氏　［専門／農業経済学］
東京大学農学部卒業。農林水産省農事試験場研究員・同北
海道農業試験場研究員、東京大学農学部助教授・同教授、

名古屋大学農学部教授を経て、2017年4月に福島大学教授
（食農学類準備室長）、2019年４月から同食農学類長。この
ほか、認定NPO法人樹恩ネットワーク会長、地域農政未来
塾塾長、NPO法人中山間地域フォーラム会長など。これま
でに東京大学農学部長、日本農業経済学会会長、日本学術
会議会員も務める。近年の著書に『農業と農政の視野』（農
林統計出版）、『新版：農業がわかると、社会のしくみが見
えてくる』（家の光協会）、『農業と人間』（岩波書店）、『「い
ただきます」を考える』（少年写真新聞社）などがある。
【応募先アドレス】
　ホームページ　�https://www.yanmar.com/jp/agri/

agrilife/prize/　よりご応募ください。
【主催・後援】
■主催：ヤンマーアグリ株式会社
■後援：
◦農林水産省
◦一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構
　　�農山漁村の活性化、国土の均衡ある発展及び自然と

調和のとれた豊かでうるおいのある社会の実現を目
的に、都市と農山漁村の交流促進と農山漁村地域の
活性化に関する調査研究、農山漁村の情報の収集・
提供、農林漁業体験施設及び農林漁業体験民宿業の
健全な育成並びに体験農林漁業の普及等を行ってい
る。（2001年、農林漁業体験協会、ふるさと情報セン
ター及び21世紀村づくり塾の３財団法人の合併によ
り設立。2013年４月より一般財団法人に移行。）

◦公益社団法人 大日本農会
　　�明治14年に設立されたわが国で最も歴史ある全国的

な農業団体。設立当初から皇族を総裁としていただ
いており、現在は、七代目として秋篠宮皇嗣殿下を総
裁に推戴している。農業の発展及び農村の振興を図
ることを目的に、農事功績者表彰事業、農業・農村に
関する調査研究事業、勧農奨学、会誌「農業」の刊行
等を行っている。2011年７月１日、内閣府より「公益
社団法人」に認定。

【問い合わせ先】
●フリーダイヤル　0120-376-530（月～金　10:00～17:00）
●メールアドレス　ronbun@yanmar.com
●事務局　�〒702-8515　岡山県岡山市中区江並428
　　　　　ヤンマーアグリ株式会社 人事総務部内
　　　　　ヤンマー学生懸賞論文・作文募集事務局
●ホームページ　�https://www.yanmar.com/jp/agri/

agrilife/prize/をご覧ください。ご参考
として第30回～第32回の入賞作品集を
掲載しております。

【その他】
●�応募作品は返却いたしません。（作品の所有権は主催者

に帰属いたします）
●�応募作品の著作権を含むすべての著作権利は、主催者

に譲渡継承されます。
●�応募作品に学校の研究内容等を反映する場合、予め指

導教官の了承を得たものに限ります。
●入賞者の権利の譲渡は認めません。
●�入選発表会参加にあたり、肖像権は主催者に帰属いた

します。
●�応募にあたり記入頂いた個人情報は、審査結果通知に付

随する事項を行うために利用します。本目的以外で利用
する場合は、必ず本人の同意を得たものに限ります。

●入賞者の学校名・学部・学年・氏名は公表します。
●�入賞作品は入賞作品集として編集し、全国の大学、図書

館等へ配布します。
●入賞作品集には入賞者の顔写真を掲載します。
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第33回ヤンマー学生懸賞論文・作文募集 社内運営体制

●委員長
増田　長盛 ヤンマーアグリ株式会社代表取締役社長

●運営委員
上田　啓介 ヤンマーアグリ株式会社取締役営業統括部部長
保田　　快 ヤンマーアグリ株式会社経営企画部部長
末永　　聡 ヤンマーアグリ株式会社経営企画部東京企画室室長
福嶋　正人 ヤンマーアグリ株式会社経営企画部東京企画室専任

部長
（事務局長） 池澤　秀明 ヤンマーアグリ株式会社人事総務部部長

●告知委員
（エリア責任者）森澤　康隆 ヤンマーアグリジャパン株式会社北海道支社管理部

部長
松本　浩二 ヤンマーアグリジャパン株式会社北海道支社企画部営

農推進グループ専任部長
（エリア責任者）宮﨑　祐守 ヤンマーアグリジャパン株式会社東北支社管理部部長

江坂　彩生 ヤンマーアグリジャパン株式会社東北支社管理部
（エリア責任者）吉原　栄治 ヤンマーアグリジャパン株式会社関東甲信越支社管

理部部長
狩野　春佳 ヤンマーアグリジャパン株式会社関東甲信越支社管理部
安田　有吾 ヤンマーアグリジャパン株式会社関東甲信越支社管理部

（エリア責任者）長畑　義則 ヤンマーアグリジャパン株式会社中部近畿支社管理部
部長

都築　洋介 ヤンマーアグリジャパン株式会社中部近畿支社管理部
末廣　浩一 ヤンマーアグリジャパン株式会社中部近畿支社管理部
松岡　孝寛 ヤンマーアグリジャパン株式会社中部近畿支社管理部

（エリア責任者）西川　暢晃 ヤンマーアグリジャパン株式会社中四国支社管理部
部長

小野寺一敏 ヤンマーアグリジャパン株式会社中四国支社管理部
（エリア責任者）岡田　嘉宏 ヤンマーアグリジャパン株式会社九州支社管理部部長

永迫　智也 ヤンマーアグリジャパン株式会社九州支社管理部
北島　舞子 ヤンマーアグリジャパン株式会社九州支社管理部
小竹　秀明 ヤンマーアグリジャパン株式会社九州支社管理部

●審査委員
論文の部 池田　喜雄 ヤンマーアグリジャパン株式会社アグリプラント部

施設園芸推進グループ課長格
飯田　哲也 ヤンマーアグリ株式会社開発統括部トラクタ開発部

トラクタ第二グループ専任課長
高田　咲子 ヤンマーグリーンシステム株式会社開発部研究開発

グループ課長
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川端　直人 ヤンマーアグリ株式会社CS統括部サービス推進部
CS戦略グループ専任課長

東　　大輔 ヤンマーアグリジャパン株式会社農機推進部専任部長
新福　勇一 ヤンマーアグリ株式会社開発統括部作業機開発部ハー

ベスタ第一グループ専任課長
三村　眞治 ヤンマーアグリ株式会社生産統括部海外生産部（米

原）専任部長
藤原　輝彦 ヤンマーアグリ株式会社営業統括部商品企画部企画

グループ専任課長
奥澤　一弘 ヤンマーアグリ株式会社営業統括部商品企画部トラ

クタ・インプルメント推進グループ課長
●審査委員
作文の部 大畑あゆみ ヤンマーアグリジャパン株式会社企画部

増井　大章 ヤンマーアグリジャパン株式会社サービス事業部
サービス事業グループ

小川　泰明 ヤンマーアグリジャパン株式会社アグリプラント部
業務推進グループ

安井さやか ヤンマーアグリ株式会社生産統括部生産管理部部品
グループ部品係

宮田　洋佑 ヤンマーアグリ株式会社CS統括部品質保証部技術グ
ループ

森田　圭一 ヤンマーアグリ株式会社CS統括部品質保証部技術グ
ループ

西野加菜枝 ヤンマーアグリ株式会社経営企画部東京企画室
阿部　洋佑 ヤンマーアグリジャパン株式会社農機推進部営業推

進グループ
谷　　真介 ヤンマーアグリ株式会社開発統括部試験部実験・解

析グループ
古澤健太郎 ヤンマーグリーンシステム株式会社開発部研究開発

グループ
大谷　悠樹 ヤンマーグリーンシステム株式会社園芸施設部
阿部　大介 ヤンマーアグリ株式会社開発統括部作業機開発部

ハーベスタ第一グループ
富沢　洋平 ヤンマーアグリ株式会社CS統括部テクニカルセン

ター技術サービスグループ
岡村　雄作 ヤンマーアグリ株式会社経営企画部東京企画室

●事務局
加藤　要輔 ヤンマーアグリ株式会社人事総務部人事グループ課長
中辻　正俊 ヤンマーアグリ株式会社人事総務部人事グループ
馬場多恵子 ヤンマーアグリ株式会社人事総務部人事グループ

（大阪）

（2022年10月現在）
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編
集
あ
と
が
き

　

桜
の
蕾
も
膨
ら
み
、
春
の
気
配
を
感
じ
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。
第
33
回
ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
は
「〝
農
業
〟
を

〝
食
農
産
業
〟
に
発
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さ
せ
る
」
を
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ー
マ
と
し
て
、２
０
２
２
年
６
月
１
日
か
ら
10
月
20
日
の
期
間
に
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集
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た
し
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
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募
に
ご
尽
力
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だ
い
た
学
校
関
係
者
の
皆
様
方
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
ご
後
援
い
た
だ
き
ま
し
た
、
農
林
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産
省
、
一
般
財
団
法
人
都
市
農
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漁
村
交
流
活
性
化
機
構
、
公
益
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団
法
人
大
日
本
農
会
の

皆
様
、
ご
多
忙
の
中
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
を
丁
寧
に
ご
審
査
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た
だ
い
た
最
終
審
査
委
員
５
名
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
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ま

す
。
告
知
委
員
、
社
内
審
査
委
員
に
お
い
て
も
ご
協
力
感
謝
し
ま
す
。

　

学
校
で
の
授
業
や
実
地
で
の
調
査
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
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と
は
い
え
、
制
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が
多
い
中
で
の
調
査
、
研
究

の
ご
苦
労
は
想
像
す
る
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
論
文
46
編
、
作
文
４
４
６
編
を
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

論
文
の
部
で
は
、
農
学
系
学
部
に
限
ら
ず
多
様
な
学
部
か
ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
の
名
産
品
を
通
し
て
地
域
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
す
る
試
み
、
廃
校
や
空
き
家
の
農
業
利
用
、
担
い
手
不
足
の
解
消
法
、
ア
ク
ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
の
新
た
な
可
能
性
に
つ
い
て
、

ス
マ
ー
ト
農
業
や
受
精
卵
移
植
技
術
を
活
用
し
た
畜
産
の
新
し
い
提
案
な
ど
喫
緊
の
課
題
解
決
に
関
わ
る
論
文
が
応
募
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
米
粉
の
消
費
拡
大
戦
略
や
昆
虫
の
利
用
法
を
模
索
し
た
内
容
、
ス
ポ
ー
ツ
と
農
業
双
方
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
提
案
な
ど
新

し
い
切
り
口
の
論
文
も
見
ら
れ
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
若
者
ら
し
い
広
く
自
由
な
発
想
で
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
も
多
く
の
優
秀
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

作
文
の
部
で
は
、
学
校
で
の
学
習
や
研
究
を
通
し
て
得
た
、
農
業
へ
の
熱
い
思
い
や
、
将
来
の
夢
を
若
者
ら
し
く
生
き
生
き
と
描

い
た
作
品
を
多
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
力
作
ぞ
ろ
い
で
胸
の
熱
く
な
る
よ
う
な
、
心
に
響
く
文
章
が
印
象

的
で
し
た
。
全
国
の
農
業
大
学
校
等
の
皆
様
が
、
教
育
の
一
環
と
し
て
当
事
業
を
積
極
的
に
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
現
状
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
事
務
局
に
よ
る
様
式
審
査
、
社
内
審
査
委
員
に
よ
る
一
次
、
二
次
審
査
を
経
て
、
社
外
審
査
委
員
に
よ
る
最
終
審

査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
論
文
の
部
で
は
大
賞
１
編
、
特
別
優
秀
賞
２
編
、
優
秀
賞
10
編
を
、
作
文
の

部
で
は
金
賞
１
編
、
銀
賞
２
編
、
銅
賞
10
編
を
決
定
し
、
２
月
10
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
入
選
発
表
会
を
開
催
し
表
彰
い
た
し
ま

し
た
。
ま
た
作
文
の
部 

奨
励
賞
は
、
社
内
審
査
に
よ
り
15
編
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
作
品
集
で
は
、
論
文
の
部 

大
賞
１
編
、
特
別
優
秀
賞
２
編
、
作
文
の
部 

金
賞
１
編
、
銀
賞
２
編
を
全
文
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
論
文
の
部 

優
秀
賞
10
編
、
作
文
の
部 

銅
賞
10
編
は
要
旨
を
掲
載
し
、
作
文
の
部 

奨
励
賞
15
編
に
つ
き
ま
し
て
は
受
賞
者
一

覧
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
次
回
も
さ
ら
に
多
く
の
若
者
ら
し
い
提

言
、
思
い
の
こ
も
っ
た
作
品
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

２
０
２
３
年
３
月

�

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
株
式
会
社　
　
　
　
　
　
　

�

ヤ
ン
マ
ー
学
生
懸
賞
論
文
・
作
文
募
集
事
務
局



第33回　ヤンマー学生懸賞論文・作文入賞作品集

編集発行	 ヤンマーアグリ株式会社　人事総務部内
	 ヤンマー学生懸賞論文・作文募集事務局
	 〒702-8515
	 岡山県岡山市中区江並428番地
	 フリーダイヤル：0120-376-530
	 https://www.yanmar.com/jp/agri/agrilife/prize/

2023 年３月 31日　第 1刷	 非売品


	_001_大扉_CC2020
	_003_ポスター
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